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姿
見
に
、
つ

つ
し
て

三
宅
義
子

　
昨
秋
、
私
は
、
シ
ー
ラ
・
ロ
ー
バ
ト
ム
著
『
女
の
意
識
・
男
の
世
界
』

（
ド
メ
ス
出
版
）
の
翻
訳
を
上
梓
し
、
こ
こ
二
、
三
年
来
の
愚
き
も
の
を
よ

う
や
く
払
い
落
し
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。

　
シ
ー
ラ
・
ロ
ー
バ
ト
ム
は
一
九
四
三
年
生
れ
の
イ
ギ
リ
ス
の
若
き
ウ
ィ
メ

ン
ズ
・
リ
ブ
の
理
論
家
で
あ
る
が
、
彼
女
の
性
差
別
を
把
握
す
る
視
点
は
、

そ
れ
を
階
級
差
別
・
人
種
差
別
と
の
関
連
で
と
ら
え
る
こ
と
で
あ
る
。
な
か

で
も
、
本
書
は
表
題
が
示
す
と
お
り
、
六
〇
年
代
後
半
か
ら
高
度
に
発
達
し

た
資
本
主
義
国
に
拾
頭
し
た
新
し
い
女
の
意
識
と
行
動
を
は
ぐ
く
む
に
至
る

過
程
を
自
ら
が
体
験
し
た
六
〇
年
代
の
社
会
主
義
運
動
の
か
か
え
る
矛
盾
の

中
か
ら
跡
づ
け
、
そ
れ
を
伏
線
と
し
て
、
女
の
意
識
と
男
世
界
で
の
相
関
関

係
を
、
現
代
資
本
主
義
社
会
の
私
的
な
家
族
と
公
的
な
労
働
の
場
と
の
関
係

の
中
に
探
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
私
は
、
そ
れ
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
リ
ブ
の
理
論
書
に
あ
き

た
ら
な
い
も
の
を
感
じ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
、
規
模
の
大
小
は
あ
っ
た
と
は

い
え
、
日
本
で
も
戦
後
の
女
総
体
が
置
か
れ
た
状
況
そ
の
も
の
の
中
か
ら
、

や
は
り
七
〇
年
前
後
に
、
　
（
戦
後
）
第
二
波
女
性
解
放
運
動
と
し
て
起
る
必

然
性
の
あ
っ
た
女
た
ち
の
運
動
を
外
か
ら
鼓
舞
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

私
自
身
の
場
A
口
を
と
っ
て
み
て
も
、
女
性
解
放
は
社
会
主
義
に
な
れ
ば
（
つ

ま
り
、
階
級
矛
盾
を
止
揚
す
れ
ば
）
、
必
然
的
に
達
成
さ
れ
る
と
い
う
思
想
的

雰
囲
気
の
最
後
の
野
津
の
中
で
学
生
時
代
を
送
り
、
改
め
て
女
性
解
放
と
い

う
テ
ー
マ
を
選
び
直
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
理
論
書
は
、
こ
の
問
題

意
識
に
一
定
の
確
信
を
与
え
て
く
れ
た
。

　
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
　
「
歴
史
を
通
し
て
第
一
義
的
矛
盾
は
、
男

に
よ
る
女
の
支
配
で
あ
る
」
と
い
う
歴
史
観
に
収
敏
し
て
ゆ
く
ア
メ
リ
カ
の

ラ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
考
え
に
直
ち
に
く
み
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か

な
か
っ
た
。
階
級
闘
争
と
の
関
連
は
ど
う
な
っ
て
る
の
か
と
、
私
は
考
え
つ

づ
け
て
い
た
。

　
そ
ん
な
私
自
身
の
問
題
関
心
に
答
え
て
く
れ
た
の
が
、
ロ
ー
バ
ト
ム
の
著

作
だ
っ
た
。
彼
女
の
理
論
活
動
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
運
動
の
伝
統
と
隣
接

し
た
と
こ
ろ
で
は
ぐ
く
ま
れ
た
こ
と
を
知
る
に
つ
け
、
ア
メ
リ
カ
で
典
型
的

に
理
論
化
さ
れ
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
も
、
　
「
ア
メ
リ
カ
と
い

う
土
壌
の
中
で
生
れ
た
」
と
い
う
形
容
詞
を
つ
け
て
、
相
対
化
す
る
視
点
を

与
え
ら
れ
た
よ
う
に
思
え
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
私
は
日
本
の
女
と
し
て
、

自
分
の
立
っ
て
い
る
足
下
を
み
き
わ
め
る
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
り
だ
し
た

の
で
あ
る
。

　
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
こ
め
ら
れ
、
ま
た
触
発
さ
れ
た
訳
業
で
あ
っ

た
。
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バッハオーフェン『母権論』目次

訳・井上貴美子

　　　　　　　リュキア人

ggl－X．　CLII－CLIII．　S．1－ng，1；390，1－398，1．

1
9
臼
3
4
『
V
ρ
0

§
§
§
R
δ
§
§

gs7．　s．

　ちヘテリスムス的生活形式に関する一連の歴史的証言の総括。女人統治制の成立，人類発

　展のなかでの女人統治制の位置。自然な性的結合である母権と父権との中間状態。月との

　対応ならびに大地と太陽との間の月の宇宙的位置。月崇拝と結びついた女人統治制，太陽

　原理と結びついた父権。　〔104〕

§9．女人統治制と勇敢さの名誉や民族の秩序および正義愛の名誉との関連。女人統治制の

　アマゾーン主義への上昇。　〔135〕

§10．　リュキアの喪期間の風習およびその風習と母権の根本思想との関係。　〔139〕

§152．リュキアの母権とリュキアの墓石碑文にある母権の痕跡とについての追加証言。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9gg）

§153．　リュキアの母権と秘儀崇拝との関係。一連の現象における秘儀崇拝の指摘。特に，

　Lyciiという名前の祭儀的意味について，サルペードーンとラーオダメイアについて，リ

　ュキアのアルリポーンとプロクルスについて，パムff　一ス，アルメノースの息子の「彼」，

　ピネカの石について。宗教的女人統治制からの市民的女人統治制の派生。　〔932〕

リュキアの母権についての証言の総括。　〔85〕

母権の創設者にしてアマゾーン族の征服者ベレロポーン。　〔87〕

ベレロポーン神話における死の思想の支配。〔91〕

木々の葉の比喩およびその比喩とリュキアの母権の物質的・自然的基礎との関係。〔94〕

リュキアの母権が属する宗教段階の確i認と特徴づけ。　〔96〕

女性にたいするベレロポーンの位置。　〔97〕

　母権と性的関係の全き自然性との対立。リュキア的原理に対立する婚姻外的すなわ

　　　　　　　クレータ

SSXI－XXII．　CLV．　S．28，1－41，2；398．

§11．　「父なる国」にかわって「愛する母なる国」というクレータ的表現について。　〔143〕

§12．　このような理解の結果としての国民の全般的友愛。〈親殺し〉のローマ的概念のなか

　でのその友愛の証拠。　〔144〕
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§13．　リュクトス市の系譜における母系のみの顧慮。　〔150〕

§14．母系出自によって基礎づけられた親族のさらなる事例。特に女人統治制における姉妹

　関係の意義。エンギュイウムのクレータ人く母たち〉。　〔150〕

§15．ディオドーロス　4，80による国家の福祉への女人統治制の影響。クレータのイーアシ

　オスならびにデーメーテール。母権と不死性との関連における母性原理の側の不死性。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C153）

§16．　この神話のいっそうの考察。母性的・物質的性質面の優位，男性的性質面の従属。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（157）

§17．　クレータのゼウスとその母レアーとの関係における同様の思想の叙述。　〔160〕

§18．大地や月と考えられたクレータの母性的自然母の優位およびそれと女人統治制との関

　係。平和と同盟を贈る女王であるアリアドネー。　〔160〕

§§19－22．月原理から太陽原理への進歩およびその進歩と父性体系による母権の段階的な服

　従との関係。特にクレータの宗教の表象のうえでの三等級の，すなわちポセイドーン的・

　テルース的，ルーナ的およびソール的男性らしさ。クレータとアッティカおよびテーセウ

　スとの関係。　〔162〕

§154．　クレータのデーメーテール的秘教およびそれに基づいた母権に関連する個々の現象。

　　　　　　　アテーナイ

5SXXIII－XLIIL　S．41，2－84，2．

§23．　アウグスティーヌス『神国論』第18巻第9章の話。　〔171〕

§24．その話とストラボーン　9・402　によるエポロスの話との比較。両者には太古の母権

　とより高い原理による母権征服との記憶がある。　〔172〕

§25．アイスキュロス『エウメニデス』のオレステース神話のなかのこの戦いの証明。　〔177〕

§26．　アイスキュロスの叙述についてのいっそうの考察。特にテーセウスによるアマゾーン

　族征服とアテーナイ的男子権の創始。　〔182〕

§27．つづき。父権のオリュムピア的性質に対立する母性原理のクトニアー的性質。　〔191〕

§28．母権から父権への進歩である宗教の進i歩。下から上への発展法則。　〔199〕

§29．　つづき。母性およびその保護へのエリーニュスたちの特別な関係。エリーニュスたち

　のテルース的法の血の掟およびその血の掟と瞭罪のアポローン的法との対立。〔202〕

§30．　テルース的・ルーナ的五に対立するアポローン，アテーネー，オレステースと数字七

　との結びつき。数字七のウーラニア的性質。母権に対する父性原理の勝利は五に対する七

　の勝利を意味する。　〔207〕

§31．　アイスキュロスの「アガメムノン』における母権とアポローン的原理との戦い。　〔215〕

§32．　オレステースの母殺しと無罪判決とに対する類推。　〔220〕

§§33．34．特にアルクマイオーンの行為。母権および母権のアPt　”一ン的原理への服従にと

　ってのエリピューレー神話の意義（§132．を参照）。　〔221〕

§35．　エリーニュスたちの母性的・テルース的関係のいっそうの事例。〔229〕
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§36．37．　ネメシスーレーダーにおける同一の神性的性質の指摘。地上的概念の法概念への

　拡大である物質的母性のく正義〉理念への拡大。最古の母権であるテルース的権利。〔230〕

§38．39．　アッティカの原始的権利の個々の記憶。　〔236〕

§40．　アテーナイの婚姻法の発展にとってのアテーナイ人とアイギーナ人との戦いの意義。

　ヘーロドトス　5・82－88　によって伝えられた話の考察。イオーニア女性とドーリス女性

　との対立。　〔240〕

§41－43．　この対立がきわだついっそうの現象。メガラ，カルケードーン，ビューザンティ

　オン。イオーニア人征服者とドーリス人征服者に対するカーリア女性のさまざまな態度。

　古い女人統治制と結びついた若干の風習の考察。ヘレニズム文化に対する前ヘレニズム文

　化の関係についての結び。　〔250〕

　　　　　　　レームノス

ggXLIV－XLVIL　S．84，2－92，1．

§44．　レームノス女性の惨行についての物語における女人統治的状態の報告。　〔264〕

§45．　トアースとイアーソーンに対するヒュプシピュレーの関係と結びついた母権から父権

　への移行。レームノス島のイアーソーンの子たちのさらなる運命。レームノス島のペラス

　ゴイ人たち。掠奪されたアテーナイ女性の殺害。ペラスゴイ的・テルース的権利とアポロ

　ーン的権利との対立。　〔268〕

§46．　アマゾーン主義へのヒュプシピュレーの関係におけるヒュプシピュレーの父トアース

　のディオニューソス的結びつき。女人統治制の崩壊であるバッコスの行為。　〔274〕

§47．　レームノスの火祭りおよびその火祭りとレームノス女性たちの犯罪との関連。アポロ

　ーン的父性の勝利。　〔276〕

　　　　　　　エジプト

gSXLVIII－XCII．　CLV－CLXIII． S．　92，　1－193，　1；　398，　2－415．

§§48－50．ダナイデス。その神話の女人統治的基礎。イーオーとへ一ラクレースに対するヒ

　ュペルムネーストラーの二重の関係におけるヒュペルムネーストラーの位置の考察。この

　点できわだった，母性的テルース主義から父性原理への発展法則。ダナイデスの神話的意

　義。それと母権の基礎との関係。　〔280〕

§§51．52．　ナイル地方における母性優位のいっそうの表現。女人統治制と産業的生活方向と

　の結びつき。他の諸民族における類似現象との比較。〔293〕

§53．　エジプトの原始的立法者であるセソーンコシス・セソーストリスの女人支配に対する

　意義。古代エジプトの良風の特性への母権の影響。リビュアのアマゾーン国とエジプトの

　原始時代との結びつき。　〔301〕

§54．アマゾーン族の，特にリビュアのアマゾーン族の遠征についての報告およびそれの女

　人統治的状態の広い普及にとっての意義。　〔305〕
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§55．今日のアフリカにおける類似現象の持続についての近時の報告の総括。姉妹の子供た

　ちの相続権。古い報告と新しい報告の個別的考察。文化発展に対する，特にアフリカ諸民

　族の母権の位置。　〔308〕

§§56．57．エジプトの王家における女人統治制。オシーリスに対するイーシスの優位への女

　人統治制の遡及。女性による摂政政治の没落：に結びついたビノートリスの法律。　〔319〕

§58．古代帝国の第六メンピス王朝の女王であるニトークリス。彼女に関する神話のさまざ

　まな継続的形成。　〔330〕

§59．　エジプトの婚姻法のルーナ的段階。その段階と，一方では純粋なテルース主義との，

　他方では最高の太陽法との差異。エテオクレースおよびエテオクレース人という表現の解

　釈。　〔337〕

§60．　エチオピア的観念とエジプト的観念によるソール的父性原理に対する母権の位置。カ

　ンダケー。ヘーリオド一陣スのカリクレアー。太陽の花嫁としてのパラデース。　〔344〕

§61．62．エジプトとアメリカの現象の比較。特にペルーのインカ族，アマゾーン族とヘテ

　リスムス。　〔351〕

§63．法律と女性の自然原理との，特にイーシスとの結びつきのなかにしめされた女人統治

　的観念。　〔355〕

§64．　この理念の普遍性および女性的＜2＞によるこの理念の数字的表現。この最古の特質

　的・母性文法の原理の解明。　〔362〕

§65．つづき。法および司法へのアプロディーテーや類似の母神の関係。この観念に対する

　卵象徴の位置。　〔368〕

§66．　特にく自然法〉と放免について。自由と平等の自然法およびその自然法と母性的・テ

　ルース的法理解との関連。このような法的部分がローマ人において，特にウルピアヌスに

　おいてあらわれている形態。女人統治的文化段階にある法の特質と人類の法発展法則につ

　いての示唆。　〔371〕

§67．つづき。法，特に平民的・母性的原理へのケレースとデーメーテールの関係。この原

　理と貴族的父性との対立。　〔381〕

§68．女人統治制と女人統治制が中心点をなす全文化状態との根底であり典型であるデーメ

　ーテール。　〔385〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リヒト　　レヒト
§§69－71．　ヒュペルムネーストラー一族における父性の光の法への進歩。リュンケウス。

　ペルセウス。ヘーラクレース。ダナイデス神話の後代の追加とそれの女人統治制への関係。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔388〕

§§72－76．　エジプト人が女人統治制に対立する原則を貫徹した個々の現象の考察。祭司職か

　らの女性の除外。豊かな実りをもたらす農産物の男性名称。不死の神がみと死すべき女性

　との関係についての理論。〈貴族のなかの貴族〉。三重の，すなわちテルース的，ルーナ
　　　　　　　エロ　ス
　的，ソール協同についての諸理論。このような見解の母権に対する位置。発展法則。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔400〕

§77．キューレーネー。キューレーネー女性の卓越した地位およびこの地位の土着アフリカ

　的母性原理への関係。　〔413〕
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§§78－80．アフリカでみられる左側の優位，ペラスゴイ諸部族，特にアイトーリア人とヘル

　ニキー人の慣習のなかでおこなわれている。ペラスゴイ文化の基礎である母権。ピンダロ

　スの『ピューティア競技祝勝歌』第4歌と『ネメア競技祝勝歌』第6歌の表現の解明のた

　めのこの命題の適用。それと，〈ピュルラの後高〉という母方によって名づけることにつ

　いてのアリストテレースの注釈との比較。このような最古の種族の思考様式およびこの思

　考様式の父性時代への対立。後方への石投げの意義，エピメーテウスのプロメーテウスへ

　の関係および最古の法の事実的・所有的性質について。　〔418〕

§81．　オイディープスの娘たちとエジプト女性とのソボクレースによる比較。オイディープ

　ス神話およびその神話に基づいた3つの発展段階すなわちテルース的・ヘテール的，デ

　ーメーテール的，アポローン的生活規律の考察。歴史に対する神話の関係についての注

　解。　〔439〕

§82．　さまざまな民族，特にナバタェイー族，アデュルマキダイ族，サバイ族，リビュア諸

　都市，レプティスについての補足と個々の注釈。　〔448〕

§§83－92．　偽カリステネースとユーリウス・ファレーリウスによるアレクサンドmスとメロ

　エーインドのカンダケーとの出会いの神話。

§83．その神話の報告と神話形成時代の確定。　〔451〕

§§84．85．　シノーペーからアレクサンドレイアヘサラーピス・ブルー5一ンが移ることの

　神話の考察とこの出来事が偽カリステネースの話のなかに再現する形態。特にコイリバト

　と結びついた不死の約束の意義。　〔459〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メナ　レヒト§§86．87．カンダケー神話を導く観点の確認。女人統治制といっそう高い男子権との戦

　い。女人統治制があらわれている個々の特徴の指摘。　〔470〕

§88．つづき。カンダケーの母性のなかにある最高の法。　〔475〕

§89．カンダケーに対するアレクサンドロスの関係。カンダケーとカーリアのアーダとの比

　較。　〔476〕

§90．　この比較とカンダケー神話のいたるところできわだつ観点とのいっそうの貫徹。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔480〕

§91．　カンダケーとアレクサンドロスの知恵くらべ。女人統治制の勝利である精神的行為。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔484〕

§92．　アフリカ的・エジプト的母権もアレクサンドロスとプトレマイオスに勝利する。カン

　ダケー神話の分析の結論。　〔487〕

§155．ギリシア人の父性理論に対するエジプト的観念の戦い，一連の個々の現象を考慮し

　て。特に，自国語において母方の名称による父の名前の代用。　〔946〕

§156．　この考察のつづき。特にプトレマイオス王朝時代のもののギリシアのパピルス文書

　のなかの系譜の記載。民族語における母性体系の勝利。　〔952〕

§157．つづき。父系的観転によって母系二二煮を換えるギリシア人の傾向。この現象の事

　例。　〔959〕

§158．　プトレマイオスとアレクサンドリアのプトレマイオス王朝の祭司階級制度において

　しめされる，ギリシア的体系とエジプト的体系の相違。　〔964〕
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§159．プトレマイオス王家の称号にみられる両者の観念の関係。添名Philometer，　Philo－

　Pator，　Eupatorの意味。エジプトの王の称号において親族のような愛情のきわだった強

　調とラギダイ家の歴史において生活の女人統治的基礎と関連する多くの現象とについての

　考察。　〔965〕

§160．前に扱われた諸論点への個々の補遺，特に，手紙の女性的起源について，および手

　紙と女人統治制との関係についての記載。　〔975〕

§161．更なる補遺，特に女人統治的民族における身体的現象の高揚について。　〔976〕

§162．　エピゼピュリオィ・ロクリス人の秘儀崇拝について。　〔979〕

§163．　ローマの法文典の若干の箇所で確認される，ローマの父性原理とオリエントの物質

　的・母性的観点との戦い。　〔981〕

　　　　　　　インドと中央アジア

gSXCIII－C．　S．193，1－211，2．

§93。　インドの女人統治的状態から説明するカンダケーのメロエ的・インド的属性。証言の

　総括，特にくパンダイア氏族〉について。　〔490〕

§94。つづき。インドと中央アジアの女人統治的状態についてのいっそうの報告。　〔495〕

§95．性関係と関連する若干の現象の考察。　〔501〕

§96，　カンダケー，この語を構成する意味と派生。　〔507〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　ボス
§97．　クル族とパーンダヴァ族の大戦争についてのインド叙事詩とカンダケー神話との結び

　つき。新しいクリシュナーヘーラクレースとしてのアレクサンドロス，パーンダヤとして

　のアレクサンドロス。偽カリステネースによって語られたカンダウレースとコラーゴスの

　兄弟の戦いの原型である『マハーバーラタ』　〔509〕

§98．ペルシア人のあいだでの母権の高い権利。　〔512〕

§99．　内アジアのアマゾーン的状態。タレーストリースとアレクサンドロスとの出会い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔516〕

§100．北インド，デッカン南部，バクトリア付近におけるチベット人女国の存在と歴史に

　ついての中国人の報告。アジア・アフリカ世界の母性優位に対するアレクサンドロスの位

　置。カンダケー神話の理解に関する歴史的報告の比較。エジプトのプトレマイオス家にお

　ける物質的・母性的原理の勝利。　〔521〕

　　　　　　　オルコメノスとミニュアース人

ssCI－CXVIIL　S．211，2－267，1．

§101．　オルコメノス・〈アイオリア島民〉の神話およびその神話のなかにあるミニュアー

　ス的母権とディオニューソス的宗教との対立。　〔535〕

§102．　ミニュアース的母権の痕跡の総括。『ナウパクトス史諌』。ピンダロス『ビューティ

　ア競技祝勝歌』第4歌。アルゴナウテースの冒険課におけるイアーソーンとミニュアース
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　人。〈招魂〉。クローリスと末子相続権。　〔538〕

§103．　イオレーおよびヘーラクレース的原理によるイオレー神話に貫徹している女人統治

　制の克服。　〔546〕

§104－106．　アルゴナウテース物語の意義。

§104．　このような神話の特徴の大半にある母性的・テルース的観点の証明，およびイアー

　ソン的・アポローン的生活規則へのこの神話の対立。　〔548〕

§105．アルゴナウテース物語の宗教的意義とそれの女人統治制との関係。メーディアの奉

　献的性質。イアーソーン的・アイオロス的婚姻法。　〔559〕

§106．　アルゴー号の航海の主要な思想であるアポローン的・オルペウス的へ一リオス崇拝

　とコルキス的・インド的ヘーリオス崇拝との衝突。トラーキア的・アポローン的崇拝のト

　ラーキァ的・ディオニューソス的崇拝への変容。　〔566〕

§107．　〈アイオリア島民〉のバッコス崇拝への移行。アマゾーン的生活からディオニュー

　ソス的生活への変容。　〔572〕

§§108－110．　ディオニューソス的女人統治制。

§108．女性たちの世界へのディオニューソスの特別な関係。　〔577〕

§109．バッコス崇拝と女性的素質との内的親近性，その結果と外見。　〔585〕

§110．女性のディオニューソス的生活のエロース的発展およびその発展の国民一般の生活

　形態への影響。　〔588〕

§§111－114．ディオニューソス的雄々しさ。

§111．最低のポセイドーン的雄々しさから最高のソール的雄々しさへのさまざまな段階の

　叙述およびソール的段階のアボローン的光明への関係。　〔594〕

§112．ディオニ＝　一一ソス的父性とアポローン的父性の一致した形態。両父性の関係および

　両父性の闘いの結果。　〔599〕

§113．個々の神話におけるこのような関係の指摘。アテーネーの都市における最高のアポ

　u一ン的父性。　〔603〕

§114．エウリービデースの『イオーン』の分析。『イオーン』に保持されている母権，ディ

　オニューソス的父性およびアポローン的父性の順位。　〔606〕

§§115－117．養取の歴史における同様の発展順位の指摘。

§115．　出産行為の模倣による請取。〈自然の模倣〉の類似の場合。　〔626〕

§116．特に，さまざまな民族や〈2人の母から生まれた〉ディオニューソス神話における

　生みの苦しみをする母としての父の取り扱いについて。この理解の母権と母権の自然的真

　実への関係。　〔629〕

§117．養取のいっそう高い段階。その段階のアポローン的父性の精神性への漸次的向上。

　イオーンとアウグストゥスとの比較。　〔637〕

§118．　ヘルミオネーをめぐってネオプトレモスとオレステースとの二重の運動についての

　神話のなかで確認されるディオニューソス的父性とアポローン的父性の関係。〔647〕
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　　　　　　　エーリス

SgCXIX－CXXXIII．　S．267－308．

§119．　コイレー・エーリス，ピーサティス，　トリビューリアの3州の差異。エーリス・エ

　ペイオス地方に関係ある伝説圏の報告とそこに含まれている母権的特徴の証拠。特にモリ

　ォニダイ。　〔655〕

§120．　モリオニダイの考察のつづき。エーリスにおけるヘーラクレース的原理の基礎にあ

　るもの。　〔659〕

§121．　エーリス的女人統治制からその解明をえる一連の現象の列挙。特にエーリス女性た
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マトロ　ネン
　ちの貞操奉献。公共的係争問題における16人のエーリス刀自の裁判官職。エーリス州の
　ゴツテスコブリ　デ

　神の平和，エーリス州の宗教的特徴，エーリス州の祝祭の集まり，エーリス州の秩序，

　エーリス州の富，女人統治制と関係した以後の祭杞と生活におけるエーリス州の民衆の保

　守主義。　〔660〕

§122　エーリスにおけるアイトーリア人の移住および女人統治的原理の確立にとってのこ

　の移住の意義。アイトーリアの伝説，特にオクシュロス神話における母権の証拠。　〔671〕

§123．　ピーサティスに関係のある伝説の考察。なかんずくオイノマーオスおよびベロプス

　による彼の征服。最低のテルース主義からヒッポダメイアの婚姻的女人統治制への移行。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔675〕

§124．より高いペロプス的宗教段階およびペロプスによって男性原理にもたらされた向上。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔680〕

§125．　ヘーラクレースによるその向上の完成。オリュムピア祝祭のアポローン的・へ一ラ

　クレース的発展とそこから説明できる女性の何重もの制限。古い女人統治的規律と新しい

　ヘーラクレース的規律との結びつき。女性と蝿の同一視およびオリュムピア祝祭のいっそ

　う高い理念への両者に関係ある規定の関係。〔687〕

§126．　トリビューリアのミニュアース人の伝説。その伝説のなかで支配的な母権的観点の

　指摘。ネストール族の歴史において傑出した人びとテユーロー，クローリス，ペーロー。

　特に，イーピクロスの所有するテユ一声ーの牝牛についての神話によって解明される非常

　にきわだった末子相続権。　〔697〕

§127．　トリビューリアのミニュアース人の女人統治的文化段階のそのほかの特色，特に宗

　教における死の思想の支配とテユ一対一族のすべての分枝における厳格に貫徹された二元

　言盒。　　〔705〕

§128．　占ト術の歴史において証明される母性的テルース主義からアポローン的父性への宗

　教の段階的向上。なかんずく占ト術のメランプース的段階。不幸を予言するものとしての

　この段階の特色，母権の根本思想とこの般階との結びつき。　〔707〕

§129．　クリュティオス的予言へのメランプース的予言の向上。クリュティオス的予言と父

　性的太陽法との結びつきおよび幸福と勝利の予言としてのクリュティオス的予言の性質。

　特に，メランプースならびにメランプースのクトーニア的原理とのヘーシオドスの関係。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔713〕
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§130．　イアミダイのアポローン的高階，直系と一族不滅の理念へのこの毅階の関係。第6

　『オリュムピア競技祝勝歌』の考察ならびにこの「祝勝歌』に貫ぬかれているアイピュト

　スの母権とアポm一ン的結合のなかへのイアモスの登場との対立の考察。　〔727〕

§131．メランプース面罵ト術のこのような高揚とアポn一ン的父性の古い女人統治制に対

　する勝利との，テーベー伝説圏においてきわだつような対比。この戦いのなかでのアルク

　マイオーンの位置。　〔733〕

§132．　エリピューレー，彼女の本源的性質は全き女人統治的である。アポローン的父性の

　理念によってもたらされたその性質の後代の偽造。最初のく父を愛する者〉であるアンチ

　ィロコスとアムピロコス。　〔737〕

§133．ディオニューソス崇拝のエーリス州における浸透とその崇拝に対して土着女人統治

　的原理によってなされた抵抗。エーリス州における母権の最終的形態。〔740〕

　　　　　　　エピゼピュリオイ・ロクリス人

gSCXXXIV－CXLI；　CLXII．　S．　309－334；　413，　1－414，　1．

§134．　エピゼピュリオイ的母権についての証言の総括。この証言と，ギリシア人の故郷の

　Vクリス人ならびにロクリス人と血族関係にあるレレゲス人に由来する諸部族の女人統治

　制についての古代人の陳述との関係。特にパイアーケス人の女人統治制。アーレーテー。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（745）

§135．　『エオーエエン』，『名婦伝』，『ナウバクトス史調』のロクリス的母権への連繋。女

　人統治制の詩人でありロクリスの国民的英雄であるヘーシオドス。テーバイ，mクロスの

　創設，ピンダロスの祖国。この詩人の最古の女人統治的観念への多様な連繋。　〔755〕

§136．　エピゼピュリオイ的生活と特性の一連の現象の強調ならびにそのことの女人統治制

　との関連。特にロクリス人のく秩序〉，〈客の歓待〉および保守的性向。　〔761〕

§137．　イタリアのアマゾーン的原始時代の諸痕跡。特にクレィテー人の都市。古い女国の

　内的発展過程についての注釈。　〔765〕

§138．　エピゼピュリオイ人の母権のアプロディーテー的・ヘテリスムス的段階からアテー

　ネーの厳格な婚姻法への進歩。前者の段階が示している本質的特徴の総括。特に，ディオ

　ニューソス崇拝の影響とエピゼピュリオイ人のオゾライ族出自とについて。オゾライ。ロ

　クリス人の文化段階。　〔769〕

§139．　アテーネーの純粋な規律によるアプロディーテーの抑制。ザレウコスのアテーネー

　との結びつき。土着住民と移住民の民族的対立と対比したアプロディーテーとアテーネー

　の祭杞的対立。ロクリスとローマとの比較。ロクリス入の格言的な妊智〈ロクリス的契

　約〉と支配的な母権との関係。　〔778〕

§140．タレント市の歴史におけるアテーネーのアプロディーテー征服。ラケダイモーン。

　パルテノス人ならびにバラントスとアイトラーの神話。大ギリシアの良風にたいするアテ

　ーネーと彼女の母権法の意義。　〔783〕

§141．　ロクリス人心ゥノモスとレーギン人アリストーンとのデルポイの競技についての神
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　話の分枝。この神話のなかにある，ロクリス的母権と結びついている秘教理念。形而下的

　ならびに形而上的側面からみたテティツクスの意義。エピゼピュリオィ人たちのもとでの

　アポローン的宗教とアプロディーテー的宗教の戦い，その決着。　〔789〕

§162．　ロクリス入の秘教についての補注。

　　　　　　　レスボス

gSCXLII－CXLV．　S．334－353．

§142．サッポーとアイオリアの少女たち。この少女たちとオルペウス秘教ならびに理念と

　の関係。オルペウスのレスボスへの関係についての証言の総括。特にオルペウス崇拝の普

　及に対立するトラーキアおよびレスボスの女性たちのさまざまな態度についての神話。入

．墨と母系による高貴さに対する入墨の関係。オルペウス教のく男の性欲〉ならびに良風の

　進歩に対するそれの意義。レスボスの叙事詩におけるオルペウス教思想のさまざまな段

　階。特に秘儀的希望とレスボスの哀悼歌との相互関係について。古代人たちによってサッ

　ポーに付与された宗教的性質。特にソークラテースによるその性質の強調。両現象の比

　較。　〔801〕

§143．　アプロディーテーに対するサッポーの特別な関係。この女神の鏡であるサッポーの

　全本質。アイオリス人の精神生活の段階。その衰微。　〔819〕

§144．　マガスの娘でエジプトの王妃であるベレニケと結びついた諸神話の吟味。その神話

　とオルペウス・ディオニューソス崇拝との，ナイル地方とレスボス島を結びつけているも

　のとの，ラギダイ女性やレスボス女性との関係。　〔826〕

§145．特にレスボスの嫁資法についてのべレニケの規定およびその規定とくかみのけ座〉

　との関連。オルペウス教体系とデーメーテール的母権の歴史のなかでのく嫁資〉の意義。

　グラックスとアーギス王の政治的努力のなかに確認される，スパルタとローマへのレスボ

　ス的・オルペウス的理念の分岐。　〔834〕

　　　　　　　マンティネィア

ggCXLVI－CXLVIII．　S．353，2－367，1．

§146．ディオティマならびに彼女のソークラテースに対する位置。この現象とペラスゴイ

　女性の秘儀的優位との関係。母性の宗教的意義をきわだたせる一連の証言や記念物の総

　括。　〔844〕

§147．マンティネィアとその文化の特質についての古代人の証言。ペラスゴイの宗教と良

　風の最古の諸形態のこの都市の堅持。母性の高揚はここでもく秩序〉，〈敬度〉および全

　国民の民主的平等の基礎である。特に，リュコメーデース人，かれらのデーメーテール的

　秘教，マンティネィアにおけるかれらの存在。　〔855〕

§148．ペラスゴイ人の良風の基礎としての母権。母権と関連する若干の現象の高揚。特に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デイ　ケ　　ヘーシオドスにおける銀の人類と母性優位との結びつき，〈正義〉とく女性の原始的人
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種〉との結びつき，〈云云〉という表記とペラスゴイ的・メトロニューミコン的名前〈グ

ライキー〉との結びつき，クロノス時代のく偽りのない言葉〉と前ヘレニズム時代のデー

メーテール的秘教との結びつき，〈実際的な徳〉，農業の奨励および平和的な技芸と生活

の母性的基礎との結びつき。これら全現象の統一ならびにこの統一と女入統治制との結び

つき。　〔862〕

　　　　　　　ピュータゴラース主義と後代の体系

gSCXLIX－CLI．　S．367，1－390，1．

§149．　宗教における，ピュータゴラース主義のデーメーテール的優位への回帰。ペラスゴ

　イ的秘教の再生によるヘレニズムとピュータゴラース主義との意識的な戦い。多数の個々

　の現象，特にピュータゴラース的数体系，夜や星座や月の優位，〈自然法〉を全創造物に

　拡げること，死者崇拝，姉妹関係や娘関係の強調においてのこの観点の証明。カーリアの

　アプロディーシアスにおけるピュータゴラース的オルペウス教。最古の母権の文化的特徴

　の再生。　〔875〕

§150．　ピュ一二ゴラース主義におけるペラスゴイ的・デーメーテール的秘教のいっそうの

　表出。特にピュータゴラース主義に基礎づけられた女性たちの宗教的使命とそのさまざま

　な実証。テアーノー，サッポー，ディオティマ，ピュータゴラース派・アイオリス・ペラ

　スゴイ女性たち一般の共通する神官的奉献的特性。この特性とヘレニズム世界，特にアテ

　ーナイの現象との一致と対立のより詳しい説明。ピュータゴラース派女性たちの登場と結

　びついたペラスゴイ的秘儀宗教の再生。類似の現象。国家的女人統治制の固持と新しい基

　礎づけへのデーメーテール的ならびにキリスト教的マリア崇拝の影響。特にシューラーク

　ーサイの女王ピリスティスとネーレーイス。　〔892〕

§151．　プラトーン派，エピクーロス派，グノーシス派の体系における母性原理の発展。エ

　ピファニオスによるヘテリスムス的・アプロディーテー的自然主義の完全な自然性の再生

　とカルポクラテース派。人類発展の原始状態への回帰。多くの個々の特徴についての最古

　の母権と新しい母権の一致。民主的生活方向と物事の母性的・物質的観察方法への回帰と

　の関係。前キリスト教的良風とキリスト教的良風の，母性原理と父性原理の対立。異教の

　最後の努力へのもともと女人統治的な諸部族の特別な関与。家族法の基礎としての母性優

　位を再導入することの最新の提案。　〔913〕

　　　　　　　カンタブリアー

SCLXIV．　S．415，1－420，2．

§164．　カンタブリアーの女人統治制についてのストラボーンの報告ならびにこの女人統治

　制の個々の表現。このような家族状態とその他の慣習との内的関連の証明とイベリア族の

　全ての民族性の証明。獲得された結果とイベリア語についてのフォン・フンボルトの研究

　成果との比較。法におけると同じく方言におけるペラスゴイの本源性の特質。古代カンタ
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ブリアーの相続・嫁資制度とヴァスク諸民族の諸原則との，特にバレージュの慣習の規定

との関連。このような後代の法体系の描写とストラボーンの報告の解明のためのこの法体

系の規定の適用。若干の他のヴァスク的慣習と最古の母権諸部族の観念ならびに習慣との

比較。さまざまな民族において，また互いに遠く隔った時代において，女人統治的体系の

作用の同質性に関する最：終的考察。　〔983〕

図表の説明　S．421　〔996〕

　1．　これはJohann　Jakob　Bachofen，　Das　Muttlerrecht．　Eine　Untersuchung　Uber　die

Gynaikokratie　der　alten　Welt　nach　ihrer　re！igi6sen　und　rechtlichen　Natur，　Stuttgart

1861の目次（Uebersicht　des　Inha】ts）を訳したものであり，底本には第2版（バーゼル，1897

年刊。初版の復刻版）を用いた。したがってパラグラフ番号は，K・モイリー編集による「バッハ

オーフェン全集』第2巻のものと一致しない。

2．上記『全集』版（Johann　Jakob　Bachofens　Geasammelte　Werke，　hrsg．　von　Kare

Meuli，　Bd，2，　Basel　1948）を参照した。

　3．　たとえば，標題「リュキア人」の次行にあるのは底本のものであり，§§1－X．CLII－CLIII．

はパラグラフ1から10まで，およびパラグラ152から153ということであり，S。1－28，1；390，1－398，

1．というのは底本の1ページから28ページ左面および390ページ左面から398ページ左面のことで

ある。

　4．　〔〕内は『全集』版のページである。

　5．　〈　〉内は原文がギリシア語もしくはラテン語である。

　　　　　　女性史研究　第3集

一特集・バッハオーフェン『母権論。序説』一

十から息子へ

母権論・序説

バッハオーフェン

バッハオーフェン

バッ一心ーフェン

ギリシアの女神たち

富野敬邦氏を偲ぶ

　　紫　　雅

訳・井上五郎

訳・大野　浩

訳・丹後杏一

訳・犬童信義

　　布村一夫

　　石原通子
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母

権

W
・
H
・
R
・
リ
ヴ
ァ
…
ス

訳
・
犬
童
美
子

序
　
論

　
母
権
と
は
、
あ
る
人
の
諸
権
利
が
、
そ
の
人
の
共
同
体
の
他
の
成
員
た
ち
に

対
す
る
、
そ
し
て
ま
た
、
全
体
と
し
て
の
土
ハ
同
体
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
、

母
を
通
し
て
た
ど
ら
れ
た
親
族
関
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
社
会
組
織
の
「
つ

の
形
態
で
あ
る
。
こ
の
状
態
で
は
、
あ
る
人
が
社
会
に
た
い
し
て
負
っ
て
い
る

諸
義
務
、
そ
の
人
が
享
受
し
て
い
る
諸
特
権
、
そ
の
人
が
う
け
て
い
る
諸
拘
束

が
規
制
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
範
囲
は
、
そ
の
人
の
母
の
親
族
者
た
ち
と
そ

の
人
の
母
の
社
会
集
団
に
対
し
て
、
そ
の
人
が
た
っ
て
い
る
諸
関
係
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
る
。

　
母
権
は
、
社
会
過
程
の
多
数
の
成
員
が
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
高
度
に
複

雑
な
状
態
で
あ
る
。
次
の
こ
と
は
、
そ
れ
を
見
分
け
る
こ
と
の
で
き
る
主
た
る

諸
要
素
で
あ
る
。

　
O
　
出
自
一
こ
の
用
語
は
、
氏
族
、
カ
ー
ス
ト
、
家
族
な
ど
の
社
会
集
団

の
成
員
た
る
こ
と
を
規
制
し
て
い
る
過
程
に
限
定
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
母
権
に

お
い
て
は
出
自
は
母
系
的
で
あ
り
、
人
は
そ
の
母
の
社
会
集
団
に
属
す
る
。
こ

の
用
語
の
使
い
か
た
は
、
共
同
体
が
は
っ
き
り
し
た
諸
社
会
集
団
に
分
割
さ
れ

て
い
る
と
き
に
、
も
っ
と
も
適
切
で
あ
る
。
こ
の
明
白
さ
は
、
族
外
婚
の
慣
行

が
、
氏
族
と
よ
ば
れ
る
諸
社
会
集
団
を
た
が
い
に
は
っ
き
り
と
分
離
さ
せ
て
い

る
氏
族
組
織
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
家
族
ま
た
は
血
族
に

も
と
づ
い
た
社
会
組
織
は
、
た
が
い
に
あ
ま
り
は
っ
き
り
と
は
区
別
さ
れ
な
い

諸
社
会
集
団
を
つ
く
る
。
限
ら
れ
た
意
味
か
、
あ
る
い
は
ひ
ろ
い
意
味
か
の
ど

ち
ら
か
で
、
家
族
に
お
け
る
出
自
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
が
語
る
と
し
て
も
、
こ

の
用
語
は
こ
こ
で
は
あ
ま
り
適
切
で
は
な
い
。

　
⇔
　
血
族
関
係
　
　
純
粋
に
母
権
に
も
と
づ
い
て
い
る
共
同
体
で
は
、
血
族

関
係
は
も
っ
ぱ
ら
母
を
通
し
て
た
ど
ら
れ
、
父
の
親
族
者
た
ち
は
認
め
ら
れ
な

い
。
世
界
中
ど
こ
で
も
、
特
に
氏
族
組
織
を
も
っ
て
い
る
人
び
と
の
あ
い
だ
で

は
、
血
族
関
係
は
お
お
く
の
社
会
的
な
諸
義
務
、
諸
特
権
、
諸
拘
束
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
コ
　
　
　
コ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

お
り
（
「
宗
教
倫
理
百
科
事
典
』
第
七
巻
七
〇
五
頁
）
、
母
権
の
典
型
的
な
状
態

で
は
、
こ
れ
ら
の
社
会
的
諸
機
能
は
母
の
親
族
者
た
ち
と
む
す
び
つ
い
て
の
み

存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
血
族
関
係
が
父
の
親
族
者
た

ち
を
認
め
な
い
よ
う
な
社
会
が
存
在
す
る
と
い
う
証
拠
を
持
た
な
い
。
け
れ
ど

も
多
く
の
場
合
そ
の
諸
機
能
は
、
そ
れ
ら
の
親
族
関
係
が
母
を
通
し
て
た
ど
ら

れ
る
の
に
比
べ
て
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
い
例
は
、
婚
姻
が
父
の
親
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虚
者
た
ち
の
う
ち
の
だ
れ
か
と
は
許
さ
れ
る
の
に
、
母
方
の
同
じ
く
ら
い
近
い

親
族
者
た
ち
と
は
き
び
し
く
禁
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
㊧
　
相
続
－
典
型
的
な
母
権
の
状
態
で
は
、
子
供
た
ち
は
父
か
ら
は
何
も

相
続
し
な
い
。
彼
ら
の
財
産
権
は
、
母
を
通
し
て
の
親
族
関
係
に
よ
っ
て
も
っ

ぱ
ら
決
定
さ
れ
る
。
財
産
権
が
主
と
し
て
あ
る
い
は
独
占
的
に
女
た
ち
に
帰
属

す
る
と
い
う
こ
と
を
、
母
権
は
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
子

供
た
ち
が
父
か
ら
何
も
相
続
し
な
い
と
い
う
よ
う
な
多
く
の
場
合
に
、
女
た
ち

は
財
産
が
共
同
体
の
あ
る
成
員
か
ら
他
の
成
員
に
譲
渡
さ
れ
る
道
す
じ
を
つ
く

る
と
は
い
え
、
財
産
の
所
有
か
ら
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
母
権
の
も
と
で
の
相

続
の
ふ
つ
う
の
規
則
は
、
男
の
財
産
は
そ
の
兄
弟
ま
た
は
姉
妹
の
息
子
に
渡
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
、
財
産
は
兄
か
ら
弟
へ
、
そ
し
て
生
き
の
こ

り
の
最
後
の
弟
が
死
ぬ
と
姉
妹
の
息
子
へ
渡
る
。

　
㈱
　
継
承
一
こ
の
用
語
は
、
い
か
に
し
て
地
位
や
公
職
ま
た
は
そ
の
他
の

社
会
的
特
質
が
伝
達
さ
れ
る
か
と
い
う
過
程
に
た
い
し
て
、
も
っ
と
も
都
合
よ

く
つ
か
わ
れ
る
。
母
権
に
お
い
て
継
承
は
、
ふ
つ
う
相
続
と
お
な
じ
規
則
に
し

た
が
っ
て
い
る
。
酋
長
、
司
祭
あ
る
い
は
そ
の
他
の
地
位
や
公
職
の
保
持
者

は
、
そ
の
弟
ま
た
は
姉
妹
の
子
供
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　
㈲
　
権
威
－
母
権
は
母
の
支
配
を
意
味
す
る
と
し
ば
し
ば
み
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
母
権
の
例
と
し
て
わ
れ
わ
れ
に
提
供
さ
れ
る
大
部
分
の
社
会
に
お

い
て
は
、
権
威
は
あ
き
ら
か
に
男
に
　
　
父
ま
た
は
世
帯
の
長
と
し
て
の
最
年

長
の
男
に
、
そ
し
て
部
族
あ
る
い
は
そ
れ
に
照
応
す
る
社
会
集
団
の
長
と
し
て

の
首
長
に
、
授
け
ら
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
い
く
つ
か
の
社
会
に
お
い
て
は
、

世
帯
の
な
か
で
の
権
威
は
、
母
の
兄
弟
に
授
け
ら
れ
、
　
「
伯
叔
父
権
」
と
よ
ば

れ
て
い
る
社
会
組
織
の
一
形
態
を
う
み
だ
し
て
い
る
。
そ
し
て
あ
れ
こ
れ
の
形

態
に
あ
る
母
の
兄
弟
の
権
威
は
、
母
権
の
そ
の
他
の
特
徴
と
結
び
つ
い
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
出
自
や
相
続
や
継
承
が
父
系
的
で
あ
る
社
会
で
も
一
般
的
で
あ

る
。
た
だ
非
常
に
稀
で
あ
る
の
は
、
世
帯
の
な
か
で
の
権
威
が
母
ま
た
は
最
年

長
の
女
に
授
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
母
権
の
同
義
語
と
し
て
し
ば
し
ば
漠
然

と
使
わ
れ
る
「
家
母
長
制
」
と
い
う
用
語
は
、
母
の
支
配
の
状
態
に
範
囲
を
限

定
す
べ
き
で
あ
る
。
女
た
ち
が
首
長
ま
た
は
君
主
で
あ
る
多
く
の
社
会
は
存
在

す
る
。
し
か
し
一
般
に
こ
の
状
態
は
母
権
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
女
が
支
配

す
る
人
々
の
な
か
で
は
父
は
ふ
つ
う
世
帯
の
長
で
あ
る
。

　
内
　
婚
姻
i
典
型
的
な
形
態
に
あ
る
母
権
は
、
夫
が
そ
の
妻
か
た
の
人
々

と
生
活
す
る
「
妻
田
居
住
婚
」
と
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
く
呼
ば
れ
て
い
る
婚
姻

様
式
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
の
極
端
な
形
態
で
は
、
夫
は
た
ん
に
そ
の
妻
の

家
庭
へ
の
時
お
り
の
訪
問
者
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
子
供
た
ち
は
そ

の
父
に
た
い
し
て
殆
ん
ど
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
社
会
的
な
義
務
を
も
た
ず
に
成

長
し
、
母
と
母
の
兄
弟
の
権
威
の
も
と
で
生
活
す
る
。

　
典
型
的
な
母
権
の
状
態
で
は
、
人
は
そ
の
母
の
社
会
集
団
に
属
す
る
。
彼
は

母
の
親
族
者
た
ち
に
た
い
す
る
以
外
は
、
な
ん
ら
の
社
会
的
義
務
の
存
在
も
認

あ
よ
う
と
は
せ
ず
、
父
の
親
族
者
た
ち
を
無
視
す
る
。
財
産
、
地
位
、
公
職
は

も
っ
ぱ
ら
女
た
ち
を
通
し
て
譲
渡
さ
れ
る
。
こ
れ
は
た
と
え
権
威
が
女
に
授
け

ら
れ
る
と
し
て
も
母
権
の
不
可
欠
な
特
徴
で
は
な
い
。
権
威
が
さ
ず
け
ら
れ
た

か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
女
は
統
治
者
で
な
い
な
ら
ば
、
権
威
は
彼
女
の
兄
弟
た

ち
に
帰
属
す
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
典
型
的
な
形
態
に
あ
る
母
権
に
あ
っ
て

は
、
父
は
世
帯
の
な
か
で
は
権
威
を
も
た
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
典
型
的
な
母
権
と
し
て
の
べ
ら
れ
た
状
態
は
、
非
常
に
ま
れ
に

お
こ
り
、
北
ア
メ
リ
カ
の
イ
ロ
ク
ォ
イ
族
や
セ
リ
ー
族
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
、
ア
ッ

サ
ム
の
カ
ア
シ
族
の
よ
う
な
人
々
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
純
粋
に
見
出
さ
れ

る
。
母
権
の
例
と
み
な
さ
れ
る
多
く
の
事
例
で
は
、
こ
れ
に
ふ
く
ま
れ
る
い
く
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つ
か
の
社
会
過
程
は
母
と
の
紐
帯
に
も
と
づ
い
て
お
り
、
他
方
で
は
他
の
諸
社

会
過
程
は
父
を
通
し
て
た
ど
ら
れ
る
親
族
関
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
も
っ
と

も
変
っ
た
種
類
の
社
会
状
態
を
生
み
だ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
出
自

は
母
系
的
で
あ
る
の
に
、
継
承
は
父
系
的
で
あ
る
だ
ろ
う
。
血
族
関
係
は
わ
れ

わ
れ
の
知
る
限
り
ど
こ
で
も
、
母
を
通
し
て
と
同
様
に
父
を
通
し
て
も
認
め
ら

れ
た
。
世
帯
の
な
か
で
の
権
威
は
、
出
自
、
相
続
、
継
承
が
す
べ
て
母
系
的
で

あ
る
と
こ
ろ
で
も
し
ば
し
ば
父
系
で
あ
る
。
さ
ら
に
社
会
集
団
の
混
合
も
存
在

す
る
だ
ろ
う
。
あ
る
も
の
が
父
系
的
で
あ
り
他
の
も
の
が
母
系
的
で
あ
る
。
こ

れ
は
特
に
地
域
的
組
織
が
族
外
婚
集
団
の
こ
と
な
っ
た
諸
形
態
を
伴
っ
て
い
る

場
合
で
あ
る
。

　
母
系
の
過
程
は
社
会
生
活
の
一
定
の
部
内
に
だ
け
あ
ら
わ
れ
て
い
る
諸
事
例

が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
父
系
的
な
諸
制
度
を
持
っ
て
い
る
人
々
は
一
般
に
、
奴
隷

制
度
と
結
び
つ
い
て
い
る
母
系
慣
行
の
存
在
を
ま
だ
示
す
だ
ろ
う
。
自
由
民
の

父
と
奴
隷
の
母
と
の
子
供
た
ち
は
、
た
と
え
父
が
高
い
地
位
の
も
の
で
あ
っ
て

も
、
奴
隷
で
あ
る
だ
ろ
う
。
他
方
、
自
由
民
の
母
と
奴
隷
の
父
と
の
子
供
た
ち

は
自
由
民
で
あ
り
、
も
し
母
が
貴
族
層
に
属
し
て
い
れ
ば
貴
族
で
さ
え
あ
る
だ

ろ
う
。

　
母
権
に
従
っ
て
い
る
別
の
状
態
は
、
彼
ら
が
同
父
異
母
の
子
供
で
あ
る
と
き

に
は
異
母
兄
弟
と
異
母
姉
妹
と
の
婚
姻
は
許
さ
れ
る
が
、
彼
ら
が
同
母
と
異
父

た
ち
と
の
子
供
で
あ
る
と
き
は
禁
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
禁
じ
ら
れ

て
い
る
こ
の
婚
姻
形
態
は
、
母
権
に
し
た
が
っ
て
不
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
ゆ
る

さ
れ
て
い
る
婚
姻
は
、
母
た
ち
が
異
な
る
族
外
婚
集
団
に
属
し
て
い
る
な
ら
ば

自
然
で
あ
る
。

　
母
系
慣
行
の
他
の
大
き
な
集
団
は
、
母
の
兄
弟
の
権
威
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け

ら
れ
る
。
父
系
の
出
自
、
相
続
、
継
承
を
慣
行
す
る
人
々
の
な
か
で
は
、
母
の

兄
弟
は
時
お
り
父
よ
り
大
き
な
権
威
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
権
威
は
、
母
の
兄

弟
と
の
紐
帯
が
父
と
の
紐
帯
よ
り
も
親
密
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
他
の
い

く
つ
か
の
社
会
機
能
を
伴
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
母
の
兄
弟
と
姉

妹
の
息
子
は
彼
ら
の
財
産
を
共
有
し
て
も
つ
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
姉
妹
の
息

子
は
そ
の
伯
叔
父
の
品
物
を
遠
慮
な
し
に
と
る
だ
ろ
う
。
母
の
兄
弟
は
そ
の
甥

の
特
別
な
保
護
者
、
指
導
者
と
し
て
ふ
る
ま
う
だ
ろ
う
。
彼
は
秘
密
結
社
の
神

秘
の
な
か
に
甥
を
加
入
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
割
礼
や
そ
の
変
種
、
耳

穿
孔
、
抜
歯
そ
の
他
の
手
術
の
よ
う
な
諸
儀
式
で
指
導
的
な
役
割
を
遂
行
す
る

だ
ろ
う
。

二

分
布
と
変
種

　
民
族
学
者
た
ち
の
側
で
の
母
権
の
錯
綜
に
つ
い
て
の
無
知
と
無
視
に
よ
っ

て
、
入
手
で
き
る
証
拠
は
、
人
々
の
社
会
過
程
が
、
ど
こ
ま
で
母
権
の
過
程
に

照
応
し
て
い
る
か
を
、
し
ば
し
ば
た
し
か
め
さ
せ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
ω
ア
メ
リ
カ
ー
母
権
は
特
に
純
粋
な
形
態
で
ア
メ
リ
カ
に
存
在
し
て
い

る
。
そ
の
多
く
の
人
々
の
な
か
で
、
出
自
、
相
続
、
継
承
が
純
粋
に
母
系
的
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
女
は
社
会
生
活
に
参
加
し
て
お
り
、
そ
れ
は
「
家
母
長

制
」
と
い
う
用
語
の
使
用
を
正
当
と
す
る
。
こ
の
状
態
の
顕
著
な
例
は
イ
ロ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

オ
イ
族
と
ヒ
ュ
ー
ロ
ン
族
の
な
か
で
み
い
だ
さ
れ
、
そ
こ
で
は
女
た
ち
は
世
帯

の
長
で
あ
り
、
首
長
た
ち
を
選
び
だ
し
、
部
族
会
議
の
大
多
数
を
構
成
す
る
。

顕
著
な
例
の
大
部
分
は
、
プ
エ
ブ
ロ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
族
の
な
か
で
お
こ
り
、

　
　
　
　
　
（
3
）

こ
こ
で
は
テ
ワ
族
を
の
ぞ
い
て
出
自
は
母
系
的
で
あ
り
、
家
屋
は
女
の
財
産
で

あ
り
、
婚
姻
は
妻
方
居
住
的
で
あ
り
、
子
供
た
ち
は
母
に
所
属
し
て
い
る
と
み

ら
れ
て
い
る
。
他
の
純
粋
な
あ
る
い
は
支
配
的
に
母
系
的
な
原
型
は
、
カ
ド
ー

族
（
ポ
ー
ニ
ィ
族
、
ア
リ
カ
ラ
族
）
、
ム
ス
コ
ギ
ー
族
、
（
ク
リ
ー
ク
族
、
チ
ョ
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ク
ト
ー
族
、
セ
ミ
ノ
ー
ル
族
）
、
ユ
チ
族
、
テ
ィ
モ
コ
族
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
1
）
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
一
般
的
な
報
道
は
ζ
o
「
α
q
鋤
P
出
§
暗
ミ

　
　
　
　
　
　
⑦
o
織
鳴
曼
”
P
露
一
一
〇
。
㎝
を
み
よ
。

　
　
　
　
　
　
国
》
一
一
■
〔
一
⑩
0
8
”
一
凶
．
〔
一
り
一
〇
〕
　
旨
即
ω
≦
餌
葺
o
P
郎
§
ミ
．

　
　
　
　
　
　
』
ミ
壽
、
愚
ミ
轟
び
き
く
一
一
’
〔
一
Φ
O
切
〕
①
①
ω
・

　
　
　
　
（
2
）
】
≦
o
藤
動
P
ト
§
喚
ミ
鴨
ミ
．
導
鳴
㍗
ミ
ミ
ミ
勲
菊
o
o
ゴ
①
ω
竃
さ
Z
・

　
　
　
　
　
　
団
；
一
〇
。
朝
一
℃
℃
や
。
。
島
；
ω
卜
⊃
繰
．
　
旨
芝
■
℃
o
≦
Φ
＝
℃
N
肉
ヒ
q
肉
ミ

　
　
　
　
　
　
ロ
Q
◎
Q
。
ご
”
b
」
①
中

　
　
　
　
（
3
）
毎
ミ
ミ
塁
ト
ミ
壁
邑
く
．
ロ
㊤
這
〕
幽
鐸

　
他
の
事
例
で
は
、
母
系
や
父
系
の
諸
部
族
が
↓
三
族
の
な
か
に
み
い
だ
さ
れ

る
。
た
と
え
ば
、
ス
ー
諸
部
族
は
主
に
父
系
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
ビ
ロ
ク
シ

族
、
テ
ユ
テ
ロ
族
、
ク
ロ
i
族
、
ヒ
ダ
ー
ツ
サ
族
、
オ
ト
ー
族
、
マ
ン
ダ
ン
族

は
母
系
で
あ
る
。
ウ
ィ
ネ
バ
ゴ
ー
族
の
な
か
で
は
、
か
っ
て
は
姉
妹
の
息
子
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
一
）

継
承
し
た
が
、
女
が
首
長
と
な
り
え
た
し
、
母
の
兄
弟
は
お
お
い
に
権
威
を
行

使
し
た
。
そ
の
う
え
ア
ル
ゴ
ン
キ
ン
族
の
大
部
分
は
父
系
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

モ
ヒ
ー
ガ
ン
族
は
母
系
で
あ
る
。
オ
ジ
ブ
ワ
族
の
な
か
で
は
、
か
っ
て
は
姉
妹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
息
子
に
継
承
さ
れ
た
。
メ
ノ
ミ
ニ
！
族
の
な
か
に
は
母
系
相
続
の
証
拠
と
母

の
兄
弟
の
権
威
の
証
拠
が
あ
る
。
出
自
の
両
方
の
様
式
を
も
っ
て
い
る
他
の
原

族
は
ア
サ
パ
ス
カ
ン
族
で
あ
る
。
南
部
の
中
心
か
ら
は
な
れ
た
ナ
バ
ホ
族
と
ア

パ
ッ
チ
族
は
母
系
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
北
部
に
い
る
人
々
の
主
な
集
団
は
異
っ

て
い
る
。
ル
ー
シ
ュ
ー
族
、
タ
ク
リ
族
、
タ
ー
ル
ト
族
、
ク
ナ
イ
ア
ホ
ト
族
の
よ

う
な
西
方
の
諸
部
族
は
、
母
系
に
よ
る
相
続
や
継
承
と
と
も
に
、
母
系
的
な
半

族
ま
た
は
氏
族
を
も
っ
て
い
る
。
他
方
で
は
東
方
の
諸
部
族
は
社
会
的
諸
権
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

が
父
系
的
に
移
る
諸
山
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
語
族
に
分
か
れ
て
い

た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
諸
部
族
は
村
落
に
組
織
さ
れ
て
い
る
。
婚
姻
は
し
ば
し

ば
妻
方
居
住
的
で
あ
る
が
、
相
続
と
継
承
は
父
系
的
で
あ
る
。
ミ
ウ
ォ
ク
族
の

な
か
で
は
、
ト
ー
テ
ム
氏
族
組
織
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ク
ー
ツ
族
の
ト
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

テ
ム
組
織
は
母
系
出
自
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
ユ
ー
マ
原
族
は
父

系
出
自
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
母
権
と
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

な
い
別
の
形
態
の
社
会
集
団
も
持
っ
て
い
る
。
組
織
の
地
域
的
な
形
態
は
、
ホ

ピ
ィ
族
を
の
ぞ
い
て
シ
ョ
ー
シ
ョ
ー
ニ
ィ
一
族
の
な
か
で
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る

よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
ホ
ピ
ィ
三
族
は
シ
ョ
ー
シ
ョ
ー
ニ
ィ
語
を
話
す
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
般
的
な
文
化
で
は
プ
エ
ブ
ロ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
族
で
あ
る
。

組
織
の
こ
の
形
態
は
ま
た
、
遠
く
北
方
の
サ
リ
ッ
シ
ュ
族
に
ま
で
ひ
ろ
が
っ
て

お
り
、
そ
の
さ
き
の
ク
ワ
キ
ュ
ト
ル
族
は
母
系
の
ヘ
イ
ル
ツ
ゥ
ク
族
、
ハ
イ
ダ

族
、
ッ
ィ
ム
シ
ャ
ン
族
、
ト
リ
ン
キ
ッ
ト
族
と
の
中
間
の
環
を
形
成
．
す
る
。
ツ

ィ
ム
シ
ャ
ン
族
は
母
系
様
式
と
父
系
様
式
の
混
合
の
形
跡
を
示
し
て
い
る
。
な

ぜ
な
ら
男
は
そ
の
母
の
氏
族
に
属
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
個
人
名
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

部
分
と
し
て
、
そ
の
父
の
ト
ー
テ
ム
飾
り
の
名
前
を
つ
け
る
。
こ
の
混
合
は
ク

ワ
キ
ュ
ト
ル
族
の
な
か
で
は
今
も
な
お
よ
り
明
白
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
男
は
父

の
氏
族
に
属
す
る
が
、
彼
が
結
婚
す
る
と
き
に
は
そ
の
妻
の
父
の
ト
ー
テ
ム
飾

り
を
う
け
と
る
。
そ
し
て
彼
の
息
子
に
そ
れ
を
伝
え
る
が
、
息
子
は
そ
の
結
婚

ま
で
そ
れ
を
つ
け
て
い
る
。
息
子
の
順
番
が
く
る
と
、
息
子
は
義
理
の
父
の
飾

　
　
　
　
　
（
8
）

り
を
う
け
と
る
。

　
　
　
　
（
1
）
9
0
9
δ
署
0
5
寄
ミ
ミ
物
導
こ
ミ
晦
尋
き
恥
篤
ミ
ミ
賊
ミ
津
こ
恥
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
≧
出
§
“
ミ
§
”
ピ
。
昌
α
o
P
一
ミ
Q
。
曽
冒
■
卜
⊃
α
㊤
い
幻
騨
9
P
工
§
鳴
3

　
　
　
　
　
　
謎
ミ
｝
×
一
一
．
〔
一
㊤
一
〇
〕
卜
a
鼠
．

　
　
　
　
（
2
）
］
≦
o
彊
四
P
』
ミ
隷
ミ
的
ミ
爵
ミ
．
P
一
8
．

　
　
　
　
（
3
）
≦
旨
■
国
。
ゑ
ヨ
9
P
ミ
肉
b
ロ
肉
ミ
矯
讐
凶
●
口
。
。
㊤
O
〕
も
．
匡
津
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》
・
ω
閑
ぎ
昌
o
J
毎
ミ
鏑
ミ
恥
曙
℃
』
ミ
ミ
●
さ
勉
〉
ミ
魯
ミ
舞

　
　
蝕
一
一
．
口
日
ω
〕
団
O
・

（
4
）
ρ
田
＝
白
。
昼
切
ミ
慧
き
ミ
智
》
ミ
§
§
”
い
。
巳
。
P

　
　
お
0
8
”
●
置
ω
津

（
5
）
ρ
出
・
竃
①
ヨ
9
β
』
§
ミ
．
出
ミ
｝
〆
〔
お
O
c
。
〕
㎝
O
鱒

（
6
）
》
．
い
．
昏
。
。
げ
Φ
5
弾
辱
・
ロ
リ
O
卜
。
〕
ミ
①
し
．
即
出
9
三
轟
・

　
　
8
戸
遠
国
×
×
一
．
〔
お
O
Q
◎
〕
ω
置
5
．

（
7
）
男
・
b
コ
。
餌
ρ
肉
愚
●
し
q
識
、
．
》
吻
8
ρ
一
器
P
切
●
Q
o
一
㊤
・

（
8
）
切
8
ρ
智
．
尽
9
＞
貯
栖
さ
許
困
O
Q
㊤
㎝
■

　
エ
ス
キ
モ
ー
族
が
氏
族
組
織
の
な
ん
ら
か
の
形
態
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か

は
非
常
に
疑
わ
し
い
。
主
要
な
社
会
単
位
は
家
族
で
あ
る
よ
う
で
あ
り
、
社
会

的
諸
権
利
は
父
か
ら
そ
の
子
供
た
ち
に
う
つ
る
。

　
合
州
国
の
南
部
セ
リ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
族
は
、
も
っ
と
も
完
全
な
形
態
の
母

　
　
　
　
　
　
（
1
）

権
を
も
っ
て
い
る
。
女
た
ち
は
統
治
に
お
い
て
主
要
な
地
位
に
つ
き
、
時
お
り

彼
女
ら
の
決
定
を
彼
女
ら
自
身
で
実
行
に
う
つ
す
。
だ
が
他
の
場
合
に
は
、
彼

女
ら
の
兄
弟
た
ち
が
彼
女
ら
の
希
望
を
実
行
し
、
困
難
な
と
き
に
は
彼
女
ら
か

ら
相
談
を
う
け
る
。
夫
は
そ
の
妻
を
た
つ
ね
る
だ
け
で
あ
り
、
彼
は
別
の
世
帯

で
は
母
の
兄
弟
の
立
場
で
指
導
的
な
地
位
を
占
め
る
け
れ
ど
も
、
妻
の
世
帯
の

な
か
で
は
あ
ま
り
重
要
で
な
い
地
位
に
あ
る
。

　
　
　
　
（
1
）
≦
．
旨
］
≦
6
0
0
ρ
N
署
し
口
肉
ミ
℃
讐
「
一
■
〔
一
Q
。
り
Q
◎
〕
P
り
鵠
◎

　
わ
れ
わ
れ
は
中
央
ア
メ
リ
カ
の
人
々
の
社
会
組
織
に
つ
い
て
わ
ず
か
の
知
識

し
か
持
た
な
い
が
、
ア
ス
テ
カ
族
は
母
系
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
と
に
か
く
継
承

に
関
す
る
か
ぎ
り
、
統
治
者
は
そ
の
兄
弟
ま
た
は
姉
妹
の
息
子
に
よ
っ
て
跡
を

つ
が
れ
て
い
る
。

　
南
ア
メ
リ
カ
の
社
会
組
織
に
つ
い
て
の
わ
れ
わ
れ
の
知
識
は
、
世
界
の
他
の

地
方
よ
り
も
さ
ら
に
断
片
的
で
あ
る
。
し
か
し
い
く
つ
か
の
地
方
で
母
権
の
存

在
の
明
確
な
記
録
が
あ
り
、
他
の
と
こ
ろ
で
は
そ
の
存
在
を
示
唆
す
る
諸
事
実

が
あ
る
。
こ
の
慣
行
の
一
つ
の
中
心
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
サ
ン
タ
・
マ
ル
タ
半
島

　
　
（
1
）

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
ゴ
ア
ジ
ロ
族
は
母
系
出
自
を
も
っ
て
い
る
ト
ー
テ
ム
諸
氏

族
に
組
織
さ
れ
て
い
る
。
財
産
は
姉
妹
の
息
子
に
わ
た
り
、
権
利
侵
害
に
対
す

る
賠
償
は
、
お
も
に
母
方
の
親
族
者
た
ち
に
わ
た
さ
れ
る
。
こ
の
半
島
の
本
来

の
住
民
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
ア
ル
ア
ク
族
の
な
か
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
社
会

組
織
の
本
質
に
つ
い
て
の
記
録
を
も
た
な
い
。
し
か
し
人
々
は
そ
の
出
自
を
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

祖
先
へ
た
ど
り
、
女
た
ち
は
社
会
生
活
で
重
要
な
地
位
に
つ
い
て
い
る
。
母
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
も
う
一
つ
の
中
心
は
英
領
ギ
ア
ナ
で
あ
り
、
そ
こ
の
ア
ラ
ワ
ク
族
は
母
系
出

自
と
妻
方
居
住
婚
を
行
っ
て
い
る
。
近
く
の
ワ
ラ
ウ
族
と
マ
ク
シ
イ
族
も
母
系

で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
も
し
マ
ク
シ
イ
族
の
女
が
他
の
部
族
の
男
と
結
婚
す
る

な
ら
ば
、
子
供
た
ち
は
マ
ク
シ
イ
族
に
属
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
人

々
は
姉
妹
の
娘
と
結
婚
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
わ
れ
る
の
で
、
彼
ら
が
母
系

氏
族
組
織
を
も
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
明
ら
か
に
こ
の
地
方
は
中
間
の
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
V

の
態
に
あ
り
、
ア
ラ
ワ
ク
族
の
分
派
で
あ
る
シ
ウ
シ
イ
族
の
な
か
の
父
系
継
承

の
存
在
は
ま
た
こ
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
放
浪
し
て
い
る
ア
ラ

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ワ
ク
族
は
母
系
で
あ
り
、
シ
ン
ダ
ー
河
の
ク
リ
セ
ウ
支
流
に
沿
っ
た
こ
の
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

に
母
権
の
も
う
一
つ
の
中
心
が
あ
る
。
こ
の
地
方
の
バ
カ
イ
リ
族
は
母
系
で
あ

る
。
他
の
部
族
の
男
と
結
婚
す
る
バ
カ
イ
リ
族
の
女
の
子
供
た
ち
は
バ
カ
イ
リ

族
に
属
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
他
の
部
族
に
つ
い
て
も
真
実
で
あ
る
。
し
か
し

英
領
ギ
ア
ナ
に
お
け
る
よ
う
に
、
ど
ん
な
明
白
な
母
系
の
氏
族
組
織
も
わ
れ
わ

れ
は
知
ら
な
い
。
継
承
は
中
間
の
状
態
に
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
首
長
は
そ
の
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息
エ
J
か
そ
の
姉
妹
の
息
子
か
あ
る
い
は
そ
の
娘
の
夫
に
よ
っ
て
継
が
れ
る
。
母

の
兄
弟
は
父
と
権
威
の
行
使
を
と
も
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
（
1
）
閃
．
》
・
》
●
ω
一
8
8
ρ
　
、
こ
p
智
・
O
鳴
轟
き
⑦
塁
く
一
一
．

　
　
　
　
　
　
口
Q
。
Q
。
9
刈
Q
。
㊤
　
男
ピ
●
＝
魯
9
国
。
。
”
毎
ミ
慢
言
山
ミ
潮
議
■
〔
お
O
ご

　
　
　
　
　
①
O
O
．

　
　
　
　
（
2
）
≦
巳
ω
δ
〈
臼
ρ
肉
冠
急
き
職
ミ
⑦
暗
鳩
ミ
〉
愈
§
駄
＆
譜
⑦
亀
ミ
黛

　
　
　
　
　
さ
、
貫
い
①
ぢ
N
蒔
℃
蕊
◎
。
8
b
．
㊤
旨

　
　
　
　
（
3
）
即
Q
。
9
。
ヨ
σ
霞
ぴ
q
F
肉
駐
鳴
き
専
ミ
題
討
・
O
ミ
§
亀
』
①
首
臨
σ
q
、

　
　
　
　
　
　
ド
Q
o
ミ
℃
一
■
δ
P
岸
ω
置
…
貝
「
．
帥
日
↓
げ
霞
P
冨
§
§
晦
ミ
鳴

　
　
　
　
　
き
ミ
亀
議
ミ
O
ミ
自
ミ
3
ピ
。
旨
α
o
P
お
Q
。
ω
．
b
■
目
Q
。
課
●

　
　
　
　
（
4
）
↓
・
閑
。
9
－
O
盛
9
臼
σ
q
－
寒
鳴
軌
腎
ミ
恥
§
ミ
織
§
き
ミ
亀
・

　
　
　
　
　
ミ
ミ
き
ゆ
臼
＝
P
巳
O
P
O
冒
①
Q
。
”
一
8
■

　
　
　
　
（
5
）
ρ
男
即
く
8
竃
胃
晋
ρ
N
ミ
田
§
轟
、
愚
ミ
亀
・
…
－
毎
§
鳴
－

　
　
　
　
　
、
簿
黛
．
遍
い
①
言
N
蒔
℃
お
①
8
戸
①
8
h
・

　
　
　
　
（
6
）
閑
・
＜
8
ユ
2
Q
。
仲
。
ぎ
⑦
P
q
ミ
ミ
織
§
≧
ミ
ミ
§
曹
ミ

　
　
　
　
　
N
鳴
ミ
ミ
ト
切
ミ
防
ミ
§
。
。
層
b
d
㊦
二
ぎ
鴇
お
Φ
8
b
■
鵠
黛
．

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
カ
イ
ン
ギ
ャ
ン
グ
族
や
ト
ソ
ロ
テ
ィ
族
の
よ
う
な
南
ア
メ
リ
カ
の
他
の
人
々

の
間
で
は
、
妻
方
居
住
婚
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
慣
習
が
、
母
権
の
そ
の
他
の

特
徴
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
わ
れ
わ
れ
は
知
ら
な
い
。

　
　
　
　
（
1
）
し
U
o
吾
。
（
し
u
9
⊃
ひ
。
り
）
魍
O
、
＆
議
”
ド
骨
Q
。
o
。
9
鱒
ω
α
　
》
ヨ
び
3
ω
o
・

　
　
　
　
　
　
洋
㌍
一
σ
．
一
×
図
ぞ
・
〔
一
Q
o
り
Q
O
〕
図
幽
9

　
　
　
　
（
2
）
国
．
Z
o
鼠
Φ
話
匹
9
負
ミ
ミ
亀
§
鴨
、
む
伽
§
℃
い
①
ぢ
陪
σ
q
”
昌
曾
卜
⊃
”
℃
■

　
　
　
　
　
8
●

　
②
オ
セ
ア
ニ
ア
ー
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
大
多
数
は
氏
族
組
織
の
ど
ん
な
形
態

も
持
っ
て
い
な
い
し
、
彼
ら
の
地
域
的
組
織
を
わ
れ
わ
れ
は
わ
ず
か
し
か
知
ら

な
い
の
で
、
出
自
の
性
格
は
う
た
が
わ
し
い
。
テ
イ
コ
ピ
ア
島
に
お
け
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
氏
族
組
織
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
は
は
っ
き
り
と
父
系
的
で
あ

る
。
人
々
の
土
ハ
産
主
義
は
ま
た
相
続
の
性
格
を
う
た
が
わ
し
い
も
の
に
し
て
い

る
。
だ
が
そ
こ
で
は
、
母
権
を
と
も
な
っ
て
い
る
な
ん
ら
か
の
譲
渡
様
式
に
つ

い
て
の
証
拠
は
た
し
か
に
な
い
。
首
長
た
ち
は
ふ
つ
う
、
そ
の
子
供
た
ち
に
受

け
つ
が
れ
る
。
こ
の
相
続
様
式
は
世
襲
的
な
占
有
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
け
れ
ど

も
ト
ン
ガ
島
で
は
、
継
承
は
姉
妹
の
息
子
に
渡
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
女
は
ポ

リ
ネ
シ
ア
の
い
く
つ
か
の
地
方
で
は
、
首
長
で
あ
る
だ
ろ
う
。
一
般
に
父
は
世

帯
の
中
で
権
威
を
持
っ
て
い
る
。
ト
ン
ガ
や
テ
イ
コ
ピ
ア
の
よ
う
な
い
く
つ
か

の
島
で
は
、
母
の
兄
弟
が
あ
る
一
定
の
社
会
的
機
能
を
持
つ
が
、
権
威
の
何
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

か
特
別
の
行
使
を
示
す
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
お
そ

ら
く
ど
こ
か
他
の
と
こ
ろ
で
も
、
妻
方
居
住
婚
は
ひ
ん
ぱ
ん
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
1
）
≦
．
国
・
幻
・
易
く
臼
ω
”
顛
界
ミ
さ
、
蟄
§
8
帖
§
⑦
9
隷
嘗
O
甲

　
　
　
　
　
ヨ
二
目
α
q
ρ
お
謀
り
凶
凶
●
N
G
。
㊤
．

　
　
　
　
（
2
）
即
↓
曙
ざ
さ
隷
簿
Q
黛
さ
ミ
悔
い
。
コ
山
。
戸
δ
呂
い
冒
」
2
・

　
他
方
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
は
、
は
っ
き
り
し
た
母
権
の
所
在
地
で
あ
る
。
マ
ー

シ
ャ
ル
島
、
モ
ー
ト
ロ
ッ
ク
島
、
ヤ
ッ
プ
島
を
除
く
カ
ロ
リ
ン
群
島
は
、
母
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

的
な
譲
渡
様
式
が
一
般
的
で
あ
る
。
ポ
ナ
ペ
島
で
は
母
系
出
自
を
持
っ
た
族
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

婚
的
氏
族
が
あ
り
、
財
産
は
姉
妹
の
息
子
た
ち
に
渡
さ
れ
る
。
ヤ
ッ
プ
島
だ
け

で
は
息
子
が
そ
の
父
の
あ
と
を
つ
ぐ
。
ど
こ
か
他
の
と
こ
ろ
で
は
、
父
は
子
供

た
ち
に
と
っ
て
は
、
よ
そ
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
婚
姻
は
多
く
は
妻
方
居
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

的
の
よ
う
で
あ
る
。
マ
リ
ア
ナ
諸
島
で
は
、
女
が
家
の
中
で
は
完
全
に
支
配
す
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る
と
い
う
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
に
語
ら
れ
て
い
る
す
べ
て
で
あ
る
。
ペ
ル
ー
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

島
で
は
母
系
出
自
を
も
っ
て
い
る
族
外
婚
的
ト
ー
テ
ム
氏
族
が
あ
る
。

　
　
　
　
（
1
）
旨
閑
薄
唇
な
●
ミ
鐘
織
ミ
喚
鳴
曇
日
矯
O
題
ミ
ぴ
S
■
ミ
爵
ミ
ミ
漏
り

　
　
　
　
　
　
一
G
o
刈
o
o
尚
ρ
℃
．
卜
⊃
卜
。
吟

　
　
　
　
（
2
）
円
毛
。
O
ξ
δ
江
p
。
卸
　
§
鴨
O
ミ
。
、
§
鳴
加
ミ
ミ
9
ピ
。
昌
畠
o
P

　
　
　
　
　
　
H
Q
o
㊤
P
㌻
刈
癖
．

　
　
　
　
（
3
）
ρ
冨
O
o
げ
凶
㊦
P
ミ
魯
駄
禽
帖
、
跨
～
§
識
§
ミ
爵
℃
巴
P

　
　
　
　
　
　
嵩
O
ρ
冒
．
駅
㊤
・

　
　
　
　
（
4
）
い
閑
ロ
訂
ヨ
ミ
鳴
旨
禽
斜
、
§
田
ミ
帖
ら
ミ
§
晦
§
§
、
謀
サ

　
　
　
　
　
　
ミ
ミ
》
し
噂
⑦
二
一
P
蕊
Q
Q
q
．

　
メ
ラ
ネ
シ
ア
は
ふ
つ
う
、
母
権
の
最
も
明
白
な
例
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
出
自
が
母
系
で
あ
る
と
こ
ろ
で
も
、
そ
の
社
会
組
織
は
典
型
的
な

状
態
か
ら
、
著
し
く
は
な
れ
て
い
る
の
で
、
用
語
が
正
し
く
使
わ
れ
た
か
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

か
を
疑
わ
し
い
と
さ
せ
る
。
出
自
は
し
ば
し
ば
母
系
的
で
あ
る
が
、
ニ
ュ
ー
カ

レ
ド
ニ
ア
島
で
は
父
の
あ
と
を
継
ぎ
、
ニ
ュ
！
ヘ
ブ
リ
デ
ィ
ス
諸
島
の
多
く
の

島
々
で
は
、
サ
ン
タ
・
ク
ル
ー
ス
島
の
一
部
分
と
お
な
じ
く
そ
う
で
あ
る
。
フ

ィ
ジ
ィ
諸
島
の
多
く
の
部
分
や
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
あ
る
地
方
の
よ
う
な
そ
の
他

の
地
方
で
は
、
氏
族
組
織
の
な
い
こ
と
が
、
出
自
の
性
格
を
う
た
が
わ
し
い
も

の
に
し
て
い
る
。
首
長
職
は
そ
れ
が
ま
っ
た
く
世
襲
で
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
つ

ね
に
父
系
で
あ
り
、
相
続
は
中
間
状
態
に
あ
る
。
財
産
は
あ
る
と
こ
ろ
で
は
子

供
た
ち
へ
わ
た
り
、
他
の
と
こ
ろ
で
は
姉
妹
の
子
供
た
ち
に
渡
る
。
↓
方
、
他

の
場
所
で
は
、
別
の
種
類
の
財
産
は
別
の
相
続
の
規
則
に
従
っ
て
い
る
。
ニ
ュ

ー
ヘ
ブ
リ
デ
ィ
ス
諸
島
の
サ
ン
ト
で
は
、
人
々
は
個
人
名
の
一
部
分
と
し
て
父

の
ト
ー
テ
ム
を
う
け
る
が
、
母
の
氏
族
に
所
属
し
て
い
る
。
フ
ィ
ジ
ィ
諸
島
の

ヴ
ァ
ヌ
ア
・
レ
ヴ
で
は
母
系
出
自
で
あ
る
が
、
男
は
父
の
ト
ー
テ
ム
に
特
別
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

敬
意
を
は
ら
う
。
・
け
れ
ど
も
彼
は
母
の
氏
族
に
所
属
し
、
母
の
聖
地
を
相
続
す

る
。
出
自
が
母
系
的
で
あ
る
と
こ
ろ
で
さ
え
、
妻
方
居
住
婚
は
ひ
ん
ぱ
ん
で
は

な
い
。
そ
こ
で
は
い
つ
も
伯
叔
父
の
側
で
の
権
威
の
特
別
な
行
使
を
つ
ね
に
示

さ
な
い
け
れ
ど
も
、
男
と
そ
の
母
の
兄
弟
の
間
の
は
っ
き
り
し
た
社
会
関
係
は

し
ば
し
ば
あ
る
。

　
　
　
　
（
1
）
空
〈
㊤
P
凶
一
．
㊤
O
．

　
　
　
　
（
2
）
〉
』
≦
・
団
0
8
洋
”
§
斜
×
ぞ
●
〔
一
⑩
鼠
〕
卜
⊃
．

　
㈹
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ー
こ
の
大
陸
に
は
少
な
く
と
も
四
形
態
の
社
会
集
団

が
あ
る
。
半
族
、
母
系
的
婚
姻
階
級
、
地
域
集
団
、
ト
ー
テ
ム
集
団
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
の
二
つ
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
も
の
が
共
存
す
る
だ
ろ
う
か

ら
、
一
つ
以
上
の
出
自
規
則
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
中
央
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
デ
ィ
エ
リ
族
と
ヌ
ガ
ラ
バ
ナ
（
ウ
ラ
ブ
ン
ナ
）
族

の
あ
い
だ
で
の
よ
う
に
、
単
純
な
二
分
組
織
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
半
族
に
関

す
る
か
ぎ
り
で
は
出
自
は
母
系
で
あ
る
。

　
母
系
的
婚
姻
階
級
の
場
合
に
お
け
る
出
自
の
特
色
は
、
そ
れ
が
父
系
的
で
も

母
系
的
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
子
供
は
父
か
母
か
の
ど
ち
ら
と
も
異

っ
た
婚
姻
階
級
に
属
す
る
。
婚
姻
が
正
統
的
な
規
則
に
従
う
と
こ
ろ
で
は
、
婚
．

姻
階
級
の
出
自
か
、
半
歩
i
そ
の
諸
細
分
と
み
ら
れ
て
い
る
の
は
諸
婚
姻
階

級
で
あ
る
一
の
出
自
か
の
性
格
を
明
確
に
語
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
婚

姻
は
い
つ
も
通
常
の
法
則
に
従
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
A
・
R
・
ブ
ラ

ウ
ン
は
、
出
自
の
真
実
の
性
格
を
見
つ
け
る
方
法
と
し
て
、
八
婚
姻
階
級
を
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

て
い
る
い
く
つ
か
の
諸
部
族
の
例
外
的
な
婚
姻
を
も
ち
い
て
い
る
。
R
・
H
・

マ
シ
ュ
ウ
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
証
拠
に
よ
れ
ば
、
彼
は
ア
ラ
ン
タ
族
の
間
で
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は
、
正
式
で
な
い
婚
姻
の
主
な
形
態
の
子
供
た
ち
は
、
も
し
男
の
正
式
の
婚
姻

に
よ
る
子
供
た
ち
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
子
供
た
ち
が
属
し
た
で
あ
ろ
う
婚
姻
階

級
に
属
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
人
々
の
間
で
の
出

自
は
、
父
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
他
方
で
は
、

ト
ジ
ン
ギ
リ
族
の
間
で
は
、
正
式
で
な
い
婚
姻
に
よ
る
子
供
た
ち
は
、
も
し
彼

ら
の
母
と
夫
と
の
結
び
つ
き
が
規
則
に
従
っ
て
結
婚
し
た
結
果
の
子
供
た
ち
で

あ
る
な
ら
ば
、
所
属
し
た
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
。
こ
こ
で

は
出
自
は
、
婚
姻
階
級
に
関
す
る
限
り
、
間
違
い
な
く
母
系
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
地
域
集
団
は
た
ぶ
ん
い
つ
も
父
系
的
で
あ
る
。
し
か
し
社
会
集
団
の
こ
の
形

態
は
、
民
族
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
大
い
に
無
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
わ
れ
わ

れ
は
こ
の
出
自
様
式
が
、
普
遍
的
で
あ
る
か
ど
う
か
を
示
す
今
後
の
報
告
を
待

た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
ト
ー
テ
ム
集
団
は
出
自
の
ひ
ど
い
多
様
性
を
示
し
て
い
る
。
あ
る
時
は
ト
ー

テ
ム
集
団
は
地
域
集
団
と
一
致
す
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、
出

自
は
必
然
的
に
父
系
で
あ
る
。
他
の
場
合
、
ト
ー
テ
ム
集
団
が
母
系
的
半
済
の

細
分
を
形
成
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
ら
は
等
し
く
母
系
を
必
然
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
で
　
　
　
ゐ
　
　
も

デ
ィ
エ
リ
族
の
間
で
は
ト
ー
テ
ム
組
織
の
二
形
態
が
あ
る
。
ピ
ン
タ
ラ
と
よ
ば

れ
る
ト
ー
テ
ム
の
一
種
は
、
伝
説
や
儀
式
の
特
別
な
知
識
と
と
も
に
父
か
ら
息

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
も
　
　
　
も

子
へ
伝
え
ら
れ
る
が
、
マ
ド
ウ
（
ハ
ウ
ィ
ッ
ト
に
よ
る
と
ム
ル
ド
ウ
）
と
よ
ば

れ
る
他
の
種
類
の
ト
ー
テ
ム
を
母
か
ら
う
け
つ
ぐ
。
ト
ー
テ
ム
の
母
系
的
譲
渡

と
父
系
的
譲
渡
の
間
の
人
々
の
中
間
的
な
状
態
は
、
父
が
し
ば
し
ば
彼
の
息
子

　
ヨ
　
　
へ
　
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
も

ヘ
ピ
ン
タ
ラ
に
く
わ
え
て
、
マ
ド
ウ
を
譲
渡
す
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
示
さ

れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
男
は
ま
た
、
そ
の
母
ま
た
は
母
の
親
族
者
か
ら
母
系
の
祖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

先
に
関
す
る
伝
説
に
つ
い
て
の
特
別
な
知
識
な
ど
を
得
て
い
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
土
日
産
主
義
的
な
習
慣
と
個
人
財
産
の
わ
ず
か
な
発
達

が
、
相
続
の
対
象
を
あ
ま
り
重
要
で
な
い
も
の
に
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
が

あ
る
限
り
、
半
族
ま
た
は
婚
姻
階
級
の
出
自
と
同
じ
系
統
に
よ
る
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ア
ラ
ン
タ
族
の
な
か
で
は
、
変
則
的
な
婚
姻
が
父
系
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
ら
　
　
も
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヤ

自
を
し
め
す
の
で
あ
り
、
あ
る
も
の
特
に
チ
ュ
リ
ン
ガ
ま
た
は
先
祖
伝
来
の
う

な
り
板
は
、
男
か
ら
そ
の
息
子
へ
わ
た
る
か
、
男
が
息
子
を
持
た
な
い
な
ら
彼

の
兄
弟
や
兄
弟
の
息
子
へ
わ
た
る
。
ト
ジ
ン
ギ
リ
族
と
変
則
的
な
婚
姻
が
彼
ら

に
母
系
出
自
を
持
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
諸
部
族
の
間
で
は
、
財

産
は
母
の
兄
弟
か
娘
の
夫
に
渡
り
、
相
続
人
た
ち
は
死
ん
だ
男
の
母
の
心
学
の

男
た
ち
で
あ
る
。
後
者
の
相
続
様
式
は
、
北
方
地
域
の
い
く
つ
か
の
部
族
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
族
は
酋
長
も
司
祭
も
持
た
な
い
の
で
、
継
承
の
問
題
は
ま

っ
た
く
重
要
で
な
い
。
呪
術
師
ま
た
は
医
者
の
特
別
な
力
は
、
特
別
な
加
入
過

程
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
項
目
の
も
と
で
の
最
も
は
っ
き
り

し
て
い
る
話
題
は
、
土
着
の
伝
説
や
儀
式
の
知
識
で
あ
り
、
デ
ィ
エ
リ
族
の
間

で
は
そ
の
知
識
の
二
重
の
特
徴
は
す
で
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。
他
の
と
こ
ろ
で

は
こ
の
種
の
知
識
は
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
て
、
た
い
て
い

ト
ー
テ
ム
の
譲
渡
の
諸
法
則
に
従
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
（
1
）
さ
斜
×
「
〔
一
㊤
一
〇
〕
切
9
邑
ド
〔
一
Φ
一
ト
⊃
〕
這
ら
。
●

　
　
　
　
（
2
）
ρ
ω
δ
び
Φ
芦
O
ご
呼
§
鴇
×
o
註
一
・
億
曾
O
〕
＆
■

　
　
　
　
（
3
）
b
d
．
o
o
需
9
①
5
さ
ミ
“
寄
導
自
著
、
魯
鳴
さ
ミ
薄
ミ
寄
ミ
㌣

　
　
　
　
　
き
建
ミ
冨
蕩
㌣
ミ
貫
い
8
山
。
旨
℃
お
一
倉
娼
．
卜
。
α
9

　
叫
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ー
こ
の
地
方
で
の
母
権
の
最
も
は
っ
き
り
し
た
例
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

南
東
の
島
々
の
マ
シ
ム
族
の
間
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
メ
ラ
ネ
シ
ア
語
を
話
す

一21一



こ
の
人
々
は
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
一
般
の
ど
こ
か
で
み
ら
れ
る
よ
り
も
純
粋
な
形
態

で
、
母
権
を
行
っ
て
い
る
。
人
は
そ
の
母
の
ト
ー
テ
ム
氏
族
に
属
す
る
の
み
な

ら
ず
、
あ
る
地
方
で
は
、
財
産
は
彼
の
姉
妹
の
子
供
た
ち
に
渡
る
。
そ
し
て
ど

こ
で
も
首
長
は
彼
の
兄
弟
ま
た
は
彼
の
姉
妹
の
息
子
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
る
。

パ
プ
ア
湾
の
諸
地
方
で
は
、
出
自
は
お
そ
ら
く
母
系
で
あ
る
が
、
首
長
の
地
位

の
継
承
は
父
系
で
あ
る
。
母
権
が
は
っ
き
り
と
広
く
行
な
わ
れ
て
い
る
別
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

方
は
、
マ
ン
ベ
ラ
モ
湾
流
域
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
オ
ラ
ン
ダ
領
で
あ
る

が
、
そ
こ
で
は
少
年
は
母
の
部
族
に
属
し
、
彼
が
父
方
の
人
々
と
生
活
す
る
時

で
さ
え
、
母
の
部
族
の
特
有
な
衣
服
を
着
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
他
の
と
こ
ろ
で
は
、
あ
ち
こ
ち
で
母
権
の
徴
候
が
あ
ら
わ

れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
父
系
的
慣
習
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
だ
か
ら
二
分
組
織
の

形
態
を
持
っ
て
い
る
メ
ケ
オ
族
の
中
で
は
、
出
自
は
と
き
に
は
母
系
に
よ
っ
て

つ
た
わ
る
が
、
隣
接
の
ポ
カ
蕃
族
の
間
で
は
出
自
は
と
き
に
は
母
系
で
あ
り
、

女
は
首
長
に
な
り
、
彼
女
の
子
供
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
る
。
コ
イ
早
笛
、
モ
ッ

族
、
ロ
話
説
、
メ
ケ
オ
族
の
人
々
の
間
で
は
、
母
の
兄
弟
は
一
定
の
社
会
的
な

諸
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
機
能
は
ト
レ
ス
海
峡
の
西
方
の
島
々
で
は

高
度
に
発
達
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
父
系
的
な
出
自
、
相
続
、
継
承
と
な
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
）

で
、
母
の
兄
弟
が
父
よ
り
大
き
い
権
威
を
持
っ
て
い
る
。
－

　
　
　
　
（
1
）
ρ
ρ
Q
◎
①
一
銭
勇
奮
戸
憲
鴨
さ
ミ
こ
免
し
。
討
ミ
恥
ミ
切
、
ミ
。
・
討
寒
ミ

　
　
　
　
　
　
O
ミ
ミ
§
”
O
ロ
ヨ
日
置
α
q
ρ
お
一
〇
”
戸
お
㎝
h
．

　
　
　
　
（
2
）
罎
」
≦
o
ω
N
犀
。
毛
ω
犀
押
N
国
×
委
曲
■
〔
一
㊤
一
一
〕
ω
卜
⊃
ω
■

　
　
　
　
（
3
）
奪
．
O
貸
§
町
帖
誉
田
§
●
ざ
寄
ミ
禽
ω
壁
ミ
曰
く
■
口
8
呂

　
　
　
　
　
　
ぱ
継
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

う
に
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。
チ
モ
ー
ル
島
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
三
方
居
住
婚
の

独
特
な
形
態
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
夫
は
、
し
ば
ら
く
し
て
そ
の
子
供
た
ち
を
残

し
て
自
分
自
身
の
家
に
も
ど
る
が
、
子
供
た
ち
が
そ
の
母
の
財
産
を
相
続
す
る
。

　
ス
マ
ト
ラ
の
い
く
つ
か
の
地
方
で
、
母
権
は
そ
の
最
も
明
白
な
形
態
で
存
在

　
　
　
（
2
）

し
て
い
る
。
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
、
上
部
パ
ダ
ン
グ
．
そ
の
他
の
諸
地
域
の
マ
ラ
イ
族

の
間
で
は
、
母
系
氏
族
や
極
端
な
形
態
の
血
温
居
住
婚
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は

夫
が
彼
の
母
の
家
に
住
み
つ
づ
け
、
彼
の
妻
を
五
つ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
人
々

は
長
屋
に
住
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
一
人
の
女
か
ら
出
自
し
た
人
々
か
ら
成
る

広
い
意
味
で
の
家
族
を
収
容
し
て
お
り
、
世
帯
の
長
は
指
導
的
な
女
の
長
兄
で

あ
る
。
彼
は
そ
の
姉
妹
の
子
供
た
ち
の
父
の
立
場
を
と
る
が
、
彼
の
財
産
は
そ

の
兄
弟
た
ち
と
姉
妹
た
ち
に
よ
っ
て
享
有
さ
れ
た
あ
と
で
、
姉
妹
の
子
供
た
ち

に
よ
っ
て
相
続
さ
れ
る
。
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
の
状
態
と
父
権
と
の
間
の
中
間
的
な

組
織
の
形
態
は
、
チ
ガ
・
他
日
レ
ン
グ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
夫
と

妻
は
一
緒
に
住
む
が
、
父
は
そ
の
子
供
た
ち
に
対
し
て
あ
ま
り
力
を
持
た
な

い
。
権
威
は
彼
ら
の
母
の
長
兄
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
。
結
婚
の
時
の
夫
ま
た

は
妻
に
属
す
る
財
産
は
、
彼
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
族
に
渡
る
が
、
結
婚
後
に
彼

ら
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
も
の
は
、
彼
ら
の
子
供
た
ち
と
彼
ら
の
姉
妹
の
子
供

た
ち
の
間
で
分
配
さ
れ
る
。

　
　
　
　
（
1
）
即
ρ
聞
。
吾
Φ
ρ
歩
き
“
ミ
ミ
蔚
、
．
吻
ミ
遷
譜
ミ
躇
恥
§
き
鳴

　
　
　
　
　
　
穿
防
鷺
§
工
、
き
骨
偽
禽
♪
目
。
ロ
ユ
。
昌
”
H
Q
Q
Q
Q
伊
軍
蹟
S

　
　
　
　
（
2
）
聞
。
『
帥
ヨ
。
「
0
8
巳
自
閉
①
四
8
0
ロ
耳
。
喘
島
①
已
ω
什
ユ
げ
三
凶
。
昌

　
　
　
　
　
　
o
h
ヨ
。
匪
霞
・
ユ
儲
q
匿
ぎ
島
一
ω
一
ω
冨
昌
9
ω
①
o
臼
．
ρ
閃
冨
N
o
♪

　
　
　
　
　
　
§
譜
§
蹄
§
自
ミ
魁
卑
轟
轟
ミ
蝿
v
一
陶
●
H
Q
o
α
蹄
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樹
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ー
父
権
は
マ
ラ
イ
群
島
の
多
く
の
地
方
の
い
た
る
と
こ

㈲
ア
ジ
ア
ー
東
ア
ジ
ア
で
は
、
北
方
の
ア
イ
ヌ
族
、
南
方
の
カ
ン
ボ
ジ
ア



で
可
能
で
あ
る
こ
と
を
除
い
て
は
、
母
権
の
例
は
な
い
。

　
ア
イ
ヌ
族
の
間
で
は
、
母
を
通
し
て
の
親
族
関
係
が
父
を
通
し
て
の
親
族
関

係
よ
り
、
よ
り
重
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
母
の
兄
弟
は
家
族
集
団
の
最

も
重
要
な
成
員
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
出
自
ま
た
は
相
続
に
つ
い
て
正
確
な

報
告
を
持
っ
て
い
な
い
。
シ
ベ
リ
ア
の
人
々
は
ふ
つ
う
父
系
氏
族
に
組
織
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

て
い
る
が
、
妻
方
居
住
婚
は
し
ば
し
ば
存
在
し
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
に
は
母
権
の
二
つ
の
中
心
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
こ
の
状
態
の
最
も

明
白
な
事
例
を
あ
た
え
て
い
る
。
ア
ッ
サ
ム
の
カ
ア
シ
族
と
シ
ン
テ
ン
族
に
よ

　
　
　
　
　
（
2
）

っ
て
し
め
さ
れ
る
。
出
自
は
氏
族
の
な
か
で
は
母
系
で
あ
り
、
氏
族
の
女
祖
先

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
曽
祖
母
の
母
系
の
エ
J
孫
か
ら
な
る
親
族
集
団
を
包
含
す

る
。
家
と
そ
の
他
の
財
産
は
女
に
属
し
、
夫
ま
た
は
父
は
、
結
婚
後
の
あ
る
時

に
、
彼
が
妻
と
子
供
た
ち
を
他
の
家
に
移
す
と
い
う
よ
う
な
場
A
ロ
を
除
い
て
、

権
威
を
持
た
な
い
。
財
産
は
娘
た
ち
に
よ
っ
て
受
け
つ
が
れ
、
家
や
そ
の
家
具

は
末
娘
に
い
く
。
去
た
ち
が
い
な
い
時
に
は
、
相
続
は
母
の
姉
妹
の
娘
に
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
カ

る
。
キ
ー
リ
ム
地
方
を
除
い
て
、
シ
エ
ム
す
な
わ
ち
首
長
は
男
で
あ
る
が
、
彼

の
兄
弟
ま
た
は
彼
の
長
姉
の
息
子
に
よ
っ
て
受
け
つ
が
れ
る
。
近
隣
の
ワ
i
族

の
人
々
は
、
男
た
ち
と
女
た
ち
の
双
方
が
相
続
す
る
と
い
う
中
間
的
な
形
態
を

示
し
て
い
る
。
し
か
し
末
娘
は
余
分
の
分
け
前
を
手
に
入
れ
る
。
カ
ア
シ
族
の

西
方
に
住
ん
で
い
る
ガ
ロ
族
と
メ
ガ
ム
族
あ
る
い
は
カ
ア
シ
族
と
ガ
ロ
族
と

の
融
合
で
あ
る
リ
ン
ガ
ム
族
は
、
カ
ア
シ
族
の
母
権
に
ぴ
っ
た
り
類
似
し
た
母

権
の
形
態
を
行
っ
て
い
る
。
男
は
財
産
を
相
続
で
き
な
い
が
、
彼
自
身
の
努
力

に
よ
っ
て
得
た
も
の
だ
け
は
所
有
で
き
る
。
そ
れ
で
も
や
は
り
、
彼
は
彼
の
妻

の
財
産
に
た
い
し
て
、
い
く
ら
か
の
管
理
権
を
行
使
す
る
。
そ
し
て
彼
の
死
の

　
（
3
）

場
合
に
こ
の
管
理
権
．
を
行
使
す
る
よ
う
に
、
彼
の
氏
族
の
成
員
、
ふ
つ
う
彼
の

姉
妹
の
息
子
を
指
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ガ
ロ
族
と
親
し
く
し
て
い
る
北
ベ

ン
ガ
ル
の
コ
チ
族
の
間
で
は
、
婚
姻
は
母
方
居
住
で
あ
り
、
男
は
そ
の
妻
や
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
母
に
従
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
（
1
）
］
≦
．
》
●
O
N
β
⊃
℃
＝
o
犀
斜
毎
S
適
晦
§
ミ
⑦
導
ミ
貯
曽
O
×
h
o
a
噛
H
㊤
一
野

　
　
　
　
　
　
づ
■
蕊
h
●

　
　
　
　
（
2
）
り
・
即
日
〇
二
a
o
P
　
§
上
肉
》
蕊
帖
漁
い
。
昌
ユ
o
P
H
8
8
b
・

　
　
　
　
　
　
①
ω
h

　
　
　
　
（
3
）
》
．
コ
・
旨
巴
さ
↓
ミ
O
ミ
ら
勲
い
。
巳
。
P
お
O
P
b
■
①
b
。
h
．

　
　
　
　
（
4
）
切
出
．
閏
。
訟
ω
8
▼
き
鼻
濠
帆
亀
勝
防
象
曇
ト
×
乱
剛
●

　
　
　
　
　
　
〔
一
鐙
り
〕
刈
O
刈
・

　
イ
ン
ド
の
い
ま
一
つ
の
母
権
の
中
心
は
マ
ラ
バ
ー
ル
海
岸
で
あ
り
、
そ
こ
で

は
母
系
の
出
自
、
相
続
、
継
承
が
ナ
ヤ
ー
ル
族
、
北
方
の
テ
ィ
ヤ
ン
族
、
ム
ハ

マ
ダ
ン
・
マ
ピ
ラ
族
さ
え
も
含
む
そ
の
他
の
人
々
、
あ
る
い
は
北
マ
ラ
バ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
ヤ
　
　
　
つ
　
　
ヤ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
う

の
モ
プ
ラ
ー
族
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
マ
ル
マ
カ
タ
ヤ
ム
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
こ
の
法
制
度
は
、
イ
ン
ド
の
こ
の
地
方
の
い
わ
ゆ
る
多
夫
一
早
婚
と
よ

ば
れ
て
い
る
も
の
と
し
っ
か
り
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
の
地
方
で
は
習
慣
的
で

あ
る
ナ
ム
ブ
テ
ィ
リ
ィ
（
ナ
ム
ブ
リ
）
の
男
た
ち
と
ナ
ヤ
ー
ル
族
の
女
た
ち
の

結
び
つ
き
で
は
、
父
は
自
分
の
子
供
た
ち
と
ほ
と
ん
ど
接
触
し
な
い
が
、
接
触

す
る
こ
と
は
冒
漬
で
あ
る
。

　
出
自
、
相
続
、
継
承
が
父
系
で
あ
る
南
イ
ン
ド
の
ど
こ
か
で
は
、
重
責
居
住

　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ

婚
は
時
お
り
、
イ
ラ
タ
ム
と
し
て
知
ら
れ
る
形
態
で
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
の
習
慣

は
、
息
子
の
な
い
と
こ
ろ
の
家
族
の
な
か
で
と
く
に
お
こ
り
、
結
婚
の
あ
と
彼

女
自
身
の
家
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
娘
に
よ
っ
て
男
の
相
続
人
が
得
ら
れ
る
。
黒

鼠
居
住
婚
は
セ
イ
ロ
ン
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
コ
ー
カ
サ
ス
の
い
く
つ
か
の
人
々
は
、
母
権
の
諸
痕
跡
を
示
し
て
い
る
。
た
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と
え
ば
奴
隷
と
自
由
人
の
間
の
婚
姻
で
は
、
子
供
は
母
の
身
分
を
受
け
つ
ぐ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

女
は
子
供
の
出
産
の
た
め
に
彼
女
の
父
の
家
に
行
く
の
が
習
慣
で
あ
る
。
母
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
伯
叔
父
は
多
く
の
権
威
を
持
ち
、
グ
ル
ジ
ア
で
は
血
の
復
讐
に
関
す
る
す
べ

て
の
こ
と
で
は
主
要
な
役
割
を
し
め
て
い
る
。

　
母
権
に
つ
い
て
の
最
も
初
期
の
記
録
は
リ
ュ
キ
ア
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

は
へ
ー
ロ
ド
ト
ス
に
よ
れ
ば
、
人
々
は
母
の
名
を
つ
ぎ
、
自
由
民
と
奴
隷
の
間

の
結
婚
に
お
け
る
子
供
の
身
分
は
母
の
身
分
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
。

　
イ
エ
メ
ン
の
ア
ラ
ブ
人
の
間
で
は
継
承
は
姉
妹
の
息
子
に
渡
り
、
ア
ラ
ビ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
セ
ム
族
の
多
く
の
記
録
は
、
母
権
の
初
期
の
状
態
の
証
拠
と

見
な
さ
れ
て
い
る
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
物
語
が
実
例
を
与
え
て
い
る
半
兄
弟
と
姉

妹
の
婚
姻
は
、
ど
こ
で
で
も
母
権
を
と
も
な
っ
て
い
る
。
　
「
創
生
記
」
三
一
章

四
三
節
や
「
葺
師
記
」
八
章
一
九
節
の
よ
う
な
、
　
「
旧
約
聖
書
』
の
中
の
い
く

つ
か
の
個
所
は
、
社
会
組
織
の
こ
の
形
態
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
現
在
で
は
母
の
兄
弟
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
で
は
あ
る
程
度
の
権
威
を
持
っ
て
お

り
、
ベ
ド
ゥ
（
ベ
ダ
ウ
ィ
）
で
は
結
婚
式
で
用
い
ら
れ
る
形
式
は
、
母
性
が
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

い
へ
ん
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
（
1
）
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ω
o
げ
。
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ミ
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ミ
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一
■
卜
。
ロ
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2
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ミ
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§
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ミ
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ミ
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魯
ミ
無
魯
ω
8
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犀
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ヨ
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目
Q
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㊤
P
O
．
匿
．

　
　
　
　
（
3
）
ω
①
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幻
。
げ
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答
ω
o
昌
ω
ヨ
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戸
ミ
§
ミ
㌧
§
賊
さ
ミ
蔑
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鳴

　
　
　
　
　
き
寒
、
受
ト
ミ
ミ
3
器
≦
巴
－
H
8
亀
。
戸
一
8
ω
　
ρ
》
．

　
　
　
　
　
芝
一
涛
o
P
鳶
ミ
ミ
ミ
識
ミ
ら
ぎ
Q
鳳
蝕
鳶
魯
§
譜
』
ミ
ミ
ミ
§
”

　
　
　
　
　
》
ヨ
ω
8
a
⇔
目
”
H
O
。
o
。
合
O
o
「
ヨ
．
a
．
層
目
①
6
臨
σ
q
判
H
贅
甲
帥
p
α

　
　
　
　
　
臼
．
即
を
⑦
蔚
ω
一
①
一
P
鵠
×
凶
一
．
〔
一
G
◎
◎
Q
O
〕
の

　
　
　
　
（
4
）
ζ
『
ω
●
口
．
国
・
Q
り
。
。
①
5
岡
日
姪
×
P
〔
お
δ
〕
卜
。
ざ
塗

　
㈱
ア
フ
リ
カ
　
　
北
ア
フ
リ
カ
の
セ
ム
族
は
明
確
に
父
系
で
あ
る
が
、
英
領

エ
ジ
プ
ト
・
ス
ー
ダ
ン
の
い
く
つ
か
の
ア
ラ
ブ
部
族
で
は
、
妻
は
そ
れ
ぞ
れ
の

子
供
の
誕
生
の
た
め
に
自
分
自
身
の
家
に
も
ど
る
　
　
こ
の
習
慣
は
た
ぶ
ん
妻

方
居
住
婚
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
ハ
ム
系
の
ベ
ジ
ャ
族
は
現
在
は
父
系
で
あ
る

と
は
い
え
、
五
世
紀
前
に
は
彼
ら
は
母
系
で
系
譜
を
か
ぞ
え
、
姉
妹
の
息
子
た

　
（
1
）

ち
と
娘
へ
の
継
承
を
慣
行
し
て
い
た
こ
と
を
示
え
記
録
が
あ
る
。
ボ
ゴ
族
、
バ

リ
ア
族
そ
の
他
の
血
縁
の
ハ
ム
族
、
あ
る
い
は
部
分
的
に
ハ
ム
系
の
人
々
の
間

で
は
、
彼
ら
の
制
度
の
父
系
的
な
特
徴
が
、
そ
の
他
の
点
で
非
常
に
は
っ
き
り

　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
て
い
る
と
は
い
え
、
母
の
兄
弟
は
、
社
会
生
活
の
な
か
で
重
要
な
地
位
を
占

め
る
。

　
南
コ
ル
ド
フ
ァ
ン
の
ヌ
ー
バ
族
は
、
シ
ル
ク
族
や
デ
ィ
ン
カ
族
の
よ
う
な
混

合
ハ
ム
族
や
ナ
イ
ル
川
地
方
の
ネ
グ
ロ
の
人
々
の
大
部
分
の
父
系
制
度
に
た
い

す
る
著
し
い
例
外
を
形
成
す
る
。
少
年
が
成
長
す
る
と
、
父
よ
り
も
よ
り
緊
密

な
関
係
を
持
っ
て
い
る
彼
ら
の
母
の
兄
弟
た
ち
と
、
ま
す
ま
す
多
く
の
時
間
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

す
ご
す
。
財
産
は
姉
妹
の
息
子
た
ち
に
渡
さ
れ
、
男
は
妻
方
の
人
々
と
あ
る
期

間
生
活
す
る
。
マ
サ
イ
族
、
ナ
ン
デ
ィ
族
、
ス
！
ク
族
、
そ
し
て
熱
帯
の
東
ア

フ
リ
カ
の
北
部
の
そ
の
他
の
部
分
的
に
ハ
ム
系
で
あ
る
人
々
に
は
、
純
粋
に
父

系
で
あ
る
。

　
バ
ン
ツ
ー
族
の
人
々
は
社
会
的
諸
権
利
の
転
移
の
様
式
で
は
多
く
の
多
様
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

を
示
し
て
い
る
。
ニ
ア
サ
湖
と
ロ
ヴ
ー
マ
河
の
近
く
に
は
、
ワ
・
ヤ
オ
族
、
ア

チ
ェ
ワ
族
、
ワ
・
マ
コ
ン
デ
族
、
ワ
・
マ
ク
ア
族
の
よ
う
な
多
く
の
明
白
な
母

系
諸
部
族
が
い
る
。
子
供
た
ち
は
母
の
ト
ー
テ
ム
を
受
け
、
首
長
は
そ
の
姉
妹

の
息
子
に
よ
っ
て
受
け
つ
が
れ
る
。
母
の
兄
弟
は
最
も
近
い
親
族
者
で
、
そ
の

姉
妹
の
子
供
た
ち
の
自
然
的
な
保
護
者
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
エ
ニ
ア
ン
ジ
ャ

族
は
出
自
の
二
様
式
を
慣
行
し
て
い
る
。
し
か
し
父
系
部
分
は
ア
マ
・
ズ
ー
ル
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！
族
の
分
派
の
ア
ン
ゴ
魚
族
か
ら
こ
の
転
移
形
態
を
受
け
つ
い
だ
と
い
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
（
7
）

い
る
。
こ
の
人
々
は
ア
マ
・
ホ
ザ
族
、
バ
・
ス
ト
族
、
バ
・
ソ
ン
が
族
、
南
東

ア
フ
リ
カ
の
そ
の
他
の
バ
ン
ツ
ー
族
の
人
々
と
と
も
に
、
母
の
兄
弟
が
よ
り
多

く
の
権
威
を
お
こ
な
う
け
れ
ど
も
、
明
確
に
父
系
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
1
）
ω
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⑦
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①
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．
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ミ
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§
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ミ
』
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賊
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．
漁
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F
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刈
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国
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9
ω
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切
蕊
8
ミ
§
矯
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二
。
・
し
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。
α
P
o
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8
●

　
　
　
　
（
7
）
国
■
》
ζ
琶
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9
ト
ミ
9
黛
⑦
ミ
帖
赴
寺
腎
§
寄
§
噸
冥
Φ
ロ
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6
び
勉
8
一
　
H
㊤
目
b
∂
　
一
・
卜
⊃
卜
⊃
一
h

　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
累

　
ニ
ア
サ
湖
か
ら
北
の
方
へ
行
く
と
、
わ
れ
わ
れ
は
母
系
出
自
か
ら
父
系
出
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

へ
の
多
少
と
も
ゆ
る
や
か
な
変
化
を
見
い
出
す
。
ワ
・
サ
ガ
ラ
族
と
ワ
・
デ
ィ

ゴ
族
は
は
っ
き
り
と
母
系
で
あ
る
が
、
リ
ン
デ
ィ
市
附
近
の
諸
部
族
の
間
で
は

相
続
と
継
承
は
、
姉
妹
の
子
供
た
ち
に
渡
る
。
ワ
・
ニ
ア
ム
ウ
エ
シ
族
や
ワ
・

ジ
ャ
が
族
の
よ
う
な
そ
の
他
の
諸
部
族
で
は
、
出
自
の
様
式
は
花
嫁
代
償
を
払

う
か
払
わ
な
い
か
に
従
っ
て
変
わ
る
。
子
供
た
ち
は
後
者
の
場
合
に
は
、
母
方

の
人
々
に
属
し
、
前
者
の
場
合
に
は
父
方
の
人
々
に
属
す
る
。
一
般
に
こ
の
地

方
で
は
社
会
制
度
は
、
沿
岸
か
ら
奥
地
へ
進
む
に
つ
れ
て
、
よ
り
父
系
に
な
り

が
ち
で
あ
る
。

　
ウ
ガ
ン
ダ
の
バ
・
ガ
ン
ダ
族
、
バ
・
ヒ
マ
族
、
バ
・
ニ
オ
ロ
族
や
そ
の
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

バ
ン
ツ
ー
族
の
人
々
は
、
は
っ
き
り
と
父
系
で
あ
る
。
た
だ
例
外
的
な
特
徴

は
、
継
承
様
式
は
純
粋
に
父
系
で
あ
る
の
に
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
王
は
、
王
位
に
結

び
つ
い
て
い
る
い
く
つ
か
の
他
の
ト
ー
テ
ム
も
ま
た
受
け
つ
ぐ
と
は
い
え
、
彼

の
母
の
ト
ー
テ
ム
氏
族
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
ベ
ル
ギ
ー
領
コ
ン
ゴ
ー
の
北
部
の
バ
ン
ツ
ー
族
は
主
と
し
て
父
系
で
あ
る
。

バ
・
ヌ
ガ
ラ
族
の
間
で
は
、
子
供
た
ち
が
相
続
す
る
が
、
出
自
の
様
式
は
家
族

会
議
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
そ
の
家
族
会
議
が
、
子
供
が
そ
の
父
の
ト
ー
テ
ム

を
う
け
つ
ぐ
だ
ろ
う
と
普
通
に
は
定
め
る
。
こ
こ
で
は
東
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る

と
お
な
じ
く
同
じ
規
準
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
社
会
制
度
は
奥
地
か
ら
沿
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

へ
進
む
に
つ
れ
て
よ
り
母
系
に
な
る
。
母
権
は
ま
た
、
ロ
ア
ン
ゴ
や
ア
ン
ゴ
ラ

で
見
い
だ
さ
れ
る
。

　
　
　
　
（
1
）
旨
閑
。
霞
。
「
矯
N
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ミ
×
メ
〔
δ
O
N
〕
ト
コ
刈
　
＝
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×
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6
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Q
Q
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6
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O
§
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ピ
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＆
o
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H
り
δ
堵
㌻
＝
賦
．
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4
）
O
、
霞
臼
α
Φ
O
「
雪
曾
昼
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Q
噺
、
匙
ミ
鳴
8
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ミ
§
ミ
鳴

　
　
　
　
　
へ
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繭
ω
堕
罷
O
押
一
●
H
8
●
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（
1
）

　
南
西
自
由
コ
ン
ゴ
ー
の
バ
ン
ツ
ー
族
の
一
集
団
で
は
、
財
産
や
地
位
は
兄
弟

か
姉
妹
の
息
子
に
伝
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
人
々
の
一
つ
で
あ
る
バ
・

ム
バ
ラ
族
の
あ
い
だ
で
は
、
親
族
関
係
は
父
系
に
よ
る
よ
り
も
母
系
で
数
え

ら
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
継
承
が
母
系
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
首
長
の
母
は
権
威

で
な
い
と
し
て
も
大
き
な
尊
敬
を
う
け
る
。
わ
れ
わ
れ
は
出
自
の
い
ず
れ
か
の

系
統
を
も
っ
て
い
る
明
確
な
社
会
集
団
に
つ
い
て
は
し
ら
な
い
が
、
そ
の
肉
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
ロ

食
べ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
動
物
に
尊
敬
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
イ
キ
ナ
・

へ
　
　
　
も

バ
リ
は
父
か
ら
息
子
へ
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
、
お
お
か
た
確
実
に

ト
ー
テ
ム
集
団
の
一
種
類
で
あ
る
。
そ
れ
で
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
メ
ラ
ネ
シ
ア

に
見
い
だ
さ
れ
る
の
と
殆
ん
ど
ま
さ
に
反
対
の
状
態
を
示
し
て
い
る
。
相
続
と

継
承
は
主
と
し
て
母
系
で
あ
る
の
に
、
出
自
は
父
系
で
あ
る
。
殆
ん
ど
た
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
や

に
み
え
る
よ
う
に
、
も
し
イ
キ
ナ
・
バ
リ
が
ト
ー
テ
ム
の
一
形
態
で
あ
る
な
ら

ば
、
わ
れ
わ
れ
は
父
系
出
自
と
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
の
関
係
の
例
を
こ
こ
に
持
つ
の

で
あ
る
。
こ
の
む
す
び
つ
き
は
、
南
西
ア
フ
リ
カ
の
オ
バ
・
ヘ
レ
ロ
族
の
あ
い

だ
で
よ
り
強
力
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
人
々
は
、
一
方
は
母
系
で
他
方
は

父
系
で
あ
る
二
つ
の
は
っ
き
り
し
た
社
会
集
団
の
形
態
を
も
っ
て
い
る
。
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、

と
も
最
近
の
信
頼
で
き
る
記
事
は
、
母
系
の
エ
ア
ン
ダ
と
動
物
あ
る
い
は
植
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の
は
っ
き
り
し
た
む
す
び
つ
き
は
な
い
け
れ
ど
も
、
父
系
の
オ
ル
ゾ
が
は
っ
き

り
と
ト
ー
テ
ム
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
と
そ
の
西
の
地
方
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
母
権
と
父
権
の
あ
い

だ
の
興
味
深
い
一
連
の
う
つ
り
か
わ
り
を
み
い
だ
す
。
わ
れ
わ
れ
が
知
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
最
西
の
人
々
は
、
黄
金
海
岸
の
ト
シ
イ
語
を
話
す
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
母

系
出
自
の
ト
ー
テ
ム
集
団
を
も
ち
、
財
産
は
同
じ
母
か
ら
生
ま
れ
た
長
兄
に
、

兄
弟
が
な
い
と
き
に
は
長
姉
の
息
子
に
渡
る
。
た
だ
、
甥
が
な
い
な
ら
ば
、
息

子
が
相
続
す
る
。
も
し
息
子
が
い
な
い
な
ら
ば
、
奴
隷
の
頭
が
相
続
す
る
。
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

承
は
兄
弟
と
姉
妹
の
息
子
に
渡
る
。
ア
ブ
ス
ア
と
よ
ば
れ
る
ト
ー
テ
ム
氏
族
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
副
　
　
　
　
　
　
、
、
、

加
え
て
、
ト
ー
テ
ム
の
特
徴
を
も
つ
ら
し
い
ヌ
ト
ロ
と
よ
ば
れ
る
集
団
も
あ

る
。
こ
れ
ら
の
集
団
で
は
、
出
自
は
父
系
で
あ
る
か
、
ま
た
は
人
々
自
身
が
そ

う
す
る
よ
う
に
、
　
「
人
は
彼
の
父
や
彼
の
母
の
家
族
の
フ
ェ
テ
ィ
シ
ュ
を
受
け

る
」
が
、
こ
の
状
態
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
デ
ィ
エ
リ
族
の
二
つ
の
ト
ー
テ
ム

集
団
に
著
る
し
い
類
似
を
も
つ
。
近
隣
の
フ
ァ
ン
テ
ィ
語
を
は
な
す
人
々
の
あ

い
だ
で
は
、
息
子
は
母
の
財
産
を
相
続
す
る
だ
け
で
あ
る
。
も
し
男
が
姉
妹
の

息
子
を
も
た
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
男
の
財
産
を
奴
隷
が
相
続
す
る
。

　
　
　
　
（
1
）
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．
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蜜
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2
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P
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（
3
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●
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罷
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ω
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§
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寡
ミ
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§
神
ミ
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妻
匙
§
鴇
冒
＆
o
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一
G
◎
Q
◎
8
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へ
4
）
ρ
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5
玉
N
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美
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一
L
刈
。
。
卑

　
　
　
（
1
）

　
ダ
ホ
メ
イ
の
エ
ウ
ェ
語
を
話
す
人
々
の
あ
い
だ
で
は
、
親
族
関
係
は
下
層
階

級
で
は
女
を
通
し
て
、
上
層
階
級
で
は
男
を
通
し
て
数
え
ら
れ
る
。
前
者
で
は

財
産
は
兄
弟
や
姉
妹
の
息
子
に
渡
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
首
長
は
彼
の
息
子
に
よ

っ
て
継
承
さ
れ
る
。
ト
ゴ
ラ
ン
ド
の
エ
ウ
ェ
族
は
母
を
通
し
て
よ
り
も
む
し

ろ
、
父
を
通
し
て
親
類
関
係
を
数
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
母
の
兄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

弟
は
適
当
な
相
続
人
で
あ
る
。
割
礼
技
術
の
知
識
は
父
か
ら
息
子
へ
と
伝
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

れ
る
と
い
う
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
東
方
へ
い
っ
て
、
ヨ
ル
バ
族
の
人

々
の
あ
い
だ
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
出
自
の
な
ん
ら
か
の
明
確
な
規
則
を
知
ら
な

い
。
し
か
し
人
々
は
親
族
関
係
を
両
方
の
系
統
で
あ
と
づ
け
る
と
い
わ
れ
る
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し
、
首
長
は
彼
の
息
子
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
る
。
母
を
通
し
て
の
親
族
関
係
が

非
常
に
重
大
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
父
異
母
の
子
供
た
ち
が
、
ほ
と
ん
ど

血
族
者
と
み
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
男
の
財
産

は
彼
の
息
子
た
ち
に
、
女
の
財
産
は
彼
女
の
娘
た
ち
に
渡
る
。
ヨ
ル
バ
族
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

な
り
に
、
婚
姻
の
二
つ
の
形
態
を
お
こ
な
う
エ
ド
族
が
く
る
。
一
つ
の
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は
、
明
ら
か
に
も
っ
と
ふ
つ
う
で
あ
る
ア
モ
イ
や
婚
で
、
子
供
た
ち
は
父
の
氏

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

族
に
属
す
る
。
イ
ソ
ミ
と
よ
ば
れ
る
他
の
形
態
で
は
、
子
供
た
ち
が
父
に
よ
っ

て
買
わ
れ
な
い
か
、
も
っ
と
あ
と
の
生
活
で
子
供
た
ち
が
彼
ら
の
父
の
土
地
に

と
ど
ま
る
こ
と
を
選
ば
な
い
な
ら
ば
、
子
供
た
ち
は
母
の
氏
族
に
属
す
る
。
エ

ド
族
が
そ
こ
か
ら
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
ソ
ボ
地
方
で
は
、
妻
方
居
住
婚
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

る
。
ま
だ
も
っ
と
遠
く
東
方
の
イ
ボ
族
は
父
系
出
自
を
お
こ
な
い
、
子
供
た
ち

は
彼
ら
の
母
の
氏
族
に
属
し
、
彼
ら
の
母
の
父
の
相
続
人
で
あ
る
と
い
う
エ
ド

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
で
　
　
ヘ
　
　
へ

族
の
イ
ソ
ミ
婚
と
｝
致
す
る
イ
デ
ヴ
ェ
型
の
婚
姻
の
ば
あ
い
を
除
い
て
、
財
産

は
息
子
た
ち
に
渡
る
。
一
般
に
、
男
は
息
子
を
持
た
な
い
時
だ
け
、
こ
の
婚
姻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

形
態
を
結
ぶ
こ
と
を
彼
の
娘
に
許
す
。
こ
の
よ
う
な
慣
習
は
南
イ
ン
ド
の
イ
ラ

ヘ
　
　
　
ヘ

タ
ム
に
似
て
い
る
。

　
　
　
　
（
1
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．
国
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§
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昌
α
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Q
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（
4
）
Z
．
≦
目
ぎ
ヨ
貰
題
。
恵
ミ
却
ミ
晦
ミ
愚
駐
ミ
寿
ミ
賞

　
　
　
　
　
　
ピ
。
昌
ユ
。
戸
お
H
ρ
一
●
ミ
剛
．

　
　
　
　
（
5
）
↓
げ
。
B
薗
。
。
》
き
。
も
§
鳶
鑓
絶
息
§
旦
≧
蒔
ミ
貫
目
。
巳
。
P

　
　
　
　
　
　
お
一
ρ
一
．
ω
一
”
G
◎
◎
芦
O
ρ

　
㈹
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ー
母
権
の
あ
る
形
態
は
、
ほ
と
ん
ど
古
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

人
々
に
は
な
か
っ
た
と
は
さ
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
明
白
な
証
拠
は
、

父
が
少
し
し
か
権
威
を
持
た
な
い
で
、
そ
れ
に
た
い
し
て
、
湿
た
ち
は
財
産
を

も
ち
、
彼
女
ら
が
自
身
で
行
使
で
き
な
い
時
で
さ
え
、
子
供
た
ち
に
権
利
を
伝

　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
）

え
る
バ
ス
ク
族
か
ら
由
来
す
る
。
ス
ト
ラ
ボ
ー
ン
に
し
た
が
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン

で
は
、
女
た
ち
は
家
族
の
長
で
あ
り
、
ピ
ク
ト
族
は
母
系
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

　
（
4
）

い
る
。
そ
の
証
拠
の
お
も
な
情
報
は
、
王
た
ち
の
父
た
ち
は
、
王
様
で
も
な
く

ピ
ク
ト
族
の
も
の
で
も
な
く
、
近
隣
の
諸
部
族
に
属
す
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
に

あ
る
。
ケ
ル
ト
族
で
は
、
王
や
呪
術
師
は
、
姉
妹
の
息
子
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
姉
妹
の
息
子
は
重
要
で
あ
っ

（
6
）

た
。
イ
ギ
リ
ス
歌
謡
に
お
け
る
こ
の
親
族
者
へ
の
た
び
た
び
の
言
及
は
、
母
権

の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
男
と
そ
の
母
の
兄
弟
と
の
間
の
親
密
な
関
係
を
、
F
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

B
・
ガ
ン
メ
ア
に
推
論
さ
せ
て
い
る
。
タ
キ
ト
ゥ
ス
に
よ
る
母
の
兄
弟
の
権
威

　
　
　
　
　
（
8
）

に
つ
い
て
の
記
述
は
、
チ
ュ
ー
ト
ン
族
の
あ
い
だ
の
母
権
の
た
め
に
主
要
な
証

拠
を
あ
た
え
て
い
る
。
し
か
し
、
ロ
ン
バ
ル
ト
族
の
系
統
図
の
首
位
に
あ
る
女

　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
地
位
や
二
i
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
や
エ
ッ
ダ
の
中
の
数
節
は
、
同
じ
傾
向
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
墓
石
に
し
る
さ
れ
た
諸
刻
銘
や
そ
の
他
の
諸
事
実

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

は
、
エ
ト
ル
リ
ア
族
の
あ
い
だ
に
母
権
の
な
ん
ら
か
の
形
態
が
ひ
ろ
く
お
こ
な

わ
れ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
そ
し
て
組
織
の
こ
の
形
態
は
ま
た
、
ラ
テ
ィ

　
（
1
1
）

ウ
ム
の
初
期
の
住
民
た
ち
の
た
め
に
主
張
さ
れ
て
き
た
。
ギ
リ
シ
ア
の
さ
ま
ざ

ま
の
要
素
の
住
民
の
あ
い
だ
で
の
母
系
制
度
の
た
め
の
証
拠
が
、
よ
り
多
く
議

　
　
　
　
　
（
1
2
）

論
さ
れ
て
き
た
。
お
そ
ら
く
、
も
っ
と
も
強
力
な
証
拠
は
、
ア
テ
ー
ナ
イ
に
お

い
て
、
半
兄
弟
と
姉
妹
は
、
同
父
の
と
き
に
は
婚
姻
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

る
。
最
後
に
、
む
し
ろ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
る
と
は
い
え
、
ト
ラ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア

の
ジ
プ
シ
ー
が
言
及
さ
れ
る
が
、
彼
ら
の
あ
い
だ
で
は
、
父
は
そ
の
子
供
た
ち

　　　一一



に
あ
ま
り
興
味
を
示
さ
な
い
。
も
し
彼
ら
の
母
が
死
に
、
ふ
つ
う
そ
う
で
あ
る

よ
う
に
彼
ら
の
父
が
他
の
「
氏
族
」
の
女
と
結
婚
し
て
も
、
子
供
た
ち
は
母
か

た
の
人
々
の
も
と
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
（
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．
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Q
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昌
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ミ
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圏
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刈
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3
）
国
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昌
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ω
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ざ
矯
　
§
ミ
ミ
亀
§
賊
ミ
ミ
叙
側
嵩

　
　
e
o
ミ
魯
国
鋤
ヨ
σ
ロ
憎
ぴ
q
”
H
Q
◎
㊤
P
戸
①
①
●

三

混
合
諸
形
態

N
帖
晦
鳴
ミ
ミ
鳴
、
・

　
前
述
の
概
観
は
、
出
自
が
転
移
の
一
様
式
に
従
い
、
相
続
や
継
承
の
よ
う
な

他
の
社
会
過
程
が
他
の
様
式
に
従
う
ば
か
り
で
な
く
、
そ
こ
で
は
ま
た
二
種
の

出
自
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
特
に
、
一
地
域
集

団
が
、
族
外
婚
的
な
諸
氏
族
ま
た
は
半
族
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
し

ば
し
ば
お
こ
る
。
地
域
集
団
が
父
系
で
あ
る
の
に
、
氏
族
ま
た
は
半
族
が
母
系

で
あ
る
の
が
ふ
つ
う
の
規
則
で
あ
る
、
混
合
の
も
う
一
つ
の
種
類
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
デ
ィ
エ
リ
族
と
西
ア
フ
リ
カ
の
ト
シ
イ
族
に
見
い
だ
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
出
自
の
異
な
る
様
式
を
も
っ
て
い
る
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
の
二

形
態
が
あ
る
。
父
系
ト
ー
テ
ム
集
団
が
、
お
そ
ら
く
ト
ー
テ
ム
を
も
た
な
い
母

系
諸
氏
族
と
む
す
び
つ
い
て
い
る
南
ア
フ
リ
カ
の
オ
バ
。
ヘ
レ
ロ
族
の
状
態

は
、
出
自
の
二
つ
の
様
式
の
組
み
あ
わ
せ
の
も
う
一
つ
の
例
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
状
態
は
、
一
つ
か
も
う
一
つ
か
の
明
確
な

出
自
様
式
と
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
出
自
が
数
え
ら
れ

な
い
一
方
の
側
の
親
族
者
た
ち
と
の
は
っ
き
り
し
た
社
会
関
係
の
中
に
、
個
人

を
い
れ
る
と
い
う
慣
習
が
あ
る
。
興
味
あ
る
実
例
は
、
遠
く
分
離
さ
れ
た
北
ア

メ
リ
カ
の
ツ
ィ
ム
シ
ャ
ン
族
や
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
リ
デ
ス
諸
島
の
サ
ン
ト
の
人
々
の

あ
い
だ
に
あ
る
。
こ
れ
ら
両
地
域
で
は
、
人
は
そ
の
母
の
ト
ー
テ
ム
氏
族
に
属

す
る
が
、
彼
の
個
人
名
の
一
部
と
し
て
父
の
ト
ー
テ
ム
を
受
け
つ
ぐ
。
譲
渡
の

二
つ
の
様
式
の
混
合
を
示
す
他
の
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
の
形
態
は
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

の
マ
ッ
シ
ム
族
や
フ
ィ
ジ
ー
の
ヴ
ァ
ヌ
ア
・
レ
ヴ
の
人
の
あ
い
だ
に
み
い
だ
さ
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れ
る
。
そ
こ
で
は
、
母
の
社
会
集
団
に
属
し
て
い
る
人
々
は
、
父
の
ト
ー
テ
ム

に
特
別
の
敬
意
を
は
ら
う
。
ま
だ
も
っ
と
風
変
わ
り
な
例
は
、
北
西
太
平
洋
岸

の
ク
ワ
キ
ュ
ト
ル
族
の
そ
れ
で
あ
る
。
人
は
父
の
氏
族
に
属
す
る
が
、
父
が
結

婚
し
た
時
に
妻
の
父
か
ら
う
け
と
っ
た
ト
ー
テ
ム
飾
り
を
父
か
ら
受
け
と
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
間
接
に
母
の
氏
族
と
の
関
係
を
も
つ
の
で
あ
る
。

四

関
連
し
た
諸
状
態

　
現
在
で
は
人
種
と
母
権
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
族
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
族
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
族
、
バ
ン
ツ
ー
族
、
西
ア
フ
リ

カ
の
ネ
グ
ロ
、
北
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
族
を
含
む
多
く
の
人
々
の
あ
い

だ
で
は
、
父
権
と
中
間
諸
形
態
と
が
並
ん
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
コ

ー
カ
サ
ス
や
蒙
古
の
人
々
の
あ
い
だ
に
は
母
権
は
な
い
が
、
こ
の
こ
と
が
い
つ

も
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
欠
如
は
疑
わ
し
い
。
母
権
を
文
化
段
階
と
む
す
び
つ
け

る
こ
と
に
は
も
っ
と
理
由
が
あ
る
。
母
権
を
行
な
う
人
々
の
大
部
分
は
、
段
階

で
は
低
く
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
ア
ッ
サ
ム
の
カ
ア
シ
族
、
イ
ン
ド
の
西
沿
岸

の
人
々
、
ス
マ
ト
ラ
の
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
の
マ
ラ
イ
人
、
北
ア
メ
リ
カ
の
多
く
の

部
族
で
は
、
こ
の
よ
う
な
一
般
化
に
た
い
す
る
明
ら
か
な
例
外
が
あ
る
。

　
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
の
最
も
純
粋
な
形
態
の
母
権
は
、
氏
族
組
織

と
結
合
し
て
だ
け
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
組
織
の
あ
る

特
定
の
形
態
と
結
び
つ
い
て
は
い
な
い
。
共
同
体
全
体
が
二
つ
の
族
外
婚
的
半

族
を
形
づ
く
る
二
分
制
度
は
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
で
は
つ
ね
に
母
系
で
あ
り
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
階
級
婚
制
度
と
く
み
あ
っ
て
い
な
い
が
、
北
ア
メ
リ
カ
の
二

分
制
度
は
時
に
は
父
系
で
あ
る
。

　
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
は
出
自
の
ど
ち
ら
か
の
形
態
と
は
、
な
お
も
あ
ま
り
関
連
づ

け
ら
れ
て
い
な
い
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
一
つ
は
母
系
出

自
と
む
す
び
つ
い
て
お
り
、
他
は
父
系
出
自
と
む
す
び
つ
い
て
い
る
、
ト
ー
テ

ミ
ズ
ム
の
二
つ
の
形
態
さ
え
、
あ
る
人
々
は
も
っ
か
も
し
れ
な
い
。
母
系
譲
渡

の
い
く
つ
か
の
場
合
を
と
も
な
っ
て
い
る
父
の
ト
ー
テ
ム
と
の
特
別
．
な
関
係

は
、
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
と
父
権
と
の
独
特
な
結
び
つ
き
を
示
唆
し
て
い
る
。
他
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

考
察
は
ま
た
ト
ー
テ
ム
組
織
が
父
系
で
あ
り
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。

地
域
基
盤
に
・
も
と
つ
く
社
会
制
度
、
と
く
に
地
域
族
外
婚
を
も
つ
社
会
制
度

は
、
ふ
つ
う
父
系
で
あ
る
。
親
族
関
係
が
双
方
で
ひ
と
し
く
重
要
で
あ
る
氏
族

組
織
が
欠
け
て
い
る
社
会
で
は
、
相
続
と
継
承
が
母
系
で
あ
る
こ
と
は
例
外
的

で
あ
る
。

　
　
　
　
（
1
）
閃
。
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］
≦
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一
雪
①
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①
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母
権
が
特
に
氏
族
組
織
と
結
び
つ
い
て
い
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
類
別
制
　
　
一

の
親
族
名
称
体
系
す
な
わ
ち
「
氏
族
」
的
親
族
名
称
体
系
と
関
連
し
て
い
る
の

を
み
い
だ
す
こ
と
を
期
待
す
る
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
類
別
制
親
族
名
称
体
系
　
　
【

を
用
い
ず
に
、
明
確
な
母
権
を
も
っ
た
人
々
を
な
ん
ら
し
ら
な
い
。
こ
の
相
関

関
係
は
、
類
別
制
親
族
名
称
体
系
と
血
族
制
度
が
並
ん
で
存
在
し
て
い
る
ア
フ

リ
カ
の
多
く
の
地
方
で
は
、
と
く
に
い
ち
じ
る
し
い
。
こ
の
よ
う
に
英
領
エ
ジ

プ
ト
・
ス
ー
ダ
ン
で
は
、
類
別
制
親
族
名
称
体
系
を
も
ち
い
て
い
る
人
々
は
ヌ

ー
バ
族
だ
け
で
あ
り
、
か
れ
ら
は
ま
た
、
母
権
を
慣
行
し
て
い
る
唯
一
の
人
々

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
母
系
制
度
か
ら
父
系
制
度
へ
の
転
移
を
明
確
に
示
し
て
い

る
西
ア
フ
リ
カ
の
一
連
の
人
々
の
な
か
で
、
類
別
制
親
族
名
称
体
系
を
持
ち
、

社
会
制
度
が
も
っ
と
も
は
っ
き
り
と
母
系
で
あ
る
の
は
ト
シ
イ
族
で
あ
る
（
上

掲
書
、
八
五
六
頁
左
欄
を
み
よ
）
。

　
母
権
が
と
く
に
農
業
と
関
連
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
想
定
す
る
に
は
い
く

つ
か
の
理
由
が
あ
る
。
北
ア
メ
リ
カ
で
は
典
型
的
な
氏
族
制
度
が
、
と
く
に
ト



　
　
　
　
　
（
1
）

ウ
モ
ロ
コ
シ
地
方
に
み
い
だ
さ
れ
る
。
ア
フ
リ
カ
で
は
母
権
は
、
父
権
が
牧
畜

生
活
と
関
連
す
る
の
に
対
し
て
、
主
と
七
て
農
業
に
よ
っ
て
生
活
す
る
人
々
の

あ
い
だ
に
特
に
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
関
連
は
け
っ

し
て
普
遍
的
で
は
な
い
。

　
　
　
　
（
1
）
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母
権
の
残
存

　
こ
の
表
現
に
よ
っ
て
父
系
の
基
盤
の
う
え
に
組
織
さ
れ
た
社
会
に
お
い
て
み

い
だ
さ
れ
た
社
会
的
慣
習
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
は
母
権
の
本
質
的
随
伴
物

が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
こ
の
社
会
形
態
の
よ
り
初
期
の
存
在
の
痕
跡
で
あ
る
と
推

定
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
諸
慣
習
の
も
っ
と
も
主
要
な
も
の
は
、

男
と
そ
の
母
の
兄
弟
の
あ
い
だ
の
関
係
で
あ
る
。
出
自
、
相
続
、
継
承
が
父
系

で
あ
る
多
く
の
人
々
は
、
母
権
の
社
会
的
慣
行
の
な
か
で
顕
著
で
あ
る
よ
う
な

男
と
そ
の
姉
妹
の
子
供
と
の
あ
い
だ
の
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
関
係
の
存
在
を
し

め
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
そ
の
よ
う
な
残
存
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
母
の

兄
弟
の
権
威
を
示
す
と
こ
ろ
で
は
特
に
あ
り
そ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
伯

叔
父
の
な
に
が
し
か
の
財
産
を
受
け
と
る
甥
の
権
限
は
、
姉
妹
の
息
子
が
そ
の

伯
叔
父
の
品
物
の
相
続
者
で
あ
る
と
い
う
社
会
状
態
の
自
然
的
な
残
存
で
も
あ

る
。
男
と
そ
の
母
の
兄
弟
の
あ
い
だ
の
こ
れ
ら
の
諸
関
係
が
、
母
権
の
残
存
で

あ
る
と
い
う
見
解
の
主
張
者
た
ち
は
、
権
威
ま
た
は
財
産
に
た
い
す
る
そ
の
よ

う
な
諸
権
利
は
た
や
す
く
放
棄
さ
れ
な
い
が
、
土
ハ
同
体
の
正
式
な
諸
規
律
が
権

威
ま
た
は
財
産
の
別
の
譲
渡
を
さ
だ
め
た
ず
っ
と
あ
と
で
は
、
一
つ
の
形
態
あ

る
い
は
別
の
形
態
を
固
持
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
、
心
理
的
に
自
然
で
あ
る

と
み
な
し
て
い
る
。

　
半
血
兄
弟
と
姉
妹
の
婚
姻
は
、
同
父
異
母
た
ち
の
と
き
は
、
母
権
の
残
存
と

み
な
さ
れ
て
い
る
。
父
を
通
し
て
の
親
族
関
係
に
な
ん
ら
か
の
大
き
い
重
要
性

を
あ
た
え
て
い
る
社
会
で
は
、
そ
の
よ
う
な
婚
姻
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
母

を
通
し
て
の
親
族
関
係
に
特
別
の
尊
敬
を
は
ら
う
人
々
の
あ
い
だ
で
は
自
然
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
婚
姻
の
こ
の
形
態
が
、
父
系
の
人
々
の
あ
い
だ
で
み
ら
れ

る
と
き
に
は
、
そ
れ
は
先
行
す
る
母
権
の
状
態
を
示
す
と
さ
れ
て
い
る
。

　
母
権
の
そ
の
他
の
残
存
は
、
伝
説
と
神
話
の
な
か
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

氏
族
ま
た
は
部
族
の
出
自
が
、
女
先
祖
に
帰
せ
ら
れ
る
母
系
の
人
々
の
あ
い
だ

で
は
、
し
ば
し
ば
そ
う
い
う
事
例
が
あ
り
、
父
系
の
人
々
の
あ
い
だ
で
の
女
先

祖
に
た
い
す
る
信
仰
は
、
母
権
の
残
存
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

定
さ
れ
る
残
存
は
、
偶
然
の
父
親
殺
し
に
つ
い
て
の
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
神
話
の

テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
の
父
の
知
識
の
欠
如
は
、
妻
方
居
住
婚
の
よ
り
顕
著
な
諸

形
態
の
な
か
で
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
人
々
の
神
話
の
な
か
の
テ
ー

マ
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
、
人
々
が
か
っ
て
母
権
の
謹
選
に
い
た
と
い
う
証

拠
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
ア
マ
ゾ
ー
ン
伝
説
も
ま
た
母
権
の
な
ご
り
と
解
釈
さ

れ
て
い
る
。
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擬
娩
や
交
叉
い
と
こ
婚
の
よ
う
な
社
会
的
慣
習
と
の
関
係
は
あ
ま
り
直
接
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
へ

で
は
な
い
。
あ
る
学
説
に
従
え
ば
、
批
点
は
子
供
に
権
利
を
主
張
す
る
父
の
側

の
願
望
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
慣
習
の
説
明
を
採
用
す
る
人
々

は
、
そ
れ
が
父
系
社
会
に
み
い
だ
さ
れ
る
と
き
に
は
、
母
権
の
残
存
と
み
な
す

だ
ろ
う
。
一
方
、
世
界
の
い
く
つ
か
の
地
域
に
あ
る
交
叉
い
と
こ
婚
（
前
掲

書
、
四
二
五
頁
以
下
を
参
照
）
は
、
母
権
の
状
態
の
も
と
で
、
彼
の
息
子
が
相

続
入
の
一
人
で
あ
る
女
と
結
婚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
財
産
を
獲
得
す
る

だ
ろ
う
と
い
う
父
の
願
望
を
通
し
て
存
在
し
て
き
た
と
信
ず
る
根
拠
と
な
っ
て

一30一



い
る
。
母
権
の
残
存
か
も
し
れ
な
い
他
の
慣
習
は
、
王
の
娘
ま
た
は
姉
妹
が
子

供
た
ち
を
生
ま
な
い
と
い
う
ア
フ
リ
カ
の
い
く
つ
か
の
地
域
に
み
い
だ
さ
れ
る

規
律
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
禁
止
は
、
姉
妹
の
息
子
に
よ
る
継
承
を
終
ら
せ
る

だ
ろ
う
。

　
語
源
学
は
ま
た
、
か
っ
て
の
母
権
の
証
拠
の
た
め
に
求
あ
ら
れ
る
。
た
と
え

ば
、
氏
族
名
の
た
め
の
中
国
語
は
「
女
か
ら
生
れ
た
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
と
い
う
事
実
は
、
中
国
で
の
母
系
出
自
を
し
め
す
と
さ
れ
て
い
る
。
　
「
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

族
」
の
た
め
の
ア
ラ
ビ
ア
語
の
由
来
は
、
初
期
の
セ
ム
族
社
会
の
場
合
に
、
同

じ
よ
う
な
結
論
を
支
持
す
る
た
め
に
あ
げ
ら
れ
る
。
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世
界
の
い
く
つ
か
の
地
方
で
、
母
権
の
状
態
が
、
父
権
の
状
態
か
ま
た
は
社

会
的
諸
権
利
が
父
と
母
の
双
方
の
親
族
者
た
ち
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
社

会
組
織
の
形
態
か
、
の
ど
ち
ら
か
に
変
化
し
た
と
い
う
明
確
な
証
拠
を
、
わ
れ

わ
れ
は
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
母
権
の
あ
る
形
態
が
か
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
存
在
し
た
と
い
う
証
拠
が
あ
る
が
、
ス
ー
ダ
ン
で
は
、
今
で
は
は
っ
き
り

と
父
系
で
あ
る
ベ
ジ
ャ
族
が
五
〇
〇
年
ま
え
に
、
母
系
で
の
系
譜
を
保
ち
、
姉

妹
の
息
子
か
娘
に
財
産
を
譲
渡
し
た
と
い
う
歴
史
的
な
証
拠
が
あ
る
。
ま
た
メ

ラ
ネ
シ
ア
と
ア
メ
リ
カ
の
い
く
つ
か
の
地
方
に
は
、
母
系
制
度
か
ら
父
系
制
度

へ
の
変
化
の
疑
う
余
地
の
な
い
証
拠
が
あ
る
。
変
化
は
ま
だ
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
の

い
く
つ
か
の
地
方
で
進
行
中
で
あ
る
。
他
方
、
反
対
の
方
向
に
変
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
世
界
の
い
く
つ
か
の
地
方
か
ら
の
決
定
的
な
証
拠
は
な

い
。
そ
の
結
果
、
母
系
制
度
か
ら
父
系
制
度
へ
の
変
化
が
人
類
社
会
の
歴
史
の

普
遍
的
な
特
徴
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
多
く
の
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
支
持

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
命
題
は
、
多
く
の
人
類
学
者
た
ち
の
あ
い
だ
で
定

説
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
定
説
は
、
最
近
、
二
つ
の
方
面
か
ら
攻
撃
さ
れ
て
い
る
。
母
権
が
優
先

す
る
と
の
考
え
方
は
、
社
会
組
織
の
こ
の
形
態
を
も
つ
人
々
の
低
い
文
化
の
状

態
に
よ
っ
て
、
世
界
の
多
く
の
地
方
で
支
持
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
す
で
に

指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
普
遍
的
に
真
実
で
は
な
く
て
、
北
ア
メ
リ
カ
の
民

族
学
の
研
究
者
た
ち
は
定
説
を
疑
問
に
し
て
い
る
。
母
系
の
イ
ロ
ク
ォ
イ
族
や

プ
エ
ブ
ロ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
族
が
、
大
陸
の
も
っ
と
も
進
ん
だ
人
々
で
あ
る
と

い
う
の
が
大
き
い
理
由
で
あ
る
。
攻
撃
の
い
ま
一
つ
の
系
統
は
、
社
会
制
度
の

歴
史
に
対
す
る
多
く
の
研
究
者
た
ち
の
態
度
の
中
で
、
最
近
お
こ
っ
て
い
る
変

化
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
母
権
の
よ
う
な
人
類
社
会
の
あ
る
所
産
は
普

遍
的
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
、
全
体
と
し
て
の
人
類
社
会
が
、
ど
こ
で
も
同
じ
方

向
に
進
み
、
同
じ
諸
段
階
を
通
っ
た
と
い
う
進
化
の
比
較
的
単
純
な
過
程
の
所

産
で
あ
る
と
い
う
信
念
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
の
信
念
に
よ
っ
て
鼓

舞
さ
れ
た
も
の
た
ち
に
た
い
し
て
、
母
権
が
し
ば
し
ば
父
権
へ
変
化
し
、
そ
し

て
こ
の
順
列
が
普
遍
的
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
が
、

必
要
な
だ
け
で
あ
る
。
だ
が
、
多
く
の
研
究
者
た
ち
の
な
か
に
、
人
類
社
会
は

進
化
の
単
純
な
過
程
の
結
果
で
は
な
く
て
、
途
方
も
な
く
多
様
な
諸
形
態
が
、

諸
文
化
の
混
交
に
よ
っ
て
生
じ
た
高
度
に
複
雑
な
過
程
に
よ
っ
て
、
き
づ
き
あ

げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
確
信
が
生
じ
て
き
た
。
も
し
母
権
と
父
権
の
間
の

転
換
が
、
人
々
の
混
交
の
結
果
と
し
て
発
生
し
た
の
な
ら
、
一
形
態
が
つ
ね
に

他
の
形
態
に
先
行
し
た
こ
と
を
発
見
す
る
の
を
、
わ
れ
わ
れ
は
期
待
で
き
な
い

だ
ろ
う
。
し
か
し
人
類
進
歩
の
非
常
な
複
雑
さ
の
中
で
、
母
系
制
度
は
時
折
に
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は
、
父
系
制
度
の
上
に
重
ね
ら
れ
、
そ
し
て
時
に
は
父
権
は
母
権
に
変
化
し
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
あ
り
そ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
見
地
す
な
わ
ち
、
も
っ

と
も
名
高
い
支
持
者
で
あ
る
F
・
グ
レ
ー
ブ
ナ
ー
や
W
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
見
地

を
採
用
し
た
研
究
者
た
ち
の
一
学
派
は
、
世
界
の
も
っ
と
も
多
く
の
地
方
で
は

母
系
の
移
住
者
た
ち
が
初
期
の
父
系
の
人
々
の
間
に
定
住
し
た
の
で
あ
っ
て
、

主
要
な
変
化
は
父
権
か
ら
母
権
へ
で
あ
り
、
反
対
の
方
向
で
は
な
い
と
信
じ
て

い
る
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
も
っ
と
も
は
っ
き
り
し
た
支
持
者
た
ち
で
あ
る
。
母

系
出
自
を
も
つ
二
分
組
織
を
持
っ
て
い
る
人
々
が
、
父
系
ト
ー
テ
ム
の
人
々
の

中
に
移
住
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
世
界
の
多
く
の
地
方
に
み
ら
れ
る
二
種
類

の
社
会
の
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
中
間
諸
形
態
を
生
み
だ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
学

派
に
よ
れ
ば
、
あ
る
地
域
で
み
い
だ
さ
れ
る
母
系
制
度
か
ら
父
系
制
度
へ
の
疑

う
余
地
の
な
い
変
化
は
、
も
っ
と
後
代
の
移
動
の
結
果
で
あ
り
、
メ
ラ
ネ
シ
ア

で
の
変
化
は
、
た
と
え
ば
比
較
的
後
代
の
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
移
民
に
帰
す
べ
き

こ
と
で
あ
り
、
北
ア
メ
リ
カ
で
の
変
化
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
影
響
に
帰
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
。

　
グ
レ
ー
ブ
ナ
ー
や
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
優
勢
な
見
解
に
た
い
す
る
反
対
を
、
は
る

か
に
遠
く
す
す
め
た
こ
と
と
、
彼
ら
が
そ
の
意
見
の
基
盤
と
し
た
証
拠
が
正
し

く
な
い
と
推
定
す
る
こ
と
に
は
、
お
お
い
に
理
由
が
あ
る
。
し
か
し
、
世
界
中

い
た
る
と
こ
ろ
で
、
も
っ
と
も
だ
び
た
び
お
こ
る
過
程
が
母
権
か
ら
父
権
へ
の

転
移
で
あ
る
こ
と
は
、
お
お
が
た
だ
し
か
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
反
対
の
変
化
は

お
こ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
方
向
へ
の
変
化
の
も
っ
と
も
強
力

な
証
拠
を
し
め
し
て
い
る
地
域
は
北
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
イ
ロ
ク
ォ
イ
族
や
プ

エ
ブ
ロ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
族
の
よ
う
な
母
系
の
人
々
の
い
く
つ
か
が
、
大
陸
で

の
も
っ
と
も
進
ん
だ
文
化
を
も
つ
の
み
な
ら
ず
、
デ
ネ
族
や
北
方
ア
タ
パ
ス
カ

ン
族
の
よ
う
な
人
々
は
、
出
自
の
両
方
の
系
統
を
行
っ
て
お
り
、
父
系
様
式
を

お
こ
な
う
低
い
文
化
の
人
々
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
以
前
に
父
系
で
あ
っ
た
か

ら
、
あ
る
い
は
氏
族
組
織
の
な
ん
ら
か
の
形
態
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
人
々
に

よ
っ
て
、
別
の
人
々
か
ら
母
系
制
度
が
引
き
つ
が
れ
た
明
確
な
証
拠
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
北
ア
メ
リ
カ
の
い
く
つ
か
の
人
々
は
、
出
自
の
一
つ
の
様
式

が
他
の
様
式
に
変
化
す
る
た
め
の
機
構
を
備
え
て
い
る
慣
習
を
も
っ
て
い
る
。

個
人
名
は
し
ば
し
ば
半
族
ま
た
は
氏
族
と
は
っ
き
り
結
び
つ
い
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
社
会
集
団
は
特
別
に
そ
の
成
員
た
ち
の
た
め
に
名
前
を
留
存
し
て
お

く
、
シ
ョ
ー
ニ
ー
族
の
よ
う
な
北
ア
メ
リ
カ
の
母
系
の
人
々
の
あ
い
だ
で
は
、

父
は
そ
の
氏
族
名
を
そ
の
子
供
に
あ
た
え
る
。
こ
う
し
て
彼
自
身
の
社
会
集
団

へ
の
子
供
の
移
動
に
た
い
し
て
、
は
っ
き
り
し
た
処
置
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
あ
る
い
は
類
似
し
た
機
構
は
、
逆
方
向
へ
の
変
化
を
助
け
る
た
め
に
は

た
ら
く
こ
と
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
父
権
か
ら
母
権
へ
の
変
化
の
例
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
民
族
学
者
た
ち
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

て
も
っ
と
も
し
ば
し
ば
だ
さ
れ
る
事
例
の
一
つ
は
、
ク
ワ
キ
ゥ
ト
ル
族
の
そ
れ

に
あ
る
。
こ
の
人
々
は
父
系
出
自
を
お
こ
な
う
が
、
男
が
そ
の
妻
の
父
の
飾
り

を
う
け
と
る
と
い
う
独
特
な
制
度
は
、
彼
ら
の
北
方
の
母
系
の
隣
人
で
あ
る
ツ

ィ
ム
シ
ャ
ン
族
や
ハ
イ
ダ
族
の
影
響
の
せ
い
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
他
の
諸

例
は
、
母
系
二
分
組
織
を
採
用
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
人
々
で
あ
る
ト
リ

ン
キ
ッ
ト
族
と
境
を
接
す
る
ア
タ
パ
ス
カ
ン
部
族
で
あ
り
、
ツ
ィ
ム
シ
ャ
ン
族

か
ら
彼
ら
の
母
系
の
四
氏
族
制
度
を
受
け
と
っ
た
と
い
わ
れ
る
別
の
ア
タ
パ
ス

カ
ン
部
族
で
あ
る
タ
ク
リ
部
族
の
バ
ビ
ン
分
族
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
1
）
悶
●
し
U
o
p
。
ρ
§
．
9
堕
さ
栖
さ
勲
一
Q
。
縮
℃
㍗
ω
ω
ら
●

　
世
界
の
そ
の
他
の
地
方
で
は
、
変
化
は
母
系
様
式
か
ら
父
系
様
式
へ
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
い
う
は
つ
き
り
し
た
証
拠
が
あ
る
。
メ
ラ
ネ
シ
ア
に
お
い
て
変
化
は
こ
の
方
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向
で
あ
る
こ
と
を
示
す
多
数
の
証
拠
が
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
さ
え
、
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
の
マ
ッ
シ
ム
族
の
高
度
に
発
達
し
た
母
権
の
よ
う
な
あ
る
状
態
は
、
よ

り
後
期
の
母
系
の
影
響
に
よ
っ
て
助
成
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
で
は
、
変
化
は
父
系
の
方
向
で
あ
っ
た
と
信

ず
べ
き
多
く
の
理
由
が
あ
る
。
ト
シ
族
か
ら
イ
ボ
族
ま
で
の
西
ア
フ
リ
カ
の
人

々
の
な
か
で
お
こ
っ
た
母
系
制
度
か
ら
父
系
制
度
へ
の
転
移
は
、
北
東
壱
脅
蝉

っ
て
く
る
移
住
者
た
ち
の
ゆ
る
や
か
な
侵
入
を
示
し
て
い
る
。
移
住
者
た
ち
が

住
み
つ
い
た
人
々
の
間
で
首
長
た
ち
と
な
っ
た
。
東
で
は
完
全
に
彼
ら
の
父
系

制
度
を
採
り
い
れ
て
い
る
の
に
、
西
へ
進
ん
だ
人
々
の
大
多
数
の
間
で
は
出
自

を
変
え
る
こ
と
を
成
し
と
げ
え
な
か
っ
た
。
バ
ン
ツ
ー
族
の
な
か
に
み
ら
れ
る

転
移
や
バ
・
ガ
ン
ダ
族
や
ア
マ
・
ズ
ー
ル
ー
族
の
よ
う
な
人
々
の
間
の
高
い
文

化
発
展
と
父
系
譲
渡
と
の
む
す
び
つ
き
は
、
そ
の
時
ま
で
農
業
で
成
功
し
て
い

た
母
系
集
団
の
間
へ
の
、
父
系
の
遊
牧
の
人
々
の
移
住
の
結
果
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
　
　
　
（
1
）
幻
貯
①
さ
凶
剛
・
り
ρ
留
9

七

起
　
源

　
わ
れ
わ
れ
が
社
会
組
織
の
こ
の
形
態
の
歴
史
を
知
る
ま
で
は
、
詳
細
に
そ
の

起
源
を
議
論
す
る
こ
と
は
有
益
で
は
な
い
。
し
か
し
提
示
さ
れ
て
い
る
い
く
つ

か
の
す
ぐ
れ
た
見
解
に
は
言
及
し
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
第
一
に
、
母
権
は
性
的
乱
婚
や
集
団
婚
の
自
然
的
な
結
果
で
あ
る
と
広
く
思

わ
れ
て
い
る
。
あ
る
社
会
で
は
、
父
性
は
あ
ま
り
重
要
で
は
な
い
。
そ
の
社
会

的
諸
権
利
を
母
に
よ
る
と
し
て
い
る
社
会
で
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
別
の
見
解

は
、
母
系
出
自
は
三
方
居
住
婚
の
二
次
的
な
結
果
で
あ
る
と
す
る
。
夫
が
単
に

そ
の
妻
を
た
つ
ね
る
に
す
ぎ
ず
、
彼
女
の
世
帯
の
な
か
で
部
外
者
で
あ
る
と
こ

ろ
で
は
、
出
自
と
そ
の
他
の
社
会
過
程
は
、
母
と
子
の
間
の
関
係
に
も
と
つ
く

こ
と
が
予
期
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
第
三
の
見
解
は
、
母
権
を
女
人
統
治
か

ら
、
特
に
農
業
に
お
け
る
女
の
重
要
性
か
ら
生
ず
る
社
会
状
態
と
み
な
し
て
い

る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
特
に
北
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
農
業
技
術
の
高
度
の

発
展
と
母
権
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
は
理
由
が
あ
る
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が

女
人
統
治
の
も
っ
と
も
は
っ
き
り
し
た
証
拠
を
も
つ
の
は
、
こ
の
大
陸
に
お
い

て
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
　
文
　
献

　
J
・
J
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
「
母
権
論
』
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
、
【
八
六
一
年

刊
。
第
二
版
、
バ
ー
ゼ
ル
、
一
八
九
七
年
刊
。
『
タ
ナ
タ
イ
ル
伝
説
』
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

グ
、
一
八
七
〇
年
刊
。
「
古
代
書
簡
』
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
、
一
八
八
一
年
刊
。
」
・
F
・

マ
ク
レ
ナ
ン
「
古
代
史
研
究
』
第
｝
集
、
ロ
ン
ド
ン
、
一
八
七
六
年
刊
。
」
・
H
・
モ

ル
ガ
ン
『
古
代
社
会
』
、
ロ
ン
ド
ン
、
一
八
七
七
年
刊
。
L
・
フ
ォ
ン
・
ダ
ル
グ
ン
『
母

権
と
掠
奪
婚
と
ゲ
ル
マ
ン
法
と
生
活
に
お
け
る
遣
制
』
、
ブ
レ
ス
ロ
ー
、
「
八
八
三
年

刊
。
『
母
権
と
父
権
』
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
一
八
九
二
年
刊
。
A
・
ジ
ロ
ー
・
ト
ゥ
ー
ロ

ン
『
婚
姻
と
家
族
の
起
源
』
、
パ
リ
、
　
一
八
八
四
年
。
C
・
N
・
シ
ュ
タ
ル
ケ
『
原
始

家
族
』
、
　
ロ
ン
ド
ン
、
一
八
八
九
年
刊
。
E
・
B
・
タ
イ
ラ
ー
「
「
九
世
紀
」
誌
、
第

四
〇
号
〔
一
八
九
六
年
刊
〕
八
一
ペ
ー
ジ
以
下
。
E
・
グ
ロ
セ
「
家
族
の
諸
形
態
と
世

帯
の
諸
形
態
』
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
・
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
一
八
九
六
年
刊
。
M
・
A
・
ポ

ッ
タ
ー
「
ソ
ー
ラ
ブ
と
ル
ー
ス
タ
ム
』
、
　
ロ
ン
ド
ン
、
一
九
〇
二
年
刊
。
E
・
B
・
ハ

ー
ト
ラ
ン
ド
『
原
始
父
性
』
、
　
ロ
ン
ド
ン
、
　
一
九
〇
九
年
刊
。
J
・
G
・
フ
レ
ー
ザ
i

「
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
と
族
外
婚
』
、
ロ
ン
ド
ン
、
一
九
一
〇
年
刊
。
ま
た
A
・
H
・
ポ
ス

ト
「
民
族
法
学
要
綱
』
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
・
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
一
八
九
四
～
九
五
年

刊
、
第
一
巻
、
七
一
～
七
九
頁
、
八
三
～
九
〇
頁
、
一
＝
二
～
「
＝
六
頁
を
み
よ
。
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バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
邦
訳
文
献
に
つ
い
て

石
　
原
　
通
　
子

　
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
著
作
の
邦
訳
は
、
戦
前
に
は
富
野
敬
照
氏
に
よ
っ
て

な
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
富
野
氏
の
最
高
の
功
績
は
『
母
権
論
』
　
（
白
揚

社
一
九
三
八
年
刊
）
の
訳
で
あ
っ
た
。
こ
の
訳
本
に
は
『
母
権
論
・
序
説
』

（一

ｪ
六
一
年
刊
）
と
『
自
叙
伝
』
（
一
八
五
四
年
刊
）
が
訳
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
彼
は
『
死
と
霊
魂
』
　
（
白
報
賞
「
九
三
九
年
刊
）
と
い
う
表
題
で
『
古
代

墳
墓
の
象
徴
の
研
究
』
　
（
一
八
五
九
年
刊
）
を
抜
粋
し
て
訳
し
て
い
る
。
さ
ら

に
『
愛
情
論
』
　
（
万
里
閣
一
九
四
六
年
刊
）
と
い
う
表
題
で
の
訳
が
あ
る
が
、

バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
ど
の
著
作
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
か
が
わ
か
っ
て
い
な

い
。

　
そ
の
ほ
か
の
訳
本
の
原
典
は
、
カ
ー
ル
。
モ
イ
リ
ー
編
『
バ
ッ
田
印
ー
フ
ェ

ン
全
集
』
の
な
か
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
　
『
母
権
論
・
序
説
』
は
第
二
巻
一

九
四
八
年
刊
に
あ
り
、
『
自
叙
伝
』
は
第
九
巻
に
収
録
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
ま
だ
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。
　
『
古
代
墳
墓
の
象
徴
の
研
究
』
は
第
四
巻

一
九
五
四
年
刊
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
富
野
氏
の
業
績
の
す
べ
て
に
つ

い
て
は
、
　
「
女
性
史
研
究
」
誌
第
三
集
の
拙
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
戦
後
に
な
っ
て
、
民
族
学
の
研
究
も
い
ち
ぢ
る
し
く
深
ま
っ
て
き
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
　
「
家
族
史
の
研
究
は
一
八
六
一
年
、
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
『
母

権
論
』
の
刊
行
を
も
っ
て
は
じ
ま
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
の
名
著
は
、
そ
の
難

解
の
た
め
に
、
な
か
な
か
邦
訳
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
富
野
氏
に
よ
る
『
母
権
論

・
序
説
』
の
訳
出
か
ら
三
八
年
す
ぎ
た
一
九
七
六
年
に
、
井
上
五
郎
氏
に
よ
っ

て
新
訳
「
母
権
論
・
序
説
』
（
「
女
性
史
研
究
」
誌
第
三
集
所
収
）
が
よ
う
や
く

だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
中
川
善
之
助
氏
の
富
野
訳
本
に
つ
い
て
書
評
の
言
葉
を

か
り
れ
ば
、
つ
い
に
「
二
番
錯
」
が
う
た
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
女
性

史
・
家
族
史
研
究
の
基
礎
の
一
つ
が
新
訳
さ
れ
た
意
義
の
ふ
か
さ
を
痛
感
さ
せ

ら
れ
る
。

　
ま
た
井
上
貴
美
子
氏
に
よ
っ
て
『
母
権
論
』
の
目
次
が
訳
さ
れ
た
こ
と
は
、

い
よ
い
よ
『
母
権
論
』
本
文
の
糸
口
が
と
き
ほ
ぐ
し
は
じ
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
の
を
示
す
の
で
あ
り
、
そ
の
本
文
の
邦
訳
も
近
い
将
来
に
な
さ
れ
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
布
村
一
夫
編
訳
『
モ
ル
ガ
ン
「
古
代
社

会
」
資
料
』
（
共
同
体
社
一
九
七
七
年
刊
）
の
な
か
に
、
「
モ
ル
ガ
ン
・
バ
ッ
ハ

オ
ー
フ
ェ
ン
往
復
書
簡
」
が
訳
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
全
集
第
一
〇
巻
一
九

⊥脈

ﾇ
年
刊
に
お
さ
あ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
八
七
四
年
一
二
月
二
五
日
の
モ
ル
ガ
ン
の
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
へ
の
手
紙

　　　mm



に
は
じ
ま
り
、
モ
ル
ガ
ン
が
死
去
し
た
年
で
あ
る
一
八
八
一
年
の
一
月
二
七
日

の
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
へ
の
手
紙
に
お
わ
る
、
お
よ
そ
六
年
の
あ
い
だ
の
モ
ル

ガ
ン
の
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
へ
の
手
紙
七
通
と
、
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
モ
ル

ガ
ン
へ
の
手
紙
五
通
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
文
通
の
ま
え
に
、
モ
ル
ガ
ン
は
バ
ッ
寝
相
ー
フ
ェ
ン
の
『
母
権
論
』
を

す
で
に
入
手
し
て
お
り
、
一
八
七
〇
年
か
ら
七
一
年
へ
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

旅
行
に
よ
っ
て
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
遺
跡
に
ふ
か
い
関
心
を
し
め
し
、
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
調
査
か
ら
み
ち
び
き
だ
し
た
原
始
社
会
組
織
と
の
関
連
に
注
意
を

む
け
て
い
た
。
そ
れ
が
『
古
代
社
会
』
の
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
氏
族
に
つ
い

て
の
記
述
の
な
か
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ

ン
も
モ
ル
ガ
ン
の
『
イ
ロ
ク
ォ
イ
連
盟
』
　
（
一
八
五
一
年
刊
）
と
「
人
類
家
族

の
血
族
と
姻
族
の
諸
名
称
体
系
』
　
（
一
八
七
〇
年
刊
）
を
入
手
し
て
い
て
、
と

く
に
あ
と
の
『
諸
名
称
体
系
』
を
高
く
評
価
し
、
モ
ル
ガ
ン
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

調
査
か
ら
ま
な
ば
な
け
れ
ば
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
古
典
古
代
は
と
け
な
い

こ
と
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
『
タ
ナ
タ
イ
ル
伝
説
』
　
（
一
八
七

〇
年
刊
）
を
モ
ル
ガ
ン
へ
贈
る
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
最
初
の
モ
ル
ガ

ン
の
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
手
紙
は
、
こ
の
贈
呈
に
た
い
す
る
謝
辞
で
は
じ
ま

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
と
モ
ル
ガ
ン
は
、
た
が
い
に

そ
の
研
究
に
大
き
な
尊
敬
と
関
心
を
い
だ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
つ
い
で
、
こ
の
文
通
が
つ
づ
い
て
い
る
と
き
に
、
モ
ル
ガ
ン
は
『
古
代
社
会
』

（一

ｪ
七
七
年
刊
）
を
刊
行
し
て
、
こ
れ
を
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
へ
贈
る
。
バ

ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
『
古
代
書
簡
』
　
（
第
一
巻
一
八
八
一
年
刊
、
第
二
巻
一
八

八
六
年
刊
）
の
刊
行
へ
む
か
っ
て
資
料
を
あ
つ
め
、
モ
ル
ガ
ン
の
氏
族
組
織
や

伯
叔
父
権
に
つ
い
て
の
考
え
を
ま
な
び
と
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
モ
ル
ガ
ン
へ

の
献
辞
を
か
か
げ
た
『
古
代
書
簡
』
第
一
巻
を
モ
ル
ガ
ン
へ
贈
る
の
で
あ
る

が
、
二
人
口
あ
い
だ
の
あ
た
た
か
な
友
情
と
学
問
へ
の
精
進
の
よ
う
す
が
、
往

復
書
簡
の
な
か
に
い
き
い
き
と
よ
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
こ
に
つ
け
ら
れ
た
編
注
は
『
モ
ル
ガ
ン
遺
文
集
』
の
な
か
の
イ
・

ヴ
ィ
ン
ニ
コ
フ
に
よ
る
編
注
の
訳
で
あ
る
が
、
こ
の
分
野
で
は
第
一
人
置
で
あ

る
布
村
氏
の
訳
注
と
と
も
に
、
貴
重
な
解
説
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
バ
ッ
一
汁
ー
フ
ェ
ン
と
モ
ル
ガ
ン
の
往
復
書
簡
は
、
　
竃
簿
臼
置
＝
①
営

N
目
b
d
巴
『
o
臨
。
口
ω
∪
9
。
ω
竃
口
耳
①
罎
8
匿
．
国
①
鑓
齪
ω
伊
q
①
σ
q
①
げ
①
昌
く
。
昌
国
。
房
－
匂
母
－

ぴ
q
①
乱
国
。
ぎ
「
8
げ
ω
・
男
「
国
泊
明
h
口
耳
9
ヨ
］
≦
巴
昌
6
胡
●
　
の
な
か
に
ド
イ
ツ
語
で

抄
訳
さ
れ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
三
図
・
布
村
一
夫

　
　
　
モ
ル
ガ
ン
『
古
代
社
会
』
資
料

　
『
古
代
社
会
』
の
刊
行
一
〇
〇
年
を
記
念
し
て
、
つ
ぎ
の
遺
文
や
手
紙

を
あ
つ
め
た
資
料
集
で
あ
る
。

｛8）　（7）　（6）　（5）　（4）　｛3）　（2）　（O

モ
ル
ガ
ン
・
パ
ー
カ
ー
往
復
書
簡

リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
へ
の
手
紙

時
代
区
分
の
表

モ
ン
テ
ス
ー
マ
の
正
餐

ネ
ー
シ
ョ
ン
誌
へ
の
手
紙

『
古
代
社
会
』
訂
補

『
カ
ミ
ラ
ロ
イ
部
族
と
ク
ル
ナ
イ
部
族
』
へ
の
序
文

モ
ル
ガ
ン
・
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
往
復
書
簡

頒
価

　
　
　
　
府
中
市
日
鋼
団
地
一
ニ
ー
四
〇
七

六
〇
〇
〇
円
　

共
同
体
社
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昭
穆
制
と
　
ク
　
一
フ

ス
組
織

森

華
　
子

　
古
代
社
会
の
、
最
も
古
代
的
な
遺
制
と
さ
れ
て
い
る
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

社
会
組
織
ほ
ど
興
味
深
い
も
の
は
な
い
と
思
う
。

　
高
群
逸
枝
の
『
日
本
婚
姻
史
』
も
第
一
章
原
始
時
代
の
と
こ
ろ
で
、
中
国
の

「
昭
穆
制
」
は
、
こ
れ
を
母
胎
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
の
べ
て
い
る
。
手
代

の
辞
書
『
爾
雅
』
の
釈
親
指
が
の
べ
る
親
族
関
係
は
実
に
不
思
議
な
も
の
で
、
私

ど
も
は
一
見
し
て
な
ん
の
こ
と
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
が
、
高
群
氏
は
こ
の

奇
妙
な
親
族
関
係
の
背
後
に
母
系
制
を
つ
き
と
め
、
見
事
に
解
読
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
基
準
は
、
時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
と
「
父
と
子
は
異
族
で
、
祖
と

孫
は
同
族
」
で
あ
っ
た
遠
い
族
外
婚
的
族
制
に
ま
で
到
達
す
る
と
の
べ
、
次
の

よ
う
な
阿
部
武
彦
説
を
紹
介
す
る
。

　
「
昭
穆
制
度
は
、
周
の
民
族
が
、
我
々
が
考
え
る
よ
う
な
血
縁
に
よ
る
父
子

継
承
以
前
に
於
て
、
確
然
と
二
分
さ
れ
た
昭
と
穆
と
の
二
集
団
を
推
測
せ
し
め

る
も
の
で
あ
り
、
祖
父
と
孫
と
は
同
じ
集
団
に
属
し
、
血
縁
的
に
祖
孫
と
見
る

の
で
は
な
く
し
て
、
お
互
い
に
一
つ
の
集
団
に
属
す
る
も
の
と
意
識
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
か
よ
う
な
昭
穆
制
度
は
単
に
廟
内
の
み
に
存
在
す
る
の
で
は
な

く
、
墓
次
や
世
次
や
族
食
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
何
等
か
の
根
拠
に
基

づ
い
て
廟
、
墓
、
お
よ
び
族
人
を
二
分
す
る
制
度
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
昭
穆
．

制
度
は
一
般
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
そ
の
他
の
未
開
民
族
に
於
け
る
結
婚
階
級
と

比
較
さ
れ
る
」
（
阿
部
武
彦
『
氏
姓
』
）
。
『
史
記
』
全
訳
（
小
竹
文
夫
、
武
夫
訳
）

を
読
ん
で
い
る
と
き
、
ふ
と
こ
の
記
述
を
思
い
出
し
て
疑
問
に
と
り
つ
か
れ
た

の
で
あ
る
。

　
『
史
記
』
に
は
「
同
姓
不
婚
」
の
テ
ー
マ
が
随
所
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、
愚

心
制
と
の
間
に
は
越
え
が
た
い
矛
盾
が
あ
る
。
昭
穆
制
が
父
系
家
族
の
系
譜
に

二
分
組
織
を
刻
印
す
る
も
の
な
ら
、
　
「
姓
」
と
は
関
係
の
な
い
標
識
な
の
で
あ

り
、
　
「
姓
」
と
同
義
の
標
識
な
ら
「
同
姓
不
婚
」
は
成
立
し
な
い
。
即
ち
父
系

を
超
点
と
し
た
「
同
姓
不
婚
」
は
周
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
あ
る
。
組
織
と
し
て
の
母
系
制
と
父
系
制
は
、
看
板
を
か
け
か
え
る
よ
う
に

し
て
転
換
す
る
こ
と
が
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
高
群
氏
の
よ
う
に
「
過
渡
期
」
と
見
れ
ば
一
層
の
こ
と
、
族
滅
の
歴
史
を
経

過
せ
ず
に
は
前
に
も
後
に
も
つ
な
が
ら
な
い
は
ず
な
の
で
あ
る
。

　
右
の
よ
う
な
疑
問
か
ら
出
発
し
て
、
私
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
ラ
ス
組
織

を
図
式
化
し
、
氏
族
化
の
過
程
を
手
ぐ
り
寄
せ
て
み
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

一36一



二

　
「
太
古
的
形
態
に
お
け
る
氏
族
の
二
つ
の
基
本
的
規
則
、
す
な
わ
ち
兄
弟
姉

妹
間
の
通
婚
の
禁
止
な
ら
び
に
女
系
の
出
自
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
諸
階
層

に
見
出
さ
れ
る
。
最
後
の
事
実
は
、
氏
族
が
出
現
し
た
と
き
、
完
全
に
明
確
に

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
当
時
子
供
た
ち
は
彼
ら
の
母
の
氏
族
に
見

出
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
氏
族
を
生
ず
る
べ
き
階
層
の
自
然
的
順
応
は
、
の
ち

に
そ
れ
が
現
実
的
に
発
生
し
た
と
こ
ろ
の
そ
の
蓋
然
性
を
示
唆
す
る
に
十
分
明

瞭
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
蓋
然
性
に
は
、
氏
族
が
こ
こ
で
は
先
行
的
な

し
か
も
さ
ら
に
太
古
的
な
組
織
一
な
お
社
会
組
織
の
単
位
で
あ
り
、
ま
さ
に

氏
族
に
属
す
る
地
位
1
と
の
関
連
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
と
い
う
事
実
に
よ

っ
て
強
化
さ
れ
る
」
（
L
・
H
・
モ
ル
ガ
ン
『
古
代
社
会
』
第
三
篇
第
三
章
E

「
氏
族
組
織
の
起
源
」
青
山
訳
、
下
巻
二
二
〇
1
二
二
一
頁
）
。

　
気
む
ず
か
し
い
表
現
で
あ
る
が
、
モ
ル
ガ
ン
体
系
の
中
で
与
え
ら
れ
た
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
ラ
ス
組
織
の
意
義
は
こ
の
文
章
に
、
す
べ
て
要
約
さ
れ
て
い

る
と
思
う
。

　
「
性
を
基
礎
と
す
る
社
会
組
織
」
と
い
う
表
題
を
与
え
ら
れ
た
第
二
早
歌
一

章
に
は
、
カ
ミ
ラ
ロ
イ
族
の
ク
ラ
ス
組
織
が
詳
細
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
ま
ま
図
式
化
し
た
の
が
第
一
図
で
あ
る
（
ク
ラ
ス
名
は
以
後
ロ
ー
マ
字
を

代
置
す
る
）
。
殆
ど
説
明
を
要
し
な
い
と
思
う
が
、
大
文
字
と
小
文
字
は
兄
弟

姉
妹
で
あ
り
、
通
婚
ク
ラ
ス
に
対
し
て
、
母
子
関
係
の
ク
ラ
ス
は
す
べ
て
誓
言

で
あ
る
。
こ
れ
を
原
型
と
し
て
継
次
的
に
図
式
化
し
た
の
が
第
二
図
で
あ
る
。

両
端
の
母
系
が
、
二
分
組
織
と
い
う
名
称
の
基
本
を
な
す
も
の
で
、
原
私
的
に

は
族
内
に
置
か
れ
た
二
つ
の
母
系
で
あ
り
、
こ
れ
を
二
氏
族
と
見
な
し
て
も
婚

姻
ク
ラ
ス
に
関
す
る
変
更
は
な
い
。

　
両
母
系
の
通
婚
ク
ラ
ス
と
し
て
中
央
に
配
列
さ
れ
た
男
子
の
ク
ラ
ス
は
代
毎

に
交
差
し
て
父
子
の
関
係
に
あ
る
。
つ
ま
り
A
C
、
D
B
の
男
子
集
団
二
系
譜

が
、
ク
ラ
ス
組
織
と
し
て
明
瞭
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
高
群
氏
の
昭
穆
関
係
と

比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
両
端
の
母
系
が
昭
（
S
）
穆
（
B
）
の
標
識
を
持
っ
て
い
る
と
、
中
央
の
父

系
は
S
B
、
B
S
の
二
系
と
な
っ
て
現
れ
る
。
然
し
こ
れ
で
は
阿
部
説
に
接
近

し
、
　
「
純
母
系
的
な
親
族
観
念
や
呼
称
で
息
づ
い
て
い
た
時
代
に
は
、
昭
鉱
石

観
念
や
呼
称
は
存
在
す
る
余
地
が
な
か
っ
た
」
と
し
て
過
渡
期
の
社
会
事
情
と

見
る
高
群
説
で
は
、
こ
の
の
ち
に
発
展
し
た
母
系
氏
族
が
さ
ら
に
父
系
化
す
る

段
階
の
学
説
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
さ
ら
に
、
氏
族
に
編
成
さ
れ
た
カ
ミ
ラ
ロ
イ
族
の
ク
ラ
ス
関
係
を
図

式
化
し
た
の
が
第
三
図
で
あ
る
。
第
二
図
の
両
母
系
は
、
大
言
蜥
と
火
喰
鳥
と

い
う
氏
族
名
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
姉
妹
氏
族
に
分
岐
し
て
六
氏
族
に
な
っ
て

い
る
が
、
と
り
あ
え
ず
四
氏
族
間
の
通
婚
関
係
を
図
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

族
内
二
分
の
時
の
ブ
ナ
ル
ア
集
団
は
相
互
に
四
分
の
一
で
あ
る
が
、
四
氏
族
間

で
は
八
分
の
↓
に
縮
少
さ
れ
る
。
継
続
的
な
近
親
結
婚
を
避
け
る
た
め
に
、
ブ

ナ
ル
ア
集
団
が
特
定
の
氏
族
間
に
限
定
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
と
私
は
考

え
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
ま
ま
総
論
関
係
に
移
し
て
も
矛
盾
は
な
い
。
こ
こ

で
昭
と
穆
と
は
姉
妹
氏
族
の
工
と
皿
の
亜
族
標
識
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
モ
ル

ガ
ン
体
系
の
法
則
性
か
ら
す
れ
ば
、
組
織
は
家
族
形
態
の
進
歩
の
後
を
追
い
か

け
て
記
録
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
昭
穆
制
は
過
渡
期
に
創
設
さ
れ
た
の
で
は

な
く
、
太
古
的
な
組
織
の
遺
存
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら

こ
れ
は
私
の
読
み
落
し
に
よ
る
間
違
い
で
あ
っ
た
。
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三

　
「
こ
の
革
新
は
階
級
を
打
破
す
る
傾
向
を
も
っ
た
こ
と
を
除
け
ば
明
ら
か
に

退
歩
的
運
動
で
あ
っ
た
ろ
う
。
カ
ミ
ラ
ロ
イ
族
内
の
進
歩
の
方
向
は
、
そ
れ
が

観
察
し
う
る
限
り
で
は
、
階
級
か
ら
氏
族
へ
の
方
向
で
あ
り
、
そ
し
て
氏
族
を

階
級
の
代
り
に
社
会
組
織
の
単
位
と
す
る
傾
向
を
伴
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
運

動
に
お
い
て
は
圧
到
的
な
同
棲
制
度
が
そ
の
阻
止
的
要
素
で
あ
っ
た
。
社
会
的

進
歩
は
同
棲
制
度
の
範
囲
を
縮
臆
せ
ず
し
て
は
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
縮

少
は
ま
た
階
級
が
そ
れ
に
伴
う
特
権
を
も
っ
て
十
分
な
活
躍
を
な
し
て
い
る
限

り
は
不
可
能
で
あ
っ
た
」
と
論
評
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
第
一
図
に
見
る
兄
弟

と
姉
妹
は
氏
族
制
度
に
よ
っ
て
、
自
重
以
外
の
姉
妹
氏
族
の
同
じ
ク
ラ
ス
と
の

油
糧
が
解
除
さ
れ
て
お
り
、
ブ
ナ
ル
ア
集
団
は
逆
に
拡
大
さ
れ
て
「
退
歩
的
運

動
」
の
様
相
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
進
歩
の
、
当
然
の
成
り
行
き
と
考
え
ら
れ
た
第
三
図
は
あ
り

得
な
い
し
、
昭
と
穆
も
、
氏
族
ま
た
は
胞
族
の
標
識
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
に

な
っ
た
。

　
し
か
し
、
モ
ル
ガ
ン
の
考
察
に
も
多
少
矛
盾
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。
カ
ミ
ラ
ロ
イ
族
の
一
革
新
と
し
て
の
区
長
解
除
に
続
け
て
モ
ル
ガ
ン
は

の
べ
る
「
t
氏
族
中
の
単
三
組
中
の
男
の
階
級
は
今
や
同
じ
三
組
の
中
の
残

り
の
二
氏
族
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
女
の
階
級
と
結
婚
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
以
前
は
彼
ら
に
除
外
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
フ
ィ
ゾ
ン
氏
か
ら
送
ら
れ
た
覚
え
書
は
、
こ
こ
に
示
し
た
ほ
ど
十
分
野
は
変

化
を
示
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
」
と
。

　
そ
れ
は
変
化
を
示
す
は
ず
が
な
い
。
一
図
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
も
そ
も

四
分
組
織
は
兄
弟
姉
妹
間
と
、
親
子
間
の
禁
婚
を
目
的
と
し
て
お
り
、
婚
姻
の

権
利
と
義
務
に
つ
い
て
、
ク
ラ
ス
は
男
女
に
平
等
で
あ
っ
た
か
ら
、
個
人
と
し

て
の
父
を
指
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
　
「
子
供
た
ち
」
に
対
し
て
、

「
父
親
た
ち
」
は
集
団
と
し
て
指
定
さ
れ
て
お
り
、
禁
婚
ク
ラ
ス
に
組
織
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
氏
族
編
成
に
よ
っ
て
、
氏
族
外
の
二
つ
の
ク
ラ
ス
が
婚
姻

ク
ラ
ス
と
な
れ
ば
、
す
べ
て
の
親
子
関
係
の
ク
ラ
ス
、
即
ち
も
う
二
つ
の
ク
ラ

ス
の
禁
婚
は
解
除
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
。
各
氏
族
の
子
供
た
ち
の
父
親
集
団

は
、
他
の
全
氏
族
に
拡
散
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
同
棲
制
度
が
そ
れ
を
阻

止
す
る
ま
で
は
、
残
り
の
ク
ラ
ス
の
下
愚
は
解
除
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
し
、
母
系

制
は
ま
た
同
棲
制
度
の
阻
止
的
要
素
と
な
る
が
故
に
、
親
子
間
の
ク
ラ
ス
は
長

く
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
た
可
能
性
が
強
い
の
で
あ
る
。

　
モ
ル
ガ
ン
も
別
な
と
こ
ろ
で
は
こ
う
書
い
て
い
る
。
　
「
中
国
人
に
お
い
て

も
、
ハ
ワ
イ
人
に
お
い
て
も
、
血
族
が
世
代
に
よ
っ
て
諸
々
の
範
疇
に
概
括
化

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
同
｝
の
階
梯
に
属
す
る
傍
系
親
は
す
べ
て

相
互
に
兄
弟
姉
妹
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
結
婚
と
家
族
と

は
こ
の
階
梯
内
に
お
い
て
形
成
さ
れ
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
、
ま
た
夫
婦
に

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
ぬ
　
　
　
へ
　
　
　
も

関
す
る
か
ぎ
り
、
こ
の
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
る
」
（
『
古
代
社
会
』
第
三
篇
第
二

立
早
。
傍
長
船
筆
ア
著
）
。

　
カ
ミ
ラ
ロ
イ
族
の
氏
族
制
度
と
、
こ
の
中
国
人
、
ハ
ワ
イ
人
の
結
婚
と
家
族

に
対
す
る
考
え
方
は
一
致
し
て
お
り
、
親
世
代
と
子
世
代
間
の
禁
婚
シ
ス
テ
ム

は
注
目
す
べ
き
課
題
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
女
性
史
研
究
」
誌
第
四
集
に
W
・
H
・
R
・
リ
ヴ
ァ
ー
ス
の
『
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
社
会
組
織
』
に
ア
ル
ン
タ
族
の
八
階
級
制
度
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
継
続
図
に
移
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
驚
い
た
こ
と
に
失
敗
作
の
第
三
図
と

全
く
同
じ
婚
姻
関
係
に
な
っ
た
。
族
内
に
四
つ
の
母
系
が
内
包
さ
れ
て
い
る
た

め
に
、
四
氏
族
に
よ
る
八
分
ク
ラ
ス
と
同
じ
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
も

一39一



し
ア
ル
ン
タ
族
が
、
現
実
に
父
系
集
団
に
組
織
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
さ
き
に
の
べ
た
親
子
間
の
禁
婚
ク
ラ
ス
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
こ
の
複
雑
な
制
度
」
と
度
々
書
か
れ
て
い
る
婚
姻
関
係
は
、
母
に
よ
っ
て

た
ど
ら
れ
る
と
そ
れ
ほ
ど
複
雑
で
は
な
い
。
ナ
ガ
ン
ジ
と
呼
ば
れ
る
女
性
は
、

婚
姻
ク
ラ
ス
の
相
互
に
位
置
し
て
、
子
供
た
ち
の
配
偶
者
を
決
め
る
権
威
的
な

存
在
ら
し
く
、
相
互
に
父
の
姉
妹
の
直
系
の
娘
で
あ
っ
て
、
そ
の
子
供
た
ち
が

相
互
に
婚
姻
ク
ラ
ス
な
の
で
あ
る
。
ア
ル
ン
タ
族
は
八
分
組
織
を
維
持
し
た
ま

ま
父
系
氏
族
に
組
織
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
母
系
を
起
点
と
し
た
婚
姻
ク
ラ
ス
を

維
持
す
る
限
り
母
系
制
な
の
で
あ
る
。
カ
ミ
ラ
ロ
イ
族
と
は
正
反
対
に
、
父
親

集
団
の
中
の
母
親
た
ち
は
四
つ
の
母
系
に
均
等
に
分
散
し
て
お
り
、
父
系
組
織

の
強
化
と
共
に
婚
姻
ク
ラ
ス
は
荷
厄
介
な
作
法
と
な
り
や
が
て
廃
止
さ
れ
る
時

が
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
婚
姻
ク
ラ
ス
は
、
ブ
ナ
ル
ア
集
団
の
限
定
を
理
由
と
し

て
父
系
の
組
織
化
と
、
氏
族
編
成
を
契
機
と
し
て
母
系
の
組
織
化
を
、
直
接

に
、
同
時
進
行
で
出
発
さ
せ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

四

　
昭
穆
制
が
母
系
氏
族
型
で
あ
る
こ
と
は
、
高
群
氏
の
解
説
し
た
親
族
関
係
に

よ
っ
て
た
し
か
で
あ
る
か
ら
、
試
み
に
『
史
記
』
頭
書
に
あ
る
五
帝
の
系
譜
を

第
二
図
に
は
め
こ
ん
だ
の
が
第
五
図
で
あ
る
。

　
五
帝
の
う
ち
、
黄
帝
を
の
ぞ
く
四
帝
は
出
際
ク
ラ
ス
に
属
し
、
黄
帝
と
萬
は

同
じ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
帝
業
は
、
帝
領
項
の
従
兄
弟
の
子
で
族
子
で
あ
る
と
い

う
の
も
そ
の
通
り
で
、
蜀
山
氏
の
姉
妹
の
子
で
あ
る
。
昌
意
か
ら
七
世
の
孫
で

あ
る
帝
舜
は
、
帝
尭
が
彼
に
め
あ
わ
せ
た
二
人
の
娘
の
二
代
ず
れ
た
婚
姻
ク
ラ

ス
に
当
る
。
次
に
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
二
つ
の
父
系
を
切
り
離
し
て
み
る
と
、

高
群
氏
の
昭
穆
関
係
に
よ
く
似
た
系
譜
が
で
き
る
。
昭
と
穆
に
相
当
す
る
表
示

が
氏
族
、
ま
た
は
越
南
で
な
い
と
す
れ
ば
、
親
子
別
の
ク
ラ
ス
で
し
か
な
い
わ

け
で
あ
る
。

　
私
の
最
初
の
疑
問
点
、
父
系
氏
族
へ
の
接
続
は
ど
う
解
決
さ
れ
る
だ
ろ
う

か
。
二
つ
の
父
系
の
う
ち
の
一
系
は
、
尭
か
ら
舜
に
禅
譲
さ
れ
、
舜
か
ら
黄
帝

の
玄
孫
で
あ
る
萬
に
禅
譲
さ
れ
て
、
夏
王
朝
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
　
『
史
記
』
の
中
の
萬
は
、
尭
の
子
と
舜
の
子
に
「
も
と
の
天
子
の
嗣
子
の

服
装
を
許
し
礼
楽
も
も
と
ど
お
り
の
も
の
を
用
い
、
天
子
に
会
う
時
は
賓
客
の

礼
を
お
こ
な
っ
て
、
臣
下
で
は
な
い
こ
と
と
し
」
た
の
で
あ
る
が
、
母
系
制
の

も
と
に
二
つ
の
父
系
か
ら
五
帝
を
出
し
た
部
族
は
、
こ
こ
で
夏
后
氏
と
い
う
世

襲
の
王
朝
を
載
き
、
同
時
に
、
母
系
制
と
ク
ラ
ス
組
織
を
終
了
さ
せ
た
こ
と
に

な
る
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
図
式
に
お
け
る
難
点
は
、
黄
帝
の
息
子
で
あ
る
玄
舘
が
、
同
母
系
の
姉

妹
と
婚
姻
ク
ラ
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
が
、
　
「
五
帝
本
紀
」
に
つ
い

て
の
司
馬
遷
の
コ
メ
ン
ト
は
ま
こ
と
に
意
味
深
長
で
あ
っ
て
、
太
古
的
な
世
界

を
彷
彿
さ
せ
る
。

　
「
学
者
か
五
帝
の
事
績
を
論
ず
る
の
は
久
し
い
こ
と
だ
が
、
尚
書
に
は
た
だ

帝
尭
以
来
の
こ
と
を
記
し
て
あ
る
だ
け
で
黄
帝
の
こ
と
を
記
し
た
の
は
百
家
の

書
で
あ
る
。
し
か
し
百
家
の
書
は
文
章
が
典
雅
穏
当
で
な
く
、
貴
顕
、
学
者
に

は
妄
誕
過
ぎ
る
の
で
、
口
に
す
る
の
も
は
ば
か
ら
れ
る
。
孔
子
の
伝
え
た
宰
予

価
や
、
五
帝
徳
・
為
損
姓
は
、
経
伝
に
記
さ
れ
て
な
い
の
で
、
漢
の
儒
者
は
聖

人
の
言
で
は
な
い
と
し
て
多
く
伝
え
学
ば
な
い
。
わ
た
し
は
か
っ
て
旅
行
を
試

み
、
西
は
空
士
に
行
き
、
北
は
測
串
を
訪
ね
、
東
は
海
に
至
り
、
南
は
江
准
に

浮
か
ん
だ
が
、
長
者
老
人
が
、
往
々
黄
帝
や
起
業
を
語
る
地
方
に
行
く
と
、
三
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教
が
ほ
か
の
地
方
と
ち
が
っ
て
い
た
。
総
じ
て
古
文
を
離
れ
な
い
も
の
が
真
実

に
近
く
、
わ
た
し
が
春
秋
や
国
語
を
読
む
と
、
五
帝
徳
や
帝
繋
姓
の
記
述
で
明

ら
か
に
発
明
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
思
う
に
、
た
だ
深
く
考
え
ぬ
だ
け
の
こ
と
、

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
け
っ
し
て
虚
言
で
は
な
い
。
身
為
は
一
部
分
が
欠
け
て

い
る
が
、
散
逸
し
た
部
分
は
往
々
他
の
書
物
に
記
さ
れ
て
い
る
。
学
問
を
好

み
、
深
く
思
い
、
心
に
そ
の
意
を
知
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
浅
見
寡
聞
の
者
に

は
か
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
も
む
だ
で
あ
ろ
う
。
わ
た
し
は
こ
れ
ら
の
説
を
検

討
し
、
こ
と
ば
の
も
っ
と
も
典
雅
な
も
の
を
え
ら
ん
で
、
こ
の
篇
を
著
し
、
本

紀
の
書
の
は
じ
め
と
し
た
。
」

　
典
雅
で
は
な
い
言
葉
を
そ
の
ま
ま
記
録
し
て
く
れ
た
方
が
あ
り
が
た
か
っ
た

の
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
中
国
の
古
制
は
、
モ
ル
ガ
ン
の
い
う
「
太
古
の
骨
組
」

を
直
接
継
承
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
母
系
制
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
た
つ
も
り
が
、
読
み
ち
が
い
の
結
果
と
は
い

え
、
親
子
ク
ラ
ス
が
大
き
く
浮
か
び
上
っ
て
き
て
、
わ
れ
な
が
ら
意
外
性
に
驚

い
て
い
る
が
、
私
に
は
昭
穆
制
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
の
知
識
が
な
い
。
諸
氏
の

ご
教
示
を
得
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

矛
盾
に
満
ち
た
今
日
の
女
性
問
題
、
教
育
問
題
i
そ
の
接
点
に
位
置
す
る
家
庭
科
教
育
を
問
い
直
す

月
刊

「
家
庭
科
教
育
」

●
五
月
号
　
子
供
の
し
あ
わ
せ
は
ど
こ
に
　
●
六
月
号
　
父
親
の
し
あ
わ
せ
は
ど
こ
に

●
七
月
号
　
母
親
の
し
あ
わ
せ
は
ど
こ
に
　
●
七
月
増
刊
号
　
戦
後
家
庭
科
教
育
の
変
遷

年
間
講
読
料
（
増
刊
号
を
含
む
）
半
年
三
八
○
○
円

お
申
し
込
み
は
、
も
よ
り
の
書
店
ま
た
は
左
記
へ

112

一
年
七
六
〇
〇
円

東
京
都
文
京
区
目
白
台
三
一
一
二
一
四

　
　
　
家
　
　
政
　
　
教
　
　
育
　
　
社

　
　
　
　
　
T
E
L
　
O
3
・
9
4
5
・
6
2
2
4

　
　
　
　
　
振
替
東
京
7
2
3
8
2
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日
本
に
お
け
る
母

服
　
藤
　
早
　
苗

　
古
代
の
民
衆
生
活
が
垣
間
み
ら
れ
る
万
葉
集
に
は
東
国
か
ら
は
る
ば
る
九

州
へ
と
苦
役
に
か
り
た
て
ら
れ
る
防
人
達
の
歌
が
残
さ
れ
て
い
る
。
強
制
的

に
旅
立
た
さ
れ
る
彼
ら
の
苦
し
み
や
、
別
離
の
悲
哀
が
数
多
く
み
い
だ
さ
れ

る
が
、
彼
ら
の
歌
の
中
で
父
母
の
占
め
る
位
置
を
分
類
す
る
と
、
父
の
み
が

一
首
で
あ
る
の
に
母
の
み
詠
わ
れ
て
い
る
の
が
空
読
首
で
あ
り
、
父
母
と
連

な
る
の
と
同
数
あ
る
。
母
と
の
別
離
を
な
げ
き
、
遠
い
異
郷
の
地
で
母
の
無

事
を
祈
り
、
母
と
の
再
会
を
希
い
ね
が
う
東
男
達
の
母
へ
よ
せ
る
か
ぎ
り
な

い
思
慕
の
念
は
、
現
在
で
も
我
々
の
心
を
う
つ
。
こ
れ
ら
の
歌
の
背
景
に
は

日
常
母
と
子
が
密
接
な
結
び
つ
き
を
し
め
し
、
母
達
が
、
子
を
慈
し
み
育
ん

で
い
る
姿
が
浮
か
び
あ
が
る
。
万
葉
集
に
は
そ
の
他
、
子
の
婚
姻
に
母
が
重

要
な
承
諾
権
を
も
つ
こ
と
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

　
先
日
の
朝
日
新
聞
の
天
声
人
語
に
よ
る
と
、
「
あ
な
た
の
好
き
な
文
字
は
」

と
い
う
社
研
の
調
査
の
結
果
で
は
、
母
が
十
三
位
で
あ
る
の
に
父
は
九
十
二

位
で
最
下
位
で
あ
っ
た
と
い
う
。
現
在
で
も
子
に
と
っ
て
母
は
、
権
威
あ
る

者
で
あ
り
、
心
の
故
郷
と
で
も
よ
べ
る
者
で
あ
る
よ
う
だ
。
又
社
会
通
念
で

も
あ
る
ら
し
い
。
浅
間
山
荘
事
件
で
立
て
込
も
る
学
生
達
の
母
親
を
つ
れ
出

し
、
涙
な
が
ら
に
訴
え
さ
せ
た
あ
の
悪
評
高
い
警
察
の
や
り
口
に
は
、
そ
の

事
実
が
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
よ
う
。

　
こ
れ
ら
は
、
胎
内
か
ら
幼
児
期
を
経
る
人
の
成
長
過
程
で
母
子
が
深
く
か

か
わ
る
か
ら
だ
と
い
う
母
親
の
機
能
に
求
め
る
見
解
も
存
し
よ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
母
性
保
護
を
訴
え
る
エ
レ
ン
”
ケ
イ
の
主
張
は
自
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
よ
り
も
、
我
が
国
で
一
番
多
く
読
ま
れ
受
け
入
れ
ら
れ
、
大
正
期
の
あ

の
母
権
論
争
を
ひ
き
お
こ
し
、
そ
の
後
保
育
運
動
に
生
き
つ
づ
け
、
戦
後
の

母
親
運
動
に
ま
で
引
き
つ
が
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
国
際
的
に
も
高
く
評

価
さ
れ
る
母
親
運
動
の
高
ま
り
や
、
「
日
本
の
エ
レ
ン
け
ケ
イ
」
に
な
ら
し
め

た
背
景
に
は
、
他
国
に
比
し
て
我
が
国
に
母
を
尊
重
す
る
風
土
が
存
し
た
か

ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
今
日
の
我
が
国
は
、
母
性
社
会
で
あ
る
と
か
女
性
優
位
の
文
化
社
会
で
あ

る
と
か
の
論
が
多
い
が
、
こ
れ
は
、
今
日
の
社
会
、
文
化
の
基
盤
を
形
成
し

た
古
代
の
万
葉
時
代
が
、
共
同
体
の
不
可
欠
な
農
耕
社
会
で
あ
っ
た
こ
と
と

と
も
に
、
母
系
制
社
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
後
世
の
歴
史
に
与
え
た
影
響
で

あ
り
、
日
本
の
文
化
、
社
会
の
特
質
に
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
古
代
母
系
制
の
解
決
が
早
急
な
課
題

で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
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祖
母
・
母
・
孫
女

吉
　
田
　
淑
　
子

　
「
召
し
む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に
…
…
…
ド
ン
ブ
ラ
コ
、
ド
ン
ブ
ラ
コ
…

…
…
」
　
「
…
…
…
ば
あ
さ
ん
、
ば
あ
さ
ん
、
ち
ょ
っ
と
こ
の
ナ
ワ
を
ゆ
る
め

て
は
い
よ
…
…
…
」
　
コ
局
田
の
馬
場
の
安
さ
ん
安
さ
ん
…
…
…
」

　
幼
い
日
の
夜
、
祖
母
独
特
の
語
り
口
調
で
、
昔
話
や
講
談
話
し
と
と
も
に
、

　
　
　
　
　
　
お
な
ご

　
「
今
か
ら
の
女
は
仕
事
を
も
た
に
や
な
ら
ん
」
と
い
う
こ
と
ば
を
わ
た
し

の
耳
に
の
こ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
な
ご

　
歴
史
に
あ
ら
わ
れ
な
い
、
数
多
く
の
女
た
ち
が
、
　
一
人
一
人
さ
ま
ざ
ま
の

思
い
と
、
生
き
ざ
ま
を
の
こ
し
て
こ
の
世
を
あ
と
に
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

わ
た
し
の
祖
母
も
そ
の
う
ち
の
一
人
だ
っ
た
の
で
す
。
平
塚
ら
い
て
う
も
与

謝
野
晶
子
も
、
ま
し
て
婦
人
解
放
と
い
う
こ
と
ば
さ
え
し
ら
な
か
っ
た
、
片

田
舎
の
明
治
の
女
の
口
か
ら
そ
の
こ
と
ば
を
孫
娘
に
語
り
か
け
る
に
は
、
そ

れ
だ
け
の
礎
石
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
は
「
運
は
絶
対
に
人
間
が
作
り
あ
げ
る
も
の
で
す
。
こ

の
人
生
に
お
け
る
運
や
チ
ャ
ン
ス
、
そ
れ
に
対
す
る
意
志
と
選
択
そ
し
て
偶

然
の
部
分
1
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
自
分
の
運
を
う
ま
く
使
う
こ

と
の
で
き
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
一
つ
の
運
と
い
え
る
」
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

　
男
と
女
の
出
合
い
が
「
偶
然
の
部
分
」
で
あ
れ
ば
、
男
と
女
の
結
び
つ
き

は
「
意
志
と
選
択
」
、
そ
し
て
相
手
の
死
は
「
偶
然
の
部
分
」
、
「
偶
然
の
部

分
」
と
「
意
志
と
選
択
」
は
つ
ね
に
結
び
あ
っ
て
人
間
の
一
生
に
お
と
つ
れ

る
。
そ
し
て
ま
た
そ
こ
に
は
絶
対
に
「
意
志
と
選
択
」
だ
と
言
い
き
れ
な
い

部
分
が
存
在
す
る
と
わ
た
し
に
は
お
も
わ
れ
る
の
で
す
。

　
「
今
か
ら
の
女
は
仕
事
を
持
た
に
や
な
ら
ん
。
」

　
ご
く
平
凡
な
こ
と
ば
で
す
が
、
そ
れ
が
祖
母
の
口
か
ら
で
る
と
き
、
重
い

ひ
び
き
を
わ
た
し
に
あ
た
え
て
い
た
の
で
す
。
母
と
娘
、
そ
の
あ
い
だ
に
あ

る
反
抗
と
葛
藤
を
、
祖
母
と
孫
娘
と
い
う
関
係
が
な
だ
め
す
か
し
、
そ
の
あ

い
だ
に
必
要
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。

　
も
っ
と
も
身
ぢ
か
な
女
、
反
抗
の
対
象
の
母
、
い
つ
し
か
そ
の
母
が
歩
い

て
き
た
道
を
歩
い
て
い
る
自
分
に
き
つ
く
の
で
す
。
そ
し
て
、
ど
こ
か
ら
か

「
し
っ
か
り
せ
ん
か
い
」
と
い
う
男
山
の
声
が
き
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

　
母
と
娘
の
出
A
ロ
い
、
こ
れ
も
ま
た
「
偶
然
の
部
分
」
な
ら
、
永
遠
に
つ
づ

く
「
偶
然
の
部
分
」
で
母
と
娘
は
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
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尾
崎
秀
実
と
そ
の
妻

宮
　
山
　
孝
　
子

　
私
の
青
春
時
代
の
真
只
中
、
見
た
い
、
読
み
た
い
、
や
っ
て
み
た
い
、
と
す

べ
て
に
飢
え
て
い
た
矢
先
、
古
本
屋
か
ら
入
手
し
た
と
い
う
知
人
か
ら
借
り

て
読
ん
だ
、
尾
崎
秀
実
と
妻
英
子
と
の
、
獄
中
交
換
書
簡
集
『
愛
情
は
ふ
る

星
の
ご
と
く
』
に
ひ
ど
く
感
動
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
最
近
読
ん
だ
『
尾

崎
秀
実
伝
』
　
（
友
人
の
風
間
道
太
郎
著
）
に
も
大
き
な
感
銘
を
う
け
た
。

　
尾
崎
秀
実
が
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
連
坐
し
て
敗
戦
の
前
年
十
「
月
十
三
日
絞
首

台
に
消
え
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
だ
が
私
は
こ
の
事
件
の
内
容
に

就
て
詳
し
く
知
る
す
べ
も
な
く
、
そ
れ
以
前
に
、
人
間
尾
崎
秀
実
に
つ
い
て

知
り
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
妻
英
子
は
尾
崎
と
は
二
つ
年
上
の
い
と
こ
同
志
で
あ
る
。
祖
父
母
や
父
母

の
意
志
で
秀
波
（
秀
実
の
兄
）
と
結
婚
し
た
が
、
そ
の
後
尾
崎
が
学
生
時
代

に
は
兄
夫
婦
の
家
に
下
宿
し
た
り
し
て
い
て
、
尾
崎
の
部
屋
に
は
何
時
も
野

心
に
燃
え
る
若
者
が
集
ま
り
、
社
会
問
題
を
論
じ
て
い
た
。
弁
護
士
か
ら
裁

判
所
の
判
事
と
な
っ
て
い
た
父
の
影
響
も
あ
り
、
英
子
は
女
学
校
時
代
か
ら
、

古
典
文
学
に
親
し
み
、
短
歌
も
詠
み
、
佐
々
木
信
綱
の
主
宰
す
る
『
心
の

花
』
と
い
う
短
歌
雑
誌
に
も
投
稿
し
て
い
た
ほ
ど
の
感
受
性
の
強
い
女
性
で

あ
っ
た
。

　
自
分
の
意
志
で
結
ば
れ
た
結
婚
で
も
な
く
、
ま
た
秀
波
と
の
平
凡
な
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
生
活
に
満
足
出
来
な
く
な
っ
た
こ
と
は
想
像
出
来
る
。
兄
夫
婦
の

次
第
に
愛
情
の
冷
え
切
っ
た
様
子
を
伺
い
知
っ
た
秀
実
は
英
子
に
心
を
よ
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
中
に
英
子
は
、
紀
伊
国
屋
書
店
に
勤
務
す
る

こ
と
に
な
り
、
女
性
と
し
て
経
済
的
に
も
独
立
す
る
こ
と
に
よ
り
離
婚
の
既

成
事
実
を
作
り
、
秀
波
の
も
と
か
ら
去
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
英
子
は
尊
敬

と
信
頼
の
も
て
る
理
想
の
男
性
と
し
て
結
ば
れ
る
べ
く
し
て
結
ば
れ
た
幸
せ

な
結
婚
生
活
も
、
尾
崎
の
身
辺
を
と
り
ま
く
、
一
大
事
件
に
遭
遇
す
る
等
と

は
予
測
だ
に
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
活

動
、
ま
た
一
面
政
治
家
的
役
割
に
も
に
た
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
尾
崎
と
行
動

を
共
に
し
て
来
た
も
の
の
、
英
子
自
身
尾
崎
か
ら
そ
こ
ま
で
の
指
導
は
受
け

て
い
な
か
っ
た
た
め
か
、
一
時
期
は
心
淋
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
尾
崎
は
日
本
と
中
国
を
舞
台
に
活
動
し
て
い
る
中
で
、
ア
グ
ネ
ス
・
ス
メ

ド
レ
ー
女
史
と
出
合
い
、
か
な
り
親
密
な
個
人
的
愛
情
の
交
流
も
生
ま
れ
た

が
、
と
も
あ
れ
尾
崎
の
獄
中
よ
り
の
妻
と
娘
へ
の
書
簡
は
、
一
時
期
家
庭
を

顧
み
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
若
干
の
償
い
と
伺
へ
な
く
は
な
い
。
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エ
ン
ゲ
ル
ス　
　
　
・
カ
ウ
ツ
キ
ー
往
復
書
簡

カ
ゥ
ツ
キ
ー
の
論
文
「
婚
姻
と
家
族
の
成
立
」
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
訳
・
井
上
　
五
　
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
≧

1
　
こ
れ
は
、
カ
ウ
ツ
キ
ー
の
論
文
「
婚
姻
と
家
族
の
成
立
」
を
め
ぐ
っ
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
カ
ウ
ツ
キ
ー
の
あ
い
だ
に
か
わ
さ
れ
た
手
紙
を

集
め
た
も
の
で
あ
り
、
底
本
に
は
　
閃
ユ
Φ
曾
8
げ
　
国
昌
σ
q
①
『
．
　
b
d
ユ
o
h
毒
0
9
ω
o
一
　
ヨ
間
け
　
閑
二
二
　
国
国
q
房
民
団
・
N
≦
o
詳
ρ
　
畠
ロ
「
o
げ
　
色
①

　
切
二
〇
h
①
笹
目
二
白
き
3
障
窪
く
Φ
「
〈
o
房
慈
a
貫
。
》
ロ
ω
ぴ
q
騎
・
げ
。
〈
o
昌
　
冨
〉
島
q
臼
　
胃
爵
N
o
律
α
Φ
ω
　
言
胃
邑
ω
3
ロ
ω
．
．
”
　
ぼ
ω
噂

　
鐸
・
ぴ
＄
号
・
〈
o
ロ
　
切
8
①
含
葬
　
出
自
。
暮
ω
ξ
’
≦
δ
昌
　
お
繍
　
を
用
い
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
手
紙
に
つ
い
て
は
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル

　
ス
著
作
集
』
　
（
竃
国
毛
と
略
記
）
第
三
五
巻
、
第
三
六
巻
を
参
照
し
た
（
訳
注
に
あ
る
ζ
国
≦
の
ペ
ー
ジ
は
原
書
ペ
ー
ジ
）
。

2
　
〔
…
…
…
〕
は
省
略
を
示
す
。
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一
　
力
ウ
ツ
キ
ー
か
ら
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ

一
八
八
二
年
五
月
一
一
日

　
〔
…
…
…
…
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ー
ゲ
ン

　
私
は
い
ま
「
婚
姻
と
家
族
の
成
立
」
に
関
す
る
小
論
文
を
書
き
終
え
ま
し
た
　
　
お
よ
そ
六
印
刷
全
紙
の
分
量
で
す
。
こ
れ
が
そ
ん
な
に
貧
弱

な
著
作
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
公
刊
さ
れ
る
前
に
1
雑
誌
の
な
か
で
か
小
冊
子
と
し
て
か
、
ど
の
よ
う
な
形
式
に
な
る
の
か
を
私
は
ま
だ
知
り

ま
せ
ん
が
、
読
ん
で
下
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
た
で
し
ょ
う
。
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
素
材
を
ご
存
知
で
、
そ
れ
を
お
知
ら
せ
下
さ
る
な

ら
ば
、
非
常
に
有
難
い
の
で
す
が
。
い
ろ
い
ろ
な
旅
行
記
や
人
類
学
な
ど
の
ほ
か
に
、
こ
れ
も
ま
た
主
と
し
て
婚
姻
関
係
を
扱
っ
て
い
る
『
古
代

書
簡
』
と
い
う
著
作
を
い
ま
ま
た
出
版
し
た
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
、
ス
ペ
ン
サ
ー
『
社
会
学
』
一
た
い
し
た
価
値
は
あ
り
ま
せ
ん
一
、
ラ
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ッ
ク
、
ポ
ス
ト
、
ジ
ロ
ー
ー
ト
ゥ
ロ
ン
、
モ
ル
ガ
ン
『
諸
名
称
体
系
』
（
ワ
シ
ン
ト
ン
版
）
、
オ
ヴ
ラ
ク
、
マ
ク
レ
ナ
ン
を
特
に
利
用
し
ま
し
た
。

　
第
一
章
は
ヘ
テ
リ
ス
ム
ス
を
、
第
二
章
は
掠
奪
婚
、
第
三
章
は
購
売
婚
、
第
四
章
は
女
人
統
治
制
を
論
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
が
ど

の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
簡
単
に
う
ま
く
述
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
人
び
と
が
再
び
い
っ
か
わ
れ
わ
れ
の
立
場
か
ら
こ
の
よ
う
な

テ
ー
マ
に
ふ
れ
る
の
で
あ
っ
て
も
、
決
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
し
ょ
う
。
玄
た
、
そ
の
こ
と
は
歴
史
的
地
盤
に
お
い
て
の
み
可
能
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
べ
ー
ベ
ル
は
、
彼
の
『
婦
人
論
』
に
お
い
て
今
日
の
発
展
の
未
来
を
叙
述
し
ま
し
た
。
私
は
そ
の
発
展
の
過
去
を
、
そ
こ
か
ら
未
来
を

読
み
取
る
た
め
に
、
叙
述
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
た
と
え
方
法
の
点
で
は
全
く
相
違
し
て
い
る
に
し
て
も
、
あ
る
程
度
ま
で
は
べ
ー
ベ
ル

　
　
　
　
　
　
パ
ン
ダ
　
ン

の
小
冊
子
へ
の
補
完
物
で
す
。

　
〔
…
…
…
…
〕
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ニ
　
エ
ン
ゲ
ル
ス
か
ら
カ
ウ
ツ
キ
ー
へ

一
八
八
三
年
二
月
一
〇
日

　
　
〔
…
…
…
…
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
ヘ
テ
リ
ス
ム
ス
に
関
す
る
あ
な
た
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
私
が
今
で
も
な
お
、
女
の
共
有
（
ま
た
は
女
に
と
っ
て
は
男
の
共
有
）
は
部
族
内
部

の
性
関
係
の
出
発
点
で
あ
っ
た
、
と
い
う
従
来
の
観
点
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
、
あ
な
た
を
不
審
が
ら
せ
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
反

対
す
る
心
理
学
的
理
由
づ
け
、
つ
ま
り
嫉
妬
心
か
ら
と
い
う
そ
れ
は
、
後
代
の
考
え
方
を
混
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
何
百
も
の
事
実
（
こ
れ
に
つ

い
て
は
後
で
）
に
よ
っ
て
反
駁
さ
れ
ま
す
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
こ
の
分
野
で
は
、
か
れ
の
マ
ル
サ
ス
主
義
を
そ
こ
か
ら
採
り
入
れ
て
い
る
経
済
学

に
お
け
る
の
と
同
様
に
、
権
威
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
で
、
わ
れ
わ
れ
は
猿
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
何
も
知
っ
て
い
ま
せ
ん
。
動
物
園
で
の
観

察
は
何
ひ
と
つ
証
明
し
て
お
ら
ず
、
野
生
の
猿
の
群
れ
の
観
察
は
な
し
が
た
く
、
ま
た
、
な
さ
れ
た
と
称
す
る
観
察
は
充
分
で
決
定
的
で
あ
る
と

は
み
な
し
え
ず
、
い
わ
ん
や
普
遍
的
と
は
み
な
し
え
な
い
か
ら
で
す
。
ゴ
リ
ラ
や
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
は
、
群
棲
し
て
い
な
い
の
で
、
も
と
も
と
問

題
外
で
す
。
あ
な
た
が
引
証
さ
れ
て
い
る
ゆ
る
い
一
夫
一
妻
婚
を
も
つ
原
始
諸
部
族
を
私
は
退
化
し
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
半

島
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
人
に
つ
い
て
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
が
証
明
し
ま
し
た
。
原
始
状
態
を
証
明
す
る
も
の
は
粗
野
さ
で
は
な
く
て
、
古
い
部
族
血
縁

紐
帯
の
保
全
の
程
度
な
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
あ
れ
こ
れ
の
部
族
に
お
け
る
個
々
の
現
象
か
ら
結
論
を
だ
す
前
に
、
こ
の
血
縁
紐
帯
が
お
の
お

の
の
場
合
に
確
定
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
半
島
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
人
の
ば
あ
い
、
こ
の
古
い
紐
帯
が
、
そ
れ
に
代
わ
る
他
の
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
る
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

織
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
著
し
く
ゆ
る
ん
で
い
ま
す
。
退
化
の
確
か
な
徴
標
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
半
島
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
人
も
あ
な
た

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
説
を
反
証
し
て
い
ま
す
。
か
れ
ら
の
ば
あ
い
に
も
、
女
た
ち
は
周
期
的
に
繰
り
返
し
共
同
体
に
復
帰
し
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
が
要
点
な
の
で
す

が
、
あ
な
た
は
こ
れ
に
全
然
言
及
し
て
い
ま
せ
ん
。
放
牧
強
制
に
よ
っ
て
土
地
が
周
期
的
に
繰
り
返
し
共
同
体
に
帰
属
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ

と
同
じ
確
実
性
を
も
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
完
全
な
土
地
共
有
を
逆
推
論
し
て
よ
い
の
で
あ
り
、
私
の
考
え
で
は
、
女
が
周
期
的
に
　
　
現
実
的
に
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か
象
徴
的
に
一
共
同
体
に
復
帰
す
る
と
こ
ろ
で
は
ど
こ
で
で
も
、
そ
れ
と
同
じ
確
定
性
を
も
っ
て
、
女
の
原
始
的
共
有
を
推
論
し
う
る
の
で

す
。
そ
し
て
こ
の
復
帰
は
、
あ
な
た
の
半
島
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
人
だ
け
で
は
な
く
て
、
非
常
に
多
く
の
他
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
諸
部
族
に
お
い
て

も
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
入
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
人
、
イ
ン
ド
人
、
ス
ラ
ヴ
人
、
ケ
ル
ト
人
に
お
い
て
も
、
現
実
に
か
象
徴
的

に
か
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
太
古
的
で
、
か
つ
広
く
ゆ
き
わ
た
っ
て
お
り
、
心
理
学
的
な
嫉
妬
心
の
全
論
拠
を
反
駁
し
て
い
ま
す
。
今

後
あ
な
た
が
こ
の
障
害
を
ど
の
よ
う
に
し
て
通
り
抜
け
る
つ
も
り
な
の
か
、
私
は
知
り
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
こ
と
に
触
れ

な
い
で
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
か
ら
。

　
〔
…
…
…
…
〕

ラミー

エ
ン
ゲ
ル
ス
か
ら
カ
ウ
ツ
キ
ー
へ

一
八
八
三
年
三
月
二
日

　　一’

　
親
愛
な
る
カ
ウ
ツ
キ
ー
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
婚
姻
に
関
す
る
あ
な
た
の
第
二
論
文
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
こ
の
論
文
は
、
第
一
論
文
へ
の
私
の
批
判
に
対
す
る
あ
な
た
の
回
答
を
含
ん
で
い

ま
す
か
ら
、
す
ぐ
に
続
け
て
書
き
ま
す
。
今
な
ら
ち
ょ
う
ど
一
時
間
の
ひ
ま
が
あ
り
ま
す
が
、
明
日
は
ひ
ま
が
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
な
に
よ
り
も
ま
ず
私
が
絶
対
に
承
認
で
き
な
い
と
考
え
る
の
は
、
女
の
共
有
を
原
始
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
に
異
論
を
さ
し
は
さ
ん
で
い
る
あ

な
た
が
、
今
度
は
第
二
次
的
な
も
の
と
し
て
持
ち
こ
も
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
土
地
の
で
あ
れ
、
女
の
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
ほ
か

の
も
の
の
で
あ
れ
、
土
ハ
有
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
は
必
ら
ず
原
始
的
で
あ
り
、
動
物
界
か
ら
受
け
つ
が
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
の
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

発
展
は
こ
の
原
始
的
土
ハ
有
の
漸
次
的
な
崩
壊
の
な
か
に
あ
る
の
で
あ
り
、
原
始
的
な
個
別
所
有
か
ら
第
二
次
的
に
共
有
が
発
展
し
た
と
い
う
よ
う

な
事
例
を
決
し
て
み
い
だ
し
ま
せ
ん
。
私
は
こ
の
命
題
を
、
く
つ
が
え
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
、
普
遍
的
に
妥
当
な
も
の
と
み
な
し
て
お
り
、

た
と
え
あ
な
た
が
ご
立
派
な
例
外
一
一
見
し
て
そ
れ
が
ど
ん
な
に
適
切
で
あ
ろ
う
と
も
一
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
に
し
て
も
、
私
は
そ
こ



に
こ
の
命
題
に
反
対
す
る
論
拠
で
は
な
く
て
、
こ
れ
か
ら
解
か
れ
る
べ
き
問
題
点
を
み
る
だ
け
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
次
に
、
あ
な
た
は
第
一
論
文
で
は
嫉
妬
心
に
す
べ
て
を
決
定
さ
せ
、
第
二
論
文
で
は
そ
れ
を
全
く
無
視
す
る
と
い
う
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
で
し
ょ
う
。
第
一
論
文
は
本
質
的
に
は
嫉
妬
心
に
よ
っ
て
の
み
ゆ
る
い
一
夫
一
妻
婚
を
推
論
し
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
以
外
の
理
由

は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
私
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど
重
要
で
な
い
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
も
し
嫉
妬
心
が
自
然
発
生
的
な
性
的
共
有
を
克
服
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
一
そ
し
て
こ
の
共
有
を
あ
な
た
は
間
接
的
に
で
す
が
、
認
め
て
い
ま
す
。
　
「
部
族
内
部
で
は
完
全
な
性
的
自
由
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
」
と
一
、
つ
ま
り
嫉
妬
心
が
こ
の
自
然
発
生
的
な
自
由
を
一
時
的
な
一
夫
一
妻
婚
の
堵
内
に
呪
縛
す
る
こ
と
が
で
き
る
な

ら
ば
、
嫉
妬
心
が
よ
り
小
さ
な
障
害
を
克
服
す
る
こ
と
は
、
も
っ
と
は
る
か
に
容
易
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
戦
争
捕
虜
の
部
族

的
共
有
は
、
さ
ら
に
小
さ
な
障
害
な
の
で
す
。
自
由
民
で
あ
れ
奴
隷
で
あ
れ
、
妻
は
妻
で
す
。
し
か
し
、
夫
の
嫉
妬
心
は
、
女
奴
隷
の
ば
あ
い
に

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

は
、
姦
通
の
権
利
を
持
っ
て
い
る
自
由
民
の
妻
の
ば
あ
い
よ
り
も
、
確
か
に
は
る
か
に
容
易
に
専
有
を
貫
徹
す
る
で
し
ょ
う
！
　
し
か
し
、
戦
争

捕
虜
と
の
婚
姻
が
お
こ
な
わ
れ
は
じ
め
る
よ
う
に
な
る
や
い
な
や
、
突
然
に
夫
た
ち
の
嫉
妬
心
が
な
く
な
り
、
彼
ら
に
と
っ
て
原
始
状
態
に
あ
っ

て
は
あ
れ
ほ
ど
厭
わ
し
か
っ
た
共
有
が
容
認
で
き
る
好
ま
し
い
も
の
に
な
り
、
し
か
も
、
一
夫
一
妻
婚
ま
た
は
一
夫
多
妻
婚
が
す
で
に
お
こ
な
わ

れ
て
か
ら
後
で
さ
え
も
、
セ
ム
系
の
ハ
レ
ム
諸
民
族
に
お
い
て
さ
え
も
、
煮
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
妻
た
ち
が
神
殿
や
そ
の
他
の
と
こ
ろ
で
一
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
時
期
に
相
手
嫌
わ
ず
誰
と
で
も
寝
る
と
い
う
こ
と
に
全
然
反
対
し
な
い
な
ん
て
！
　
い
や
、
ど
う
か
こ
の
問
題
を
そ
ん
な
に
簡
単
に
片
づ
け
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

い
で
下
さ
い
。
あ
な
た
は
、
あ
な
た
に
と
っ
て
や
っ
か
い
な
こ
と
に
な
っ
て
も
、
自
説
に
固
執
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
嫉
妬
心
が
原
始
的
な
性

的
土
山
有
を
妨
げ
た
の
な
ら
ば
、
そ
れ
っ
き
り
資
本
制
社
会
に
い
た
る
ま
で
、
性
的
共
有
の
頭
は
か
じ
り
と
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
あ
な
た
の
第
二

論
文
が
第
一
論
文
を
く
つ
が
え
す
か
、
ま
た
は
そ
の
逆
か
、
で
す
。

　
つ
い
で
に
。
あ
な
た
の
い
う
第
一
段
階
で
は
妻
の
自
由
が
一
夫
一
妻
婚
に
寄
与
し
た
、
何
故
な
ら
ば
、
抑
圧
と
い
う
も
の
は
問
題
に
な
り
え
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

か
っ
た
か
ら
だ
、
と
い
う
こ
と
に
私
は
反
対
で
す
。
性
的
共
有
が
抑
圧
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
論
拠
は
、
そ
れ
自
体
が
黒
ま
り
で
あ
り
、
男
た

へち
の
た
め
に
、
男
た
ち
の
毒
素
に
よ
つ
で
、
単
な
る
女
共
有
と
い
う
観
念
か
ら
生
じ
た
現
代
的
な
曲
解
で
す
。
こ
の
よ
う
な
観
念
は
原
始
状
態
に
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へ

と
っ
て
は
全
く
無
縁
な
も
の
で
す
。
性
的
共
有
は
両
性
に
と
っ
て
自
由
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　
い
ま
、
あ
な
た
は
誤
ま
っ
た
見
解
を
反
駁
し
て
い
る
に
し
て
も
、
ま
だ
、
曲
解
の
根
底
に
あ
る
正
し
い
事
実
を
反
駁
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
。
あ
な
た
は
、
す
べ
て
の
性
的
共
有
と
そ
の
痕
跡
と
を
異
族
の
女
と
の
掠
奪
婚
に
還
元
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
婚
姻
形
態
を
、
支

配
的
な
形
態
と
し
て
、
非
常
に
広
く
普
及
し
て
い
た
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
あ
な
た
は
そ
れ
に
対
す
る
い
さ
さ
か
の
証
明
を
も
あ
た

え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
そ
れ
に
続
く
こ
と
は
、
諸
仮
説
の
大
海
に
注
ぐ
も
の
で
す
。
そ
の
な
か
に
は
、
個
々
の
時
代
や
地
域
に
と
っ
て
確
か
に
正
し
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
あ
な
た
は
急
行
列
車
で
一
般
化
し
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
問
題
を
そ
ん
な
に
性
急
に
片
づ
け
ら
れ
な

い
の
で
す
。
ま
た
、
ケ
ル
ト
の
ク
ラ
ン
、
ロ
ー
マ
の
ゲ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
の
ゲ
シ
ュ
レ
ヒ
ト
は
、
な
る
ほ
ど
す
べ
て
部
族
の
細
分
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
は
非
常
に
本
質
的
な
差
異
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
異
っ
た
起
源
を
も
も
っ
て
い
る
の
で
す
。
非
ケ
ル
ト
諸
民
族
に
お
け
る

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
ク
ラ
ン
も
同
様
で
す
。

　
も
し
あ
な
た
が
こ
の
研
究
を
続
行
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
も
う
す
こ
し
時
間
が
た
っ
て
か
ら
再
開
さ
れ
る
な
ら
ば
、
全
く
別
の
結
論
に
到
達

す
る
で
あ
ろ
う
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
困
難
な
領
域
で
こ
の
よ
う
に
早
急
に
精
力
を
つ
く
し
た
こ
と
を
後
悔
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
は
、
猛
勉
強
を
さ
れ
ま
し
た
己
が
、
あ
ま
り
に
性
急
に
結
論
を
く
だ
し
、
し
か
も
そ
の
際
、
い
わ
ゆ
る
人
類
学
者
た
ち
の
意
見
に
あ

ま
り
に
重
き
を
置
き
す
ぎ
て
い
ま
す
。
か
れ
ら
は
だ
れ
も
か
れ
も
、
あ
る
種
の
、
私
に
言
わ
せ
れ
ば
講
壇
社
会
主
義
的
な
偏
見
を
抱
い
て
い
ま

す
。
あ
な
た
が
バ
ッ
ハ
オ
：
フ
ェ
ン
の
性
的
共
有
の
讃
美
と
神
秘
化
と
を
反
駁
し
て
も
、
性
的
共
有
と
い
う
も
の
は
当
分
い
ぜ
ん
と
し
て
存
続
し

て
い
る
の
で
す
。

　
〔
…
…
…
…
〕
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四
　
力
ウ
ツ
キ
ー
か
ら
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ

一
八
八
三
年
三
月
一
五
日

　
〔
…
…
…
…
〕

　
た
ぶ
ん
私
の
第
二
論
文
を
受
け
と
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
第
三
、
第
四
論
文
は
、
こ
の
数
日
の
う
ち
に
公
刊
さ
れ
、
あ
な
た
の
お
手
も
と
に

届
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
も
あ
な
た
の
批
判
の
領
域
に
引
き
だ
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
あ
な
た
が
第
一
章
の
な
か
に
見
い
だ
さ

れ
た
難
点
の
一
部
分
を
、
続
く
記
章
の
な
か
で
は
取
り
の
ぞ
く
こ
と
が
で
き
た
、
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
が
そ
れ
ら
を
読

ん
で
し
ま
わ
れ
る
ま
で
あ
な
た
の
異
論
に
対
す
る
私
の
回
答
は
差
し
控
え
る
つ
も
り
で
す
。
私
の
見
解
に
対
す
る
重
要
な
疑
念
が
、
し
か
し
、
共

同
婚
に
対
す
る
な
お
は
る
か
に
重
大
な
疑
念
が
起
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
私
は
気
持
ち
よ
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
両
者
－
野
蛮
人
に
お
い
て

女
の
平
等
を
も
っ
た
一
夫
一
妻
婚
と
同
じ
く
女
の
奴
隷
状
態
を
も
っ
た
共
同
婚
が
現
に
存
在
し
、
ま
た
存
在
し
た
こ
と
は
確
実
で
す
。
し
た
が
っ

て
問
題
は
、
両
状
態
の
い
ず
れ
が
よ
り
以
前
の
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
も
し
共
同
婚
が
よ
り
以
前
の
段
階
で
あ
る
と

み
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
状
態
か
ら
一
夫
一
妻
婚
あ
る
い
は
女
人
統
治
制
が
い
か
に
し
て
生
じ
た
の
か
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

と
告
白
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
1
ま
ず
思
い
つ
い
た
の
は
一
私
の
仮
定
し
た
発
展
過
程
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
図
式
に
非
常
に
よ
く
適
合
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
女
の
自
由
－
奴
隷
状
態
1
よ
り
高
い
基
礎
で
の
自
由
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
私
の
仮
説
が
正
当
で
あ
る
こ
と
の
証
明
で
さ
え
あ

り
ま
せ
ん
。
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
発
展
は
ま
さ
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
図
式
に
適
合
し
て
い
ま
す
。

　
〔
…
…
…
…
〕
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（五）

カ
ウ
ツ
キ
ー
か
ら
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ

一
八
八
三
年
八
月
五
日

　
〔
…
…
…
…
〕

　
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
あ
な
た
も
妻
は
も
と
も
と
自
由
で
あ
り
、
夫
と
平
等
で
あ
っ
た
と
い
う
意
見
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
私
を
い
き
い
き
と

し
た
喜
び
で
満
た
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
を
述
べ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
私
の
議
論
の
主
要
点
で
す
。
私
が
今
ま
で
に
知
っ
た
す
べ
て
の
人
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

学
者
た
ち
は
、
女
の
奴
隷
状
態
を
自
然
発
生
的
な
状
態
と
み
な
し
、
女
の
共
有
を
、
し
か
も
、
も
と
も
と
す
べ
て
の
男
は
す
べ
て
の
女
を
自
分
の

恣
意
に
よ
っ
て
取
り
扱
う
権
利
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
の
女
の
土
州
有
を
、
そ
の
結
果
と
み
な
し
て
い
ま
す
。
か
れ
ら
全
員
に
あ
っ
て
は
、
男
の
共

有
は
問
題
外
で
す
。
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
ば
あ
い
も
そ
う
で
す
。
か
れ
も
ま
た
、
女
の
原
始
的
状
態
は
品
位
の
な
い
状
態
だ
っ
た
の
で
あ
り
、

女
は
そ
の
状
態
に
感
応
し
た
、
と
み
な
し
て
い
ま
す
。
私
も
、
完
全
な
性
的
自
由
は
原
初
的
に
は
存
在
し
て
い
た
、
と
い
う
意
見
で
あ
り
、
私
が

仮
定
し
て
い
る
自
然
発
生
的
な
一
夫
一
妻
婚
を
社
会
的
な
事
実
と
し
て
で
は
な
く
、
個
別
的
な
事
実
と
し
て
み
な
し
て
お
り
ま
す
。
性
的
結
合
は

社
会
か
ら
完
全
に
自
由
で
し
た
。
そ
の
性
的
自
由
が
全
く
無
差
別
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
あ
る
一
定
の
期
間
、
あ
る
時
は
長
く
、
あ
る
時
は
短

か
く
、
続
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
個
別
的
な
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
も
の
が
私
の
気
に
入
り
の
仮
説
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
、
原
初
的

に
は
完
全
に
無
差
別
な
乱
交
、
例
え
ば
犬
の
ば
あ
い
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
を
仮
定
し
ま
し
た
。
私
が
一
夫
一
妻
婚
の
理
念
に
導
か

れ
た
の
は
次
の
こ
と
に
よ
っ
て
で
す
。
一
、
私
は
女
の
共
有
を
い
つ
も
妻
の
奴
隷
化
と
結
び
つ
い
て
見
い
だ
し
た
こ
と
。
女
の
共
有
と
妻
の
自
由

が
一
緒
に
見
い
だ
さ
れ
た
事
例
を
ひ
と
つ
も
知
り
ま
せ
ん
。
二
、
非
常
に
多
く
の
自
然
発
生
的
な
諸
民
族
で
は
、
自
分
た
ち
の
妻
を
尊
重
し
た
諸

民
族
に
お
い
て
さ
え
も
、
ヘ
テ
リ
ス
ム
ス
的
な
一
夫
一
妻
婚
的
結
合
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
最
後
に
、
三
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
私
に
注
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ム
ニ
ス
ム
ス

を
う
な
が
し
た
嫉
妬
心
の
作
用
。
共
産
制
は
個
別
所
有
よ
り
も
古
い
、
と
い
う
原
理
に
私
の
仮
説
は
矛
盾
し
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
考
え

　
　
　
　
　
へ

で
は
、
妻
は
物
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
す
な
わ
ち
戦
争
捕
虜
と
し
て
、
共
有
物
に
な
り
え
た
の
で
す
。
自
由
民
と
し
て
は
妻
は
夫
と
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同
様
に
共
有
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
妻
の
こ
の
よ
う
な
共
有
か
ら
妻
の
個
別
所
有
が
発
展
し
ま
し
た
。
こ
の
逆
の
こ
と
は
お
そ
ら
く
、
古
く
か
ら

確
証
さ
れ
て
い
る
原
理
に
矛
盾
す
る
で
し
ょ
う
が
、
私
は
そ
ん
な
こ
と
を
主
張
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
然
発
生
的
な
状
態
は
、
私
の
考
え
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

女
に
と
っ
て
共
有
で
も
な
く
個
別
所
有
で
も
な
く
、
完
全
な
性
的
自
由
な
の
で
す
。
そ
の
性
的
自
由
は
、
両
者
の
嫉
妬
心
の
影
響
の
も
と
に
、
一

夫
一
妻
的
な
ヘ
テ
リ
ス
ム
ス
に
な
り
ま
す
。
私
は
、
嫉
妬
心
に
関
し
て
首
尾
一
貫
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
原
始
状
態
に
あ
っ
て
は

嫉
妬
心
は
、
女
が
所
有
物
で
あ
る
か
ぎ
り
、
い
か
な
る
対
立
す
る
傾
向
と
も
戦
う
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
女
が
所
有
物
で
あ
る
か
ぎ
り
、
自
然
発

生
的
な
共
産
制
の
影
響
の
も
と
で
は
、
女
は
共
同
所
有
物
に
な
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
私
は
嫉
妬
心
で
さ
え
も
完
全
な
女
共
有
を
妨
げ
る
の
に
充

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

分
に
強
か
っ
た
、
と
考
え
て
い
ま
す
（
二
六
四
頁
・
田
楽
）
。
嫉
妬
心
あ
る
い
は
共
産
主
義
的
本
能
が
強
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
女
の
下
馬
有
は
、

私
見
に
よ
れ
ば
、
多
か
れ
少
な
か
れ
効
力
を
も
っ
た
の
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
す
べ
て
に
的
確
な
証
拠
を
提
示
す
る
こ
と
は
私
に
は
不
可
能
で
す
。
そ
し
て
、
あ
な
た
の
批
判
が
と
て
も
鋭
か
っ
た
こ
と

に
た
い
し
て
非
常
に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ラ
ボ
ッ
ク
や
ス
ペ
ン
サ
ー
や
そ
の
輩
の
諸
氏
は
こ
の
問
題
を
非
常
に
お
ざ
な
り
に
ふ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
私
も
、
す
で
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
一
夫
一
妻
婚
は
私
に
は
第
二
次
的
な
関
心
で
あ
り
、
女
の
自
由
が
第
一
次
的
な
も
の
で
し
た
の

で
、
な
お
さ
ら
に
、
私
の
立
証
の
点
で
幾
分
か
軽
率
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
前
者
〔
一
夫
一
妻
婚
一
訳
者
〕
の
こ
と
を
長
々

と
論
じ
た
の
は
、
ま
っ
た
く
単
純
に
、
後
者
の
こ
と
に
対
し
て
は
適
切
な
素
材
を
わ
ず
か
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
、
そ
し
て
一
夫
一
妻
婚
的
な

ヘ
テ
リ
ス
ム
ス
的
諸
部
族
（
多
夫
一
妻
婚
岩
泉
部
族
を
除
い
て
）
の
ば
あ
い
だ
け
か
ろ
う
じ
て
女
の
自
由
に
関
す
る
事
例
を
え
た
、
と
い
う
こ
と

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
私
の
立
証
が
的
確
で
は
な
く
、
強
化
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
は
喜
ん
で
認
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
私
は
今
後
、

自
然
発
生
的
な
一
夫
一
妻
婚
を
あ
ま
り
強
調
し
な
い
で
し
ょ
う
。
第
一
に
、
自
然
発
生
的
な
一
夫
一
妻
婚
は
、
女
の
共
有
と
、
あ
な
た
が
熟
知
し

て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
1
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
私
が
反
駁
し
た
人
の
す
べ
て
は
、
私
も
完
全
な
性
的
自
由
を
仮
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ミ
ス
ク
イ
テ
　
ト

か
に
し
て
も
越
え
が
た
い
ギ
ャ
ッ
プ
に
よ
っ
て
へ
だ
て
ら
れ
て
お
り
、
乱
　
婚
と
一
夫
一
妻
物
的
な
ヘ
テ
リ
ス
ム
ス
と
の
差
異
は
単
に
実
行
の

差
異
で
あ
っ
て
、
原
理
の
差
異
で
は
あ
り
ま
せ
ん
i
鋭
い
区
別
を
た
て
る
必
要
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
理
由
で
、
i
他
方
で
は
し
か
し
、
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一
夫
一
妻
婚
的
な
ヘ
テ
リ
ス
ム
ス
を
絶
対
的
な
確
実
性
で
認
め
さ
せ
る
た
め
に
は
原
始
人
の
婚
姻
生
活
に
関
す
る
現
存
す
る
素
材
が
な
お
あ
ま
り

に
乏
し
い
と
い
う
理
由
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
女
が
完
全
な
乱
婚
に
あ
る
と
同
時
に
自
由
で
あ
る
こ
と
の
い
か
な
る
事
例
も
知
ら
な
い
こ
と

を
、
そ
の
さ
い
述
べ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
あ
な
た
の
批
判
は
、
こ
の
テ
ー
マ
の
改
訂
の
さ
い
に
有
益
で
あ
ろ
う
唯
一
の
も
の
で
す
。
他
の
人
の
は
す
べ
て
女
の
原
始
的
奴
隷
状
態
の
立
脚

点
に
立
っ
て
お
り
、
全
然
と
る
に
足
り
な
い
も
の
で
す
。

　
〔
…
…
…
…
〕

六
　
エ
ン
ゲ
ル
ス
か
ら
カ
ウ
ツ
キ
ー
へ

一
八
八
三
年
九
月
一
八
日

　
〔
…
…
…
…
〕

　
時
間
不
足
の
た
め
に
ま
た
も
婚
姻
論
文
に
詳
し
く
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
原
始
的
な
性
的
共
有
は
、
今
日
で
は
純

粋
な
ま
ま
の
形
態
の
実
例
が
も
は
や
ど
こ
に
も
期
待
さ
れ
え
な
い
ほ
ど
遠
く
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、
進
歩
ま
た
は
退
歩
に
よ
っ
て
隠
さ
れ
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

す
。
し
か
し
、
後
代
の
諸
形
態
は
す
べ
て
こ
の
根
源
的
基
礎
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
あ
な
た
が
社
会
規
定
的
な
も
の
（
原
始
時
代
に
お
け
る
）
と

し
て
の
嫉
妬
心
と
い
う
要
素
を
完
全
に
放
棄
し
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
発
展
の
正
し
い
叙
述
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
だ
け
は
確
か
だ

と
思
い
ま
す
。

　
〔
…
…
…
…
〕
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訳
　
注

（
1
）
　
こ
れ
は
‘
冒
。
国
馨
2
0
げ
ロ
昌
9
q
匹
曾
国
ゴ
〇
二
巳
閃
曽
目
ま
。
．
．
と
題
さ
れ
て
、
　
と
閑
。
ω
日
。
ω
、
．
w
臼
α
q
．
①
（
ゆ
自
・
旨
）
u
目
◎
。
。
。
卜
◎
巳
ω
●
お
0
1
b
。
O
S
ω
・
卜
。
α
0
－

　
　
　
b
o
鳶
》
ω
・
ω
8
一
ω
＆
に
発
表
さ
れ
た
。

（
2
）
　
こ
こ
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
著
者
の
作
品
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
｝
O
げ
9
ロ
ロ
同
聾
閃
O
げ
田
W
凶
O
ぽ
O
h
O
昌
”
】
）
9
ω
竃
¢
け
け
①
『
「
O
O
げ
戸
ω
梓
ロ
梓
叶
o
q
騨
「
梓
μ
o
o
①
H
・

　
　
　
鳥
O
「
ω
．
…
〉
口
二
ρ
q
m
H
一
ω
O
ゴ
O
】
W
民
一
〇
h
①
》
ω
什
臆
騨
。
摩
ω
げ
目
「
α
q
一
銘
◎
．

　
　
　
口
①
「
げ
O
門
梓
ω
O
①
口
O
Φ
民
”
℃
「
一
昌
O
凶
ロ
一
Φ
o
慶
O
｛
ω
O
O
一
〇
一
〇
ぴ
q
団
℃
〈
O
一
．
H
℃
い
O
鵠
O
O
自
警
日
Q
o
刈
①
．

　
　
　
｝
O
げ
P
ピ
ロ
げ
σ
O
O
評
”
】
）
一
Φ
陣
門
け
ω
叶
①
げ
二
目
ひ
q
α
O
『
O
凶
く
一
嵩
ω
9
ユ
O
ロ
リ
匂
①
昌
鋤
一
Q
◎
刈
9
　
（
↓
げ
O
O
「
一
Φ
q
一
亜
目
囲
6
凶
く
凶
＝
ω
9
二
〇
口
口
昌
ユ
　
け
げ
①
　
b
ユ
ヨ
凶
瓜
〈
O
　
O
O
昌
α
凶
二
〇
昌
　
O
｛

　
　
　
　
営
鋤
P
ド
§
匹
o
P
H
Q
。
刈
O
の
ド
イ
ツ
語
訳
）

　
　
　
ユ
。
「
ω
・
”
U
剛
。
＜
o
「
α
q
㊦
ω
o
甑
。
ず
け
嵩
。
げ
①
N
蝕
ρ
冨
昌
β
。
日
G
◎
刈
爵
（
勺
「
Φ
ず
尻
8
「
凶
。
↓
一
ヨ
窃
℃
H
o
昌
自
o
P
H
叙
G
n
の
ド
イ
ツ
語
訳
）

　
　
　
〉
一
げ
・
鵠
①
『
ヨ
．
℃
O
ω
け
”
∪
一
Φ
〉
昌
楠
邸
昌
ゆ
q
①
ユ
①
ω
ω
一
国
麟
砕
ω
一
q
昌
⊆
国
①
O
ず
一
〇
〇
一
〇
σ
Φ
昌
噂
O
一
α
O
昌
ぴ
鐸
昌
ゆ
q
μ
Q
◎
刈
Q
◎
・

　
　
　
〉
一
〇
×
凶
ω
∩
甲
マ
愛
」
畠
ハ
門
O
＝
一
〇
昌
”
い
①
ω
O
ユ
α
q
繭
昌
①
ω
価
O
一
曽
h
O
目
凶
一
一
P
O
①
”
α
〈
Φ
＼
℃
m
ユ
ω
一
Q
◎
刈
劇
。

　
　
　
ピ
㊦
毛
一
ω
閏
O
昌
『
団
円
O
『
σ
q
昌
昌
…
ω
団
。
ロ
け
O
ヨ
ω
O
h
O
O
昌
ω
僧
団
σ
q
己
一
昌
津
罵
①
山
畠
国
議
昌
一
け
団
O
囲
叶
ず
①
げ
ロ
ヨ
固
目
h
国
§
凶
一
団
鴇
毛
四
ω
プ
凶
コ
o
q
梓
O
昌
層
目
Q
◎
刈
ド

　
　
　
》
剛
Φ
×
鋤
昌
鳥
門
O
》
げ
Φ
一
躍
O
く
O
旧
鋤
O
ρ
信
Φ
”
ド
Φ
ω
亀
似
げ
僧
け
ω
亀
①
一
鴇
げ
唱
日
母
旨
蹄
少
　
℃
蝕
ユ
ω
一
器
H
●

　
　
　
｝
O
ゴ
昌
「
①
「
o
q
二
ω
O
口
冨
O
ぴ
①
ロ
昌
四
昌
闘
ω
叶
ロ
山
凶
O
ω
一
昌
餌
昌
O
凶
O
昌
叶
げ
一
ω
け
O
『
団
讐
い
O
昌
飢
O
昌
鴇
H
Q
Q
刈
①
・

（
3
）
　
閑
餌
二
国
国
暮
の
閃
団
闘
》
二
ω
ユ
①
「
聞
「
9
『
N
Φ
律
α
①
ω
ζ
鷺
×
δ
ヨ
ロ
ω
．
口
囲
ゆ
q
o
『
．
ゆ
ユ
臥
≦
o
o
げ
ω
9
ヨ
静
閑
餌
環
8
犀
ざ
℃
岳
ゆ
q
一
㊤
ω
凱
．
　
に
付
し
た
カ
ウ
ッ
キ
ー

　
　
　
の
注
に
よ
る
と

　
　
　
「
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
こ
こ
で
、
一
八
八
二
年
の
は
じ
め
に
完
成
し
た
“
家
族
と
婚
姻
の
成
立
”
に
関
す
る
拙
作
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
私
は
、
そ
れ
を
シ
ュ

　
　
　
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
的
月
刊
誌
『
コ
ス
モ
ス
』
に
、
三
号
に
わ
た
る
連
続
論
文
と
し
て
発
表
し
た
。
こ
れ
ら
の
論
文
の
第
「
番
目
の
も
の

　
　
　
は
「
ヘ
テ
リ
ス
ム
ス
」
と
い
う
表
題
を
も
っ
て
い
た
。
私
は
、
そ
こ
で
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
き
っ
ぱ
り
と
否
定
し
た
結
果
に
達
し
た
。
け
れ
ど
も
、
ま
さ
に
ご
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の
点
で
は
後
の
研
究
は
彼
に
味
方
し
な
か
っ
た
。
…
…
」
　
（
底
本
　
七
三
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ン

（
4
）
　
「
購
売
婚
と
母
権
。
氏
族
」
と
題
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

（
5
）
　
こ
の
感
嘆
符
は
底
本
に
よ
る
。
寓
国
類
ω
9
ら
肪
に
は
な
い
。

（
6
）
　
こ
の
個
所
は
底
本
に
よ
る
。
底
本
が
　
層
h
費
口
耳
臼
目
目
。
『
o
ω
≦
9
ω
h
貯
。
貯
N
o
ぎ
o
N
o
律
9
億
ロ
亭
・
…
・
、
、
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
】
≦
国
分
ω
9

　
　
奨
Q
。
で
は
「
用
紙
が
破
損
し
て
い
る
」
と
注
記
し
、
　
矧
h
o
ε
鼻
。
『
ヨ
巴
。
げ
o
ρ
≦
坦
ω
霊
「
α
q
o
乱
ω
ω
o
N
o
⇒
o
昌
昌
ロ
ユ
…
…
．
．
　
（
そ
の
な
か
に
は
、
い
く
つ

　
　
か
の
時
代
お
よ
び
…
…
）
と
読
ん
で
い
る
。

（
7
）
　
カ
ウ
ツ
キ
ー
の
論
文
が
載
っ
た
『
コ
ス
モ
ス
』
誌
の
ペ
ー
ジ
を
指
す
。

江
　
守
　
　
五
　
夫

愛

の

復
　
権

一
切
り
離
さ
れ
た
《
愛
》
と
《
性
》
一

大月書店

￥　900

一56一

シ
ー
ラ
・
ロ
ー
バ
ト
ム
　
　
訳
・
三
　
宅
義
　
子

女
の
意
識

●

男
の
世
界

ドメス出版

￥　1，500



『
母
権
論
』
解
説
1

M
・
コ
ス
ヴ
ェ

訳
・
布
村
　
一

ン夫

　
　
　
　
　
ω

　
ヨ
ー
ハ
ン
・
ヤ
ー
コ
プ
・
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
一
八
一
五
年
一
二
月
二
二
日
に
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
で
生
ま
れ
、
一
八
八
七
年
一
一
月
二
五

日
に
同
地
で
死
亡
し
た
。
父
か
た
か
ら
す
る
と
、
彼
は
絹
織
物
製
造
業
者
の
一
門
に
ぞ
く
し
て
い
た
。
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
家
の
人
び
と
は
絵
画

や
彫
刻
の
蒐
集
家
た
ち
と
し
て
し
ら
れ
て
い
た
。
メ
リ
ア
ン
家
に
生
ま
れ
た
彼
の
母
の
祖
先
た
ち
や
親
族
者
た
ち
の
な
か
に
は
、
た
く
さ
ん
の
政

治
家
、
学
者
、
芸
術
家
が
か
ぞ
え
ら
れ
た
。

　
父
の
死
後
に
、
数
百
万
フ
ラ
ン
の
財
産
を
う
け
つ
い
だ
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
、
彼
を
商
人
に
し
ょ
う
と
し
た
親
戚
の
希
望
に
反
し
て
、
み
ず

か
ら
を
学
問
に
さ
さ
げ
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
彼
は
そ
の
高
等
教
育
を
バ
ー
ゼ
ル
で
は
じ
め
、
つ
い
で
ベ
ル
リ
ン
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
ゲ
ッ
テ

ィ
ン
ゲ
ン
の
諸
大
学
で
講
義
を
き
い
た
。
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
文
献
学
か
ら
は
じ
め
た
が
、
法
学
の
研
究
に
う
つ
っ
た
。

　
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
彼
は
、
そ
の
当
時
有
名
で
あ
っ
た
フ
リ
ー
ト
リ
ヒ
・
カ
ー
ル
・
｛
フ
ォ
ン
｝
・
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
に
つ
い
た
が
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
は
法

学
に
お
け
る
ロ
マ
ン
派
の
代
表
者
で
、
法
律
の
発
展
を
「
民
族
精
神
」
の
発
展
か
ら
ひ
き
だ
し
た
い
わ
ゆ
る
「
歴
史
」
法
学
派
の
創
始
者
で
あ
り

代
表
者
で
あ
っ
た
。
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
に
師
事
し
た
こ
と
は
、
若
い
バ
ッ
一
三
ー
フ
ェ
ン
の
学
問
的
関
心
の
そ
の
こ
の
方
向
と
世
界
観
に
決
定
的
な
影

響
を
あ
た
え
た
。
一
八
三
九
年
に
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
で
法
学
博
士
号
を
え
、
そ
の
あ
と
の
数
年
を
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
お
よ
び
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

で
お
く
り
、
法
学
の
研
究
を
つ
づ
け
た
。
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一
八
四
一
年
に
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
、
ロ
ー
マ
法
の
助
教
授
と
し
て
、
自
分
が
生
れ
た
都
市
の
大
学
で
教
え
は
じ
め
た
が
、
す
で
に
一
八
四

四
年
に
は
教
職
を
や
め
た
の
で
あ
っ
た
。
一
八
五
二
年
か
ら
二
五
年
以
上
も
の
あ
い
だ
、
彼
は
バ
ー
ゼ
ル
に
お
け
る
控
訴
院
の
一
員
で
あ
っ
た

が
、
の
ち
に
は
院
長
に
な
っ
た
。
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
何
回
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
行
し
た
。
一
八
四
二
年
に
彼
は
イ
タ
リ
ア
へ
の
旅
行
を
お
こ

な
い
、
そ
の
学
問
的
地
平
を
い
ち
じ
る
し
く
広
げ
た
。
そ
れ
に
つ
づ
く
数
年
の
あ
い
だ
に
、
イ
タ
リ
ア
、
南
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
へ
多
く
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

行
を
お
こ
な
っ
た
が
、
一
八
五
一
年
に
は
ギ
リ
シ
ア
へ
の
大
旅
行
を
お
こ
な
い
、
し
か
も
そ
こ
で
考
古
学
的
諸
発
掘
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
後
バ

ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
主
と
し
て
自
分
の
書
斎
の
閉
鎖
さ
れ
た
孤
独
の
う
ち
に
日
を
お
く
り
、
ご
く
た
ま
に
小
さ
い
旅
行
を
お
こ
な
い
、
き
わ
め
て

か
ぎ
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
友
人
た
ち
と
交
際
し
た
が
、
自
分
の
旅
行
の
と
き
か
、
通
信
か
に
よ
っ
て
知
己
と
な
っ
た
多
く
の
学
者
と
か
な
り
ひ
ん

ぱ
ん
に
文
通
し
た
。
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
と
の
通
信
を
か
わ
し
た
も
の
の
な
か
に
は
、
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
、
ダ
レ
ス
ト
、
ジ
ロ
ー
・
ト
ゥ
ー
ロ
ン
、

ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
、
ヘ
ル
ヴ
ァ
ル
ト
、
イ
エ
ー
リ
ン
グ
、
コ
ー
ラ
ー
、
ラ
ヴ
レ
ー
、
レ
プ
シ
ウ
ス
、
モ
ル
ガ
ン
、
エ
リ
ー
・
レ
グ
イ
、
ヴ
ィ
ル

ケ
ン
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
な
ど
の
名
が
み
ら
れ
る
。

　
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
文
筆
活
動
は
、
一
八
四
〇
年
と
一
八
五
〇
年
と
の
あ
い
だ
の
、
ロ
ー
マ
市
民
法
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の
著
作
の
刊
行

か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
あ
と
、
言
語
学
者
で
歴
史
学
者
の
フ
ラ
ン
ツ
・
ゲ
ル
ラ
ッ
パ
と
と
も
に
、
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
ロ
ー
マ
史
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
大
き
い
著
作
の
刊
行
を
か
ん
が
え
た
。
一
八
五
一
年
に
こ
の
著
作
の
第
一
巻
が
あ
ら
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
こ
の
刊
行
は
つ
づ
か
な
か
っ
た
。

　
イ
タ
リ
ア
と
ギ
リ
シ
ア
へ
の
旅
行
、
古
典
古
代
世
界
の
多
面
的
な
研
究
、
古
典
古
代
著
述
家
た
ち
の
原
典
の
読
書
一
す
べ
て
こ
れ
は
バ
ッ
ハ

オ
ー
フ
ェ
ン
の
学
問
的
関
心
の
方
向
に
お
い
て
転
回
を
も
た
ら
し
た
。
彼
は
し
だ
い
に
ロ
ー
マ
法
や
ロ
ー
マ
史
か
ら
、
ち
が
っ
た
内
容
と
企
図
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

も
つ
別
の
テ
ー
マ
に
む
か
っ
た
。
同
時
に
、
彼
が
そ
の
『
自
叙
伝
』
で
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
彼
の
智
的
な
生
ま
れ
か
わ
り
と
彼
の
世
界

観
の
最
終
的
形
成
の
年
月
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
四
〇
年
代
末
と
五
〇
年
代
は
じ
め
の
激
烈
な
、
意
味
深
い
革
命
的
諸
事
件
の
年
月
で
あ
り
、
百
万

長
者
の
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
に
き
わ
め
て
深
刻
に
影
響
を
あ
た
え
ず
に
お
か
な
か
っ
た
年
月
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
彼
の
世
界
観
や
彼
の
そ
の
後

の
諸
著
作
に
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
信
心
深
さ
と
神
秘
主
義
の
端
緒
が
ひ
き
だ
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
っ
と
に
学
生
時
代
に
彼
に
う
え
つ
け
ら
れ
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た
ロ
マ
ン
主
義
の
影
響
と
む
す
び
つ
い
て
い
た
。
そ
の
当
時
に
、
彼
の
あ
き
ら
か
に
反
動
的
な
政
治
的
見
解
が
つ
く
ら
れ
た
。
上
述
の
『
自
叙
伝
』

の
な
か
で
彼
が
は
っ
き
り
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
民
主
主
義
者
か
ら
保
守
主
義
者
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ギ
リ
シ
ア
や
ロ
ー
マ
の
古
代
研
究
、
法
学
的
教
養
、
ロ
マ
ン
主
義
的
理
念
、
信
心
深
さ
、
そ
し
て
神
秘
主
義
一
す
べ
て
こ
れ
ら
の
影
響
は
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
一
つ
の
テ
ー
マ
に
結
晶
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
テ
ー
マ
は
そ
れ
か
ら
あ
と
、
そ
し
て
生
涯
の
終
り
ま
で
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
を

つ
か
ま
え
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
テ
ー
マ
が
そ
の
主
要
な
対
象
と
し
て
も
っ
て
い
た
の
は
、
女
の
支
配
の
、
女
の
社
会
的
お
よ
び
政
治
的
な
優
越
の
特
殊
な
歴
史
時
代
、
古

典
古
代
の
著
述
家
た
ち
が
古
代
の
多
く
の
民
族
の
あ
い
だ
で
発
見
し
、
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
主
張
に
よ
る
と
、
全
人
類
の
過
去
に
と
っ
て
固
有

な
も
の
で
あ
っ
た
ギ
ュ
ナ
イ
コ
ク
ラ
テ
ィ
ー
の
時
代
の
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
は
、
男
の
優
越
の
時
代
に
先
行
し
、
し
か
も
二
つ
の
原
理
は

な
に
よ
り
も
ま
ず
宗
教
、
つ
い
で
法
律
、
政
治
制
度
、
芸
術
な
ど
に
お
い
て
二
律
背
反
的
に
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
理
念
の
最
初
の
あ
ら
わ
れ
は
、
一
八
五
六
年
九
月
二
四
日
の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
お
け
る
ド
イ
ツ
文
献
学
者
ハ
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

育
学
者
、
東
洋
学
者
第
＝
ハ
回
大
会
の
総
会
で
の
べ
ら
れ
た
『
女
権
に
つ
い
て
』
と
い
う
報
告
の
な
か
で
あ
っ
た
。

　
時
間
に
制
約
さ
れ
た
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
そ
の
報
告
の
な
か
で
、
リ
ュ
キ
ア
、
ク
レ
ー
タ
、
ギ
リ
シ
ア
に
か
ん
す
る
自
分
の
資
料
の
一
部
分

だ
け
を
提
出
し
、
そ
の
簡
単
な
一
般
化
を
あ
た
え
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
報
告
の
な
か
で
顕
著
な
地
位
を
し
め
た
の
は
、
ア
イ
ス
キ

ュ
ロ
ス
の
悲
劇
『
エ
ウ
メ
ニ
デ
ス
』
の
有
名
な
解
釈
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
そ
の
こ
何
度
も
く
り
か
え
し
の
べ
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ

ェ
ン
は
、
す
で
に
こ
こ
で
、
た
く
さ
ん
の
資
料
に
よ
っ
て
そ
の
こ
大
き
く
発
展
さ
せ
ら
れ
、
例
証
さ
れ
た
自
分
の
多
く
の
基
本
的
な
理
念
を
の
べ

た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
報
告
の
注
の
な
か
で
し
め
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
大
き
い
著
作
は
、
近
い
将
来
に
出
版
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
っ
た
。
だ
が
こ
の
書
物
の
刊
行
は
の
び
た
。
一
八
五
七
年
一
〇
月
二
四
日
に
、
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
そ
の
友
人
で
ナ
ポ
リ
に
い
る
イ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

リ
ア
の
考
古
学
者
ア
ゴ
ス
チ
ノ
・
ジ
ェ
ル
ヴ
ァ
ジ
オ
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
お
く
っ
た
。
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「
わ
た
し
の
大
部
分
の
時
間
は
、
わ
た
し
が
そ
の
一
員
で
あ
る
控
訴
院
で
の
仕
事
で
し
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
た
し
は
自
分
の

研
究
を
つ
づ
け
る
こ
と
を
や
め
て
は
い
ま
せ
ん
し
、
以
前
よ
り
も
さ
ら
に
大
き
く
研
究
を
ひ
ろ
げ
さ
え
も
し
ま
し
た
。
長
い
あ
い
だ
わ
た
し
の
書

斎
の
な
か
で
孤
独
に
、
世
に
か
く
れ
て
研
究
し
て
き
ま
し
た
が
、
わ
た
し
は
か
な
り
大
き
い
書
物
の
刊
行
に
ふ
た
た
び
と
り
か
か
っ
て
い
ま
す
…

　
わ
た
し
は
大
き
い
歴
史
的
意
義
を
も
っ
て
い
る
対
象
で
あ
る
古
代
の
諸
民
族
の
ギ
ュ
ナ
イ
コ
ク
ラ
テ
ィ
ー
を
テ
ー
マ
に
え
ら
び
ま
し
た
が
、
こ

の
対
象
が
か
つ
て
解
明
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
ほ
こ
り
も
ま
た
関
心
に
つ
け
く
わ
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
類
の
そ
の
こ
の
発
達
が
わ
れ

わ
れ
男
性
と
い
う
生
物
に
あ
た
え
て
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
も
の
に
な
っ
た
等
級
と
地
位
を
、
あ
き
ら
か
に
人
類
史
の
最
初
の
時
期
の
女
が

し
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
（
？
）
、
じ
っ
さ
い
に
、
ひ
ど
く
驚
嘆
す
べ
き
こ
と
で
し
ょ
う
。
わ
れ
わ
れ
の
慣
習
、
わ
れ
わ
れ
の
す
べ
て
の
市
民
生

活
と
政
治
生
活
の
基
本
的
原
則
に
反
す
る
こ
の
秩
序
の
断
片
を
あ
つ
め
て
、
わ
た
し
の
見
解
に
よ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
の
あ
ら
ゆ
る
注
意
を
ひ
き
つ

け
る
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
結
果
に
わ
た
し
は
到
達
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
結
果
は
、
こ
の
制
度
が
一
つ
の
民
族
ま
た
は
い
く
つ
か
の
民
族

に
固
有
の
孤
立
し
た
現
象
で
は
な
く
て
、
全
人
類
の
属
性
で
あ
り
、
あ
れ
か
こ
れ
か
の
起
原
と
む
す
び
つ
く
の
で
は
な
く
て
精
神
と
習
俗
と
の
発

展
の
一
定
段
階
と
む
す
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
の
一
般
化
を
え
る
た
め
に
、
最
古
の
歴
史
が
の
べ
て
い
る
民
族
や
民
衆
の
大
部
分
を
、
わ
た
し
は
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
自
分
の
テ
ー
マ
に
こ
の
よ
う
な
展
開
を
あ
た
え
る
た
め
に
、
わ
た
し
は
、
き
わ
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
史
料
か
ら
証
拠
を
ひ
き
だ
し
、
古
代
に
つ

い
て
の
き
わ
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
の
援
助
を
も
と
め
、
法
律
、
神
話
、
歴
史
、
詩
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
さ
ぐ
り
、
き
わ
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
資
料

を
あ
つ
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
著
作
が
あ
な
た
の
手
も
と
に
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
こ
の
研
究
に
学
界
の
関
心
を
ひ
き
つ

け
る
た
め
に
時
間
も
労
苦
も
著
者
は
お
し
ま
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
あ
な
た
は
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。

　
わ
た
し
が
っ
か
っ
て
い
る
ド
イ
ツ
語
が
、
わ
た
し
の
著
作
を
か
く
た
め
に
は
、
多
く
の
点
で
重
大
な
障
害
で
あ
る
こ
と
を
残
念
に
思
う
だ
け
で

す
。
こ
の
書
物
が
そ
の
進
路
を
切
り
ひ
ら
く
こ
と
に
成
功
し
た
と
き
に
だ
け
、
こ
の
書
物
は
解
釈
人
た
ち
の
不
満
を
も
た
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
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と
だ
け
が
、
わ
た
し
を
な
ぐ
さ
め
ま
す
。
印
刷
が
や
が
て
は
じ
ま
り
、
き
た
る
夏
に
は
そ
の
書
物
を
、
あ
な
た
に
お
く
れ
る
と
、
わ
た
し
は
期
待

で
き
ま
す
…
…
…
…
」

　
だ
が
同
時
に
、
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
が
自
分
の
基
本
的
構
想
と
し
っ
か
り
と
む
す
び
つ
け
た
べ
つ
の
も
っ
と
せ
ま
い
テ
ー
マ
が
、
彼
を
つ
か
ま

え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
、
つ
と
に
イ
タ
リ
ア
へ
の
最
初
の
旅
行
の
と
き
に
、
古
代
ロ
ー
マ
の
墳
墓
の
う
え
の
墓
誌
記
念
物
の
研
究
に
ひ
き
つ
け

ら
れ
、
こ
れ
ら
の
墓
誌
に
あ
る
彫
像
や
碑
文
に
、
古
代
研
究
、
と
く
に
、
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
宗
教
研
究
の
た
め
の
、
い
ま
ま
で
評
価
さ
れ
な
か
っ

た
豊
富
な
史
料
を
、
み
い
だ
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
こ
の
成
果
は
、
古
代
の
墓
誌
記
念
物
の
象
徴
の
解
釈
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
、
一
八
五
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
大
き
い
著
作
で
あ
っ
た
。

　
さ
い
ご
に
、
一
八
六
一
年
に
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
主
著
が
『
母
権
、
宗
教
的
お
よ
び
法
的
性
質
か
ら
み
た
古
代
世
界
の
ギ
ュ
ナ
イ
コ
ク
ラ
テ

　
　
　
　
（
7
）

イ
ー
の
研
究
』
と
い
う
題
で
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
書
物
は
ぎ
っ
し
り
と
印
刷
さ
れ
た
五
〇
〇
頁
ち
か
い
、
さ
ま
ざ
ま
の
分
量
の
一
六
四
章
に
わ
け

ら
れ
た
大
冊
で
あ
る
。

　
著
者
は
大
き
い
『
序
説
』
の
な
か
で
、
自
分
の
歴
史
哲
学
的
な
構
想
の
概
観
を
あ
た
え
よ
う
と
こ
こ
ろ
み
て
い
る
。
こ
の
『
序
説
』
の
は
じ
め

の
文
章
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
「
こ
の
著
作
は
わ
ず
か
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
が
、
そ
の
全
貌
に
わ
た
っ
て
、
何
人
に
よ
っ
て
も
い
ま
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

歴
史
的
現
象
を
対
象
と
し
て
い
る
。
今
日
ま
で
の
古
代
に
つ
い
て
の
学
問
は
、
母
権
を
知
ら
な
い
。
こ
の
表
現
そ
の
も
の
は
新
し
い
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
が
し
あ
し
て
い
る
家
族
状
態
は
し
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
の
解
明
は
、
な
み
な
み
な
ら
ず
心
を
ひ
き
つ
け
る
と
と
も
に
、

な
み
は
ず
れ
た
困
難
に
も
ぶ
つ
か
る
。
け
だ
し
従
来
の
諸
労
作
が
な
ん
ら
か
の
十
分
な
注
目
を
し
な
い
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
母
権
が
ぞ
く
し
て

い
る
文
化
時
代
の
解
明
の
た
め
に
、
一
般
的
に
学
問
的
研
究
が
な
に
も
の
も
あ
た
え
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、

最
初
の
検
討
を
ま
っ
て
い
る
領
域
に
は
い
り
こ
む
。
わ
れ
わ
れ
に
知
ら
れ
て
い
る
古
代
か
ら
、
も
っ
と
古
い
時
代
へ
さ
か
の
ぼ
り
、
い
ま
ま
で
に
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わ
れ
わ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
ば
か
り
の
理
念
の
世
界
か
ら
、
ま
っ
た
く
べ
つ
の
、
も
っ
と
古
い
世
界
へ
さ
か
の
ぼ
る
。
諸
民
族
1
そ

れ
ら
の
名
前
が
ふ
つ
う
古
典
古
代
の
偉
大
さ
の
称
讃
と
も
っ
ぱ
ら
む
す
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
諸
民
族
が
背
景
に
し
り
ぞ
く
。
古
典
的
発
展
の
高
さ

に
け
っ
し
て
た
っ
し
な
か
っ
た
そ
の
ほ
か
の
諸
民
族
は
、
さ
き
の
諸
民
族
の
地
位
を
し
め
る
。
未
知
の
世
界
が
わ
れ
わ
れ
の
視
界
の
ま
え
に
ひ
ら

か
れ
る
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
が
未
知
の
世
界
へ
、
よ
り
深
く
は
い
り
こ
め
ば
は
い
り
こ
む
ほ
ど
、
わ
れ
わ
れ
を
と
り
ま
い
て
い
る
す
べ
て
の
も
の

が
、
ま
す
ま
す
ふ
つ
う
の
も
の
で
は
な
く
な
る
。
発
達
し
た
文
化
の
理
念
に
対
立
す
る
な
に
か
あ
る
も
の
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
よ
り
古
代

の
観
念
、
独
自
な
刻
印
を
お
び
て
い
る
時
代
、
そ
れ
じ
し
ん
の
原
則
に
も
と
づ
い
て
の
み
解
明
で
き
る
文
明
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ギ
ュ
ナ

イ
コ
ク
ラ
テ
ィ
ー
的
な
家
族
法
は
、
わ
れ
わ
れ
の
今
日
の
意
識
に
と
っ
て
ば
か
り
で
な
く
、
す
で
に
古
典
古
代
の
意
識
に
と
っ
て
も
奇
異
な
も
の

で
あ
る
。
母
権
が
ぞ
く
し
て
い
て
、
そ
れ
か
ら
母
権
が
う
み
だ
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
だ
け
母
権
が
解
明
さ
れ
る
原
始
的
な
生
活
原
則
は
、
ヘ
レ

ー
ネ
的
な
生
活
原
則
と
く
ら
べ
る
と
、
奇
異
で
奇
妙
な
も
の
に
み
え
る
。

　
そ
の
こ
の
研
究
の
最
高
の
目
的
は
、
ギ
ュ
ナ
イ
コ
ク
ラ
テ
ィ
ー
時
代
の
運
動
原
理
を
あ
き
ら
か
に
し
、
一
方
で
は
よ
り
低
い
段
階
に
た
い
す

る
、
他
方
で
は
発
達
し
た
文
化
に
た
い
す
る
真
実
の
関
係
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
わ
た
し
の
著
作
は
こ
の
よ
う
に
し
て
、
こ
の
課
題
の
た
め
に
え
ら
ば
れ
た
表
題
に
よ
っ
て
し
め
さ
れ
る
も
の
よ
り
も
、
は
る
か
に
大
き
い
課
題

を
設
定
し
て
い
る
。
わ
た
し
の
著
作
は
、
ギ
ュ
ナ
イ
コ
ク
ラ
テ
ィ
ー
的
文
明
の
全
分
野
に
ひ
ろ
が
っ
て
お
り
、
そ
の
文
明
の
個
々
の
諸
特
徴
を
、

つ
い
で
個
々
の
も
の
を
む
す
び
つ
け
て
い
る
基
本
的
な
諸
理
念
を
も
と
め
る
こ
と
に
つ
と
め
る
が
、
古
代
の
そ
の
こ
の
発
達
に
よ
っ
て
背
景
に
お

し
や
ら
れ
た
か
、
ま
っ
た
く
克
服
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
し
た
文
化
段
階
の
姿
を
、
で
き
る
だ
け
は
っ
き
り
と
復
元
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
こ
の
目
的
が
か
か
げ
ら
れ
た
。
だ
が
歴
史
的
範
囲
を
で
き
る
だ
け
大
き
く
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
だ
け
、
真
の
理
解
に
た
っ
す
る
こ
と
が
で

き
る
し
、
科
学
的
な
思
考
を
認
識
の
本
質
を
形
成
し
て
い
る
明
確
さ
と
完
結
さ
に
み
ち
び
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
…
…
…
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
『
母
権
論
』
の
あ
と
、
一
八
六
二
年
に
バ
ッ
ハ
主
旨
フ
ェ
ン
は
小
さ
い
冊
子
『
リ
ュ
キ
ア
族
と
そ
れ
の
古
代
世
界
の
発
展
に
と
っ
て
の
意
義
』

を
刊
行
し
た
が
、
母
権
文
化
の
も
っ
と
も
十
分
に
し
て
完
全
な
表
現
の
に
な
い
手
と
し
て
、
そ
れ
と
と
も
に
発
達
し
た
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
す
る
ど
い
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対
立
者
で
あ
る
と
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
が
す
る
と
こ
ろ
の
り
ュ
キ
ア
族
の
「
個
性
」
、
こ
の
よ
う
に
バ
ッ
勤
気
ー
フ
ェ
ン
が
い
い
あ
ら
わ
し
て
い

る
、
の
特
徴
づ
け
で
あ
る
独
特
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
冊
子
は
、
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
筆
先
き
か
ら
出
た
す
べ
て
の
う
ち
で
も

っ
と
も
は
っ
き
り
と
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
『
リ
ュ
キ
ア
族
』
の
あ
と
、
二
つ
の
小
さ
い
著
作
、
す
な
わ
ち
『
古
代
の
宗
教
に
お
け
る
熊
』
と
『
古
典
世
界
の
墳
墓
記
念
物
に
お
け
る
不
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

に
つ
い
て
の
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
教
の
教
義
』
が
つ
づ
い
た
。

　
一
八
七
〇
年
に
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
新
し
い
大
き
い
著
作
『
タ
ナ
タ
イ
ル
伝
説
、
ロ
ー
マ
と
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ム
ス
に

　
　
　
　
（
1
1
）

つ
い
て
の
研
究
』
を
刊
行
し
た
。
ロ
ー
マ
国
家
勃
興
の
神
話
的
な
歴
史
に
か
ん
れ
ん
す
る
、
は
じ
め
は
夫
の
タ
ル
ク
イ
ニ
ウ
ス
・
プ
リ
ス
ク
ス

を
、
つ
い
で
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
を
王
位
に
つ
け
た
タ
ナ
タ
イ
ル
王
妃
に
つ
い
て
の
伝
説
的
物
語
と
、
同
様
に
こ
の
伝
説
と
類
似
す
る

多
く
の
東
洋
の
伝
説
と
か
ら
出
発
し
て
、
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
こ
こ
で
王
権
の
成
立
に
お
け
る
女
の
役
割
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
を
発
展
さ

せ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
こ
こ
で
は
、
ロ
ー
マ
文
化
の
東
洋
的
起
原
、
い
ず
れ
に
し
て
も
ロ
ー
マ
文
化
の
形
成
に
お
け
る
東
洋
の
諸
影
響
に
つ
い

て
の
問
題
が
、
ひ
ろ
く
解
明
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
生
存
中
に
刊
行
さ
れ
た
最
後
の
刊
行
物
は
、
　
『
古
代
書
簡
、
と
く
に
最
古
の
親
族
概
念
の
理
解
の
た
め
に
』
と
題
さ
れ

た
著
作
で
あ
っ
た
。
じ
っ
さ
い
に
は
友
人
た
ち
へ
の
手
紙
の
形
式
で
の
べ
ら
れ
た
こ
の
著
作
の
内
容
は
、
す
で
に
『
母
権
論
』
の
な
か
で
の
べ
ら

れ
た
個
々
の
命
題
と
理
念
の
、
新
し
い
具
体
的
資
料
に
も
と
づ
い
て
の
発
展
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
著
者
の
主
要
な
注
意
を
し
め
て
い
る
の
は
、
こ
の
著
作
の
表
題
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
親
族
関
係
に
つ
い
て
、
近
親
者
た
ち
、

兄
弟
と
姉
妹
、
伯
叔
父
た
ち
と
甥
た
ち
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
の
概
念
の
歴
史
で
あ
る
。
彼
の
歴
史
的
構
想
を
補
足
す
る
一
般
的
な
性
質
の
な
ん

ら
か
の
は
っ
き
り
し
た
発
言
を
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
は
発
見
し
な
い
。
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
こ
の
著
作
は
、
わ
れ
わ
れ
の
こ
ん
こ
の
叙
述
に

お
い
て
、
し
か
る
べ
き
地
位
を
し
め
る
で
あ
ろ
う
。
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通
子

一64一



閣　騨刷興開興醒閑開園翼願順辱 t’一一一一一一nTt；

虻
ご

」
“

女
性
史
研
究
　
第
八
集
　
　
予
告
（
七
九
年
六
月
）

　
－
特
集
・
日
本
史
に
お
け
る
女
た
ち
一

女
性
史
研
究
　
第
七
集
　
　
予
告
（
七
八
年
＝
一
月
）

　
i
特
集
・
高
群
逸
枝
写
真
集
1

女性史研究

東京事務局

熊本事務局

編集

1978年6月1日　印刷

1978年6月1日　発行

　　　第6集
　頒価SOO両
（送料1冊120円）

家族史研究会
東京都府中市日鋼団地12・407

㊦164Tel東京（0423）68－7503

熊本市池田3－2－30犬童方
㊦860Te1熊木（0963）54一一6158

郵便振替口座・熊本13171
　　　家族史研究会熊本事務局

一

共同体社

‘．r　．　　　　」恥


